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『高こう等とう部ぶ新入生の皆さん、私立白はく桜おう台だい学園へのご入学おめでとうございます』

　皮切りの言葉はまあ至って平へい凡ぼんな、これといって特色のないものだった。

　散りかけの桜舞まう季節、四月。

　体育館内の埃ほこりをあたかも宝石の塵ちりのようにきらきらと輝かせているのは天てん窓まどから差し込む日差し。その暖かさから察するにそろそろ肌はだ寒さむさと陽気の割合が逆ぎやく転てんする頃ころ合あいだろう。

　入学式の緊きん張ちようもほどよく解けてきて俺おれ─────天てん道どう優ゆう馬まは肩の力を抜いて壇だん上じようを見やる。

『我が校の校こう訓くんは自由と自立の精神。独どく自じ色しよく豊かな我が校での学校生活は、新入生の皆さんに幅広く豊かな経験をさせてくれることでしょう。しかし、だからといって決して浮かれたりはせず規き律りつと節せつ度どを守り、責任ある行動を心がけてもらえたらと思います』

　このありがたくも堅かた苦くるしい定てい型けい文ぶんが校長のものならば特に気にも留めることなく風景ＢＧＭとして聞き流すところだが、意い外がいなことに壇上に立っているのは女子生徒。

　フレームレスのメガネに髪かみ留どめでおでこを広く出した髪かみ型がた、演えん台だいのマイクにぎりぎり届くような低い背が特とく徴ちよう的だ。しかし理り路ろ整せい然ぜんと言葉を連ねるその姿すがたには威い厳げんがあり、いかにも堅物といった雰ふん囲い気きが少しきつめな顔つきとよく似に合あっている。なかなかの美少女だ。

　そういえば最初に案内があった。ええと確か、彼女は生徒会の副ふく会長だとか。

　その役やく職しよくに恥じぬというかなんというか……よくもまあ立りつ派ぱ過ぎる文もん句くを原げん稿こうもなしに人ひと前まえでああも淀よどみなく続けられるもんだ。

『さて、皆さんがこれから模も範はん的で有ゆう意い義ぎな学校生活を送るにあたって、我が校の特とく色しよくの説明と簡単な注意事じ項こうを説明しておきたいと思います』

　こうやって副会長が入学式後ごにわざわざ新入生説せつ明めい会かいを行う理由は、おそらく言われずともここに集まった新入生全ぜん員いんが理解していることだろう。

　他に類るいを見ない、この白桜台学園最さい大だいの『特色』についてだ。

『皆さん御ご存ぞん知じの通り、我が白桜台には普通科の他にアイドル科という特殊な学科が存在します。それによる行動の制限、立ち入り禁止区く域いき、独どく特とくなイベントへの参さん加か協力などなど……他校にはない独自のルールが存在する事をまず覚えておいてください』

　そう、この私立白桜台学園には普通科の他にアイドル科という学科が存在する。

　言葉の通り、優れたアイドルを養よう成せいする学科だ。

　この学科は基本的に全ぜん寮りよう制せいで、普通の授業の他に歌か唱しようやダンス、パフォーマンスなどアイドルに必要なレッスンがカリキュラムに組み込まれている。そこで高い成績を修めた者には在学中であれアイドルデビューが約束されるって形式らしい。

『そしてアイドル及びアイドルの卵が在学している以上、その保護のために学園の秩ちつ序じよと風ふう紀きを徹てつ底ていしなければなりません。我が生徒会はそのための強力な自治権けん限げんを所有しており、日々取り締まりに当たっています。つまり生徒会の指導こそが我が校の法そのものであるという事です。新入生の皆さんはこの事を肝きもに銘めいじておいてください』

　異い論ろんは一いつ切さい受け付けないとでも言わんばかりに語ご気きを強め、きっぱりと言い放った。きらりとメガネの縁ふちが光った気さえする。

　なるほど。

　アイドル科の生徒は学校からしてみりゃ金の卵なわけだし、肌はだに傷きず一つ付いただけでも大だい損そん害がい。下手へた打うってネットで炎えん上じようお祭り騒さわぎになんて発展したら、たちどころにアイドル生命は終了だ。問題が起こらないように生徒会が厳きびしく管理してるってわけか。

『なので新入生の皆さんも学校生活の上では生徒会の指導に従っていただければと思います。えー、つきましては──────』

　と、副会長が演えん台だいのマイクを摑つかんだ瞬しゆん間かん、バヅンっと何かのバネが弾はじけるような音が館内に響ひびいた。

『きゃあああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ⁉』

　そして、続くのはマイクで拡かく声せいされ遠ざかっていく彼女の悲ひ鳴めい。

「⁉」

　俺おれは自分の目を疑った。

　いや、俺だけでなく誰だれ一人とて例外なくそうだろう。

　彼女の小さな身体からだが壇だん上じようから搔かき消えた───────いや、緞どん帳ちようの上部へ吸い込まれるように高々と跳ね上がったのだから。

「─────ゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああっ⁉」

　そして彼女は身体が跳ね上がった時の逆ぎやく再生みたいな声を出しながら壇上、演台の真ま横よこへと舞い戻ってきた。

　だが、その姿すがたは先さき程ほどとはやや違ったもの。

　なぜか両手は頭上で縛しばるようにして上から吊つり下げられおり、丁てい寧ねいなことにミニスカートそれだけがきれいに外されている。

　つまり、副会長はパンモロしているということだ。

「きゃああああああああああっ⁉　ちょ、ちょっと見ないで！　見ないでえええっ⁉」

　今までの厳げん格かくとした口く調ちようはどこへいったのか、年とし頃ごろに見合った可愛かわいらしい女子の悲鳴が体育館に響き渡る。

「やっ、やだっもう！　ああん、見ないでったらっ！」

　しかしパンツを隠かくそうにも両手はバンザイの状態で縛られて使えない。加えて上から彼女を吊るす荒あら縄なわもつま先立ち出来る程てい度どの絶ぜつ妙みような長さに調ちよう整せいされているらしく、座り込んで隠す事も出来ないようだ。

「やんっ！　もうっ！　ばかばかっ！　早く助けてよぉ！」

　今まで堅かた物ぶつな雰ふん囲い気きを漂わせていた副会長が取り乱し、縄で両腕うでを拘こう束そくされ、もじもじと真まっ白しろなふとももをすり合わせ、顔を真まっ赤かにしつつ叫んでいる。

　……いやーダメダメ、よくないよこういうのは……と思いつつも、自然と縞しまパンに視線が吸い寄せられてしまうのは思し春しゆん期きの性さが。

　ごめんなさい、名前も知らない副会長。

　許しを乞こいつつ絶ぜつ景けいを心ゆくまで楽しんでいたその時──────────

『我は顔かお無なき断だん罪ざい者しや！　鉄くろがねの理り念ねんと心の刃やいばを以もつて───────────ここに青春革かく命めいを執しつ行こうする！』

　突とつ如じよ大声が轟とどろいた。

　唐とう突とつにこちらの頭をがつんと殴なぐりつけてくるような、それでいて力強さに満ちたまるで雷らい鳴めいのごとき女子の声が。

「っ⁉」

　甲かん高だかいハウリングを残しつつ音の波が引いていき、それと同時に館内には今までとは違う種類のざわめきが広がっていく。

　青春……革命？

　スピーカーからの声は、確かにそう聞こえた。

『ふふふ、どうだ？　風ふう紀きを律するはずの副会長自らがパンモロするという失しつ態たいを味わった気分は。清せい楚そな三つ折おり靴くつ下したと上うわ履ばき、短く垂れたブラウスがマニアックだろう？』

　姿すがたの見えないそいつはくつくつと喉のどを鳴らすように笑いながら言う。

『権けん力りよくを笠かさに着て悪あく政せいをしく愚ぐ弄ろうなる生徒会諸しよ君くん。これは天てん誅ちゆうであり、パフォーマンスだ。あなた達の言う正しい秩ちつ序じよや厳きびしい風紀がいかに薄はく弱じやくかを証明するためのね。見なさい、この活いき活きとした新入生諸君の表情を』

　同時に壇だん上じようの副会長がきっと新入生一同を睨にらんできて、俺おれは慌あわてて目を逸そらす。

　いや、やっぱり女の子の下着を凝ぎよう視しするなんてよくないよね。うん。

　そこで周囲を観察すると、あらぬ方向を向いて髪かみをいじったりうつむいたりしている男子生徒の多いこと多いこと。

　俺を含めた男子の九割近くはあのパンモロを注ちゆう視ししていたことだろう。

『賢けん明めいなる新入生諸君、どうか自分の目で真実を確かめ、有ゆう意い義ぎな学校生活を送ってくれることを祈っている。では、さらば！』

　その言葉を最後にマイクのスイッチはぶつっと切れた。そしてカンカンと鉄てつ板ぱんを叩たたく足音のようなものが次し第だいに遠ざかっていった。

　体育館内に、ただ扱いに困る微び妙みような戸と惑まどいだけを残して。

　えーっと………………………

　なんだったんだ今のは？

　一種のアトラクション？　生徒会のサプライズ？

「またも仕掛けてきたか！　麒き麟りん堂どうめ……っ！」

「こ、こんな事をするのはあの女しかいない！」

「近くに麒き麟りん堂どうがいるはずだ！　なんとしてでも探せ！」

　周囲の生徒会役やく員いんらしき生徒たちが慌あわてているのを見ると、どうやらこれは本当にイレギュラーな事件であったようだ。

『と、とりあえず……っ』

　再び拡かく声せいされた声が響ひびき、生徒全員が壇だん上じようへと目をやる。声の主は荒あら縄なわから解放されジャージで下か半はん身しんを隠かくした先ほどの副会長だった。

『い、いいですかっ？　今のように生徒会を弄もてあそぶような事をしでかす生徒は即そつ刻こく捕つかまえて厳きびしい処しよ分ぶんを下しますのでっ！　お忘れなくっ！』

　副会長は涙なみだ目めになりつつも震えた声でそう言い放つと、小さな肩をいからせてとてとてと壇上から退場していった。

　なんか、最後まで萌もえ要よう素そ溢あふれる人だったなー……

『えー、静かに。今からクラスごとに分かれて校内施し設せつの案内を───────』

　その後、生徒会はなんとか体てい裁さいを取り繕つくろいつつも説明会を再開させる。指し揮き系けい統とうがしっかりしているのか、段だん取どりと役員の行動は素早い。

　生徒会役員達は麒麟堂とか言ってたな……。

　アイドル科のあるこの学園でまさかあんな派は手でな事を仕出かす生徒がいるなんて……怖こわいもの知らずっていうかなんていうか……。

　……うん、まあ、あれだな。

　確実に言えるのはただひとつ。

　件くだんの麒麟堂という人には、関わらないようにしておいた方がいいって事だ。
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　どんな人でも経験はあると思うけど、環かん境きようが新しくなる時って結けつ構こう大変だ。

　例えば引っ越し。今まで慣れ親しんだ場所から全く縁えんのない土地に住むのは時間もお金もかかる上に人間関かん係けいも一から構こう築ちくし直し。精神的な負ふ担たんだって少なくない。

　引っ越しに縁のない人でも、ＰＣや携けい帯たいの買い替えなら経験あるはずだ。無む線せんＬＡＮやＷｉＦｉの接せつ続ぞく状況を確かく認にんしたり、お気に入りのアプリが新しいＯＳに対応してるか調べたり、アドレス帳をコピーしてブックマークを引き継いだり……まーとにかく新しい環境になると、やることはものすごーく増えるもんだ。

　俺おれが飛び込むことになった新しん環境は─────高校。私立白はく桜おう台だい学園での生活だ。初めは当然ながら覚える事だらけだった。

　時間割や各かく教室の場所や生徒と教師の名前はもちろんのこと、学食で最もコスパの良いメニュー、厳きびしい教師の上手うまいかわし方、遅ち刻こくしてきた時の秘密の入口、校内の女子観かん察さつに絶ぜつ景けいのポイントなどなど……新入生なりに高校生活を生き抜くための知ち恵えを身に付けてきた。

　だからもちろん───────今、教きよう鞭べんを執とっている数学の榎えの本もとが今日きようはいつもより早めに授業を切り上げるであろうことも、俺は当然知しっていた。

「よし、じゃあ今日はここまで」

　やっぱり。この教師は昼に学食を利用するため、四よん限げんに当たった場合はやや早めに授業を終わらせる事が多いのだ。

　教師はおざなりな礼をさせて授業を終わらせると、足早に退室していく。

　そして授業終了のチャイムと同時に、俺は背中をほぐすように伸びをした。

　同時に教室の中も弾はじけるように騒さわがしくなり、クラスメイト達もランチタイムを満まん喫きつしようときびきび動き始める。

　このチャイムはまさに勝利の凱がい歌か、解放の福ふく音いんってやつだ。長年の呪じゆ縛ばくから解き放たれた気分になる。なんで授業中ってあんなに時間経たつのが遅いんだろうなあ。

「天てん道どう、学食行いこうぜ」

　そこで俺に声をかけてきたのは隣となりにいる猿さる倉くらという男子。明るい茶ちや髪ぱつとおしゃれな緑のメガネが特とく徴ちよう的なやつだ。

「お、行こうか」

　俺は軽く応じて立ち上がる。

　この猿倉、ややチャラい見た目のせいで俺は初めなんとなく敬けい遠えんしてたが、話してみると結けつ構こう気のいい奴やつだった。お調ちよう子し者ものである事は確かだが、意い外がいとオタ趣しゆ味みに精せい通つうしておりマンガやアニメの話などをしているうちに仲良くなったのだ。

「……あれ？　そういえば猿倉って今日弁べん当とう持ってきてなかったか？」

「ああ、持ってきてるぜ」

　ひょいっと弁当箱を掲かかげて見せてくれる。

「？　じゃあなんで学食に？」

　俺おれはちょうど学食で済ませようと思っていたから丁ちよう度どいいが、弁べん当とうを持ってきた猿さる倉くらが学食に行くのは謎なぞだ。

「アホだなあ。学食に行くのに弁当があるかどうかなんて関係ねーよ。わざわざ赴おもむく理由なんてひとつしかないだろ？」

「早はや弁べんしてもう中身ないとか？」

「違う！」

「ああ、弁当一個じゃ足りない日ってあるよな」

「だから違う！　ボケるのもいい加か減げんにしろ！」

　ボケてるわけじゃない。意い図とが分からないんだよ。

「アイドル科の娘こと出会うために決まってるだろ！」

　猿倉は拳こぶしを固く握りながら大声で主張した。

　今俺達たちが向かっている学生食堂は全校生徒が利用する場所。つまり普通科だけでなくアイドル科の生徒もやってくるという事だ。

　どうやら猿倉はその『アイドルとの出会い』が狙ねらいらしい。

「普通科とアイドル科ってなかなか接点ないだろ？　学食はそんな出会いの機会が訪れない生徒がアイドルと交こう流りゆう出来る貴き重ちような場所……こんな非ひ日常感かん溢あふれるシチュエーションに胸ときめかないやつがあるか！　ああ、どんなドラマチックが俺を待っているのかな～♪」

「猿倉って結けつ構こうおめでたい頭してるんだな」

「何言ってんだよ。アイドル見たさにわざわざ学食に来る普通科生せい徒とがどんだけいるか知らないのか」

「そうかあ？　みんな普通に学食使つかいたいだけだろ」

　そう言った瞬しゆん間かん、猿倉は肩をすくめる。

「あー出た出た。興きよう味み津しん々しんのくせにカッコつけて『あー？　俺別べつにアイドルとかよく分かんねえし。ハラ減っただけだし。学食使いたいだけだし』って言ってチラチラ横よこ目めでアイドル追ってるやつのみっともなさときたら。ああ、分かってるよ、そういう事にしといてやるから。ほら、お前のプライドはこれで保たれたままだ」

　こいつ……勝かつ手てな想そう像ぞうで好き勝手言ってくれる。

「まったく、若い身み空そらで冷めたような事言っちゃってさー」

　猿倉はそう言ってがっと肩を組んで俺にのしかかってきた。

「アイドル科があるんだぜ？　色いろ々いろ夢と下か半はん身しん膨ふくらまそうぜそこは。俺はそのためにこの学校に入ったと言ってもいいくらいなんだから」

「そうか。手遅れにならないうちに人生設せつ計けいし直しとけよ」

「いやいや、こういう他にない特とく色しよくある学校のほうが楽しそうじゃん。ほら、こうやって学食へ足あし繁しげく通えばあの『カルテットベリー』だって拝おがめるかも知れないぜ？」

　カルテットベリー。

　それは、この白はく桜おう台だい学園アイドル科が育成し輩はい出しゆつした四人組のアイドルユニットだ。デビュー以来各かくメディアの注目を集め、破は竹ちくの勢いでアイドル業ぎよう界かいのトップヘとのし上がった超ちよう人気グループ。今やテレビやネットで彼女たちのニュースを見かけない日はないほどだ。ちなみに、まだ四人とも白桜台に在学中なので運が良ければ校内でお目にかかれる。

　まあ、俺おれはまだ一度も見たことがないが。

「うーん、まあ……有名人じんは見てみたいかも」

　我ながら小しよう市民的な意見だ。

「だろだろ？　超ちよう有名アイドルが同じ学校にいるなんて、それだけで夢ゆめ物語が際さい限げんなく広がっていっちゃうだろ？　カルテットベリーのメンバーと運命的に出会って、偶ぐう然ぜんなにかの事件に巻き込まれて、必ひつ然ぜん的に俺が解決。当然そこからはハーレム展開に突とつ入にゆうして、トップアイドル四人で俺を取り合うような感じになるのが理想───────」

「そもそもアイドル科って恋愛禁きん止しだろ」

　アイドルはこの学園の広告であり収入源げん。下げ賤せんな普通科生せい徒とが下した心ごころ丸まる出だしな関係を持とうものならば、すぐさま生徒会が飛んできて厳きびしく罰ばつせられるのだ。

「お前ってやつは…………」

　そこでなぜか、猿さる倉くらはオーバーに首をすくめて大きなため息。

「なんつーか……夢がねえ、お前には夢がねえよ。こういう珍めずらしい学校に入ったんだからもう少し妄もう想そう力りよくを働かせろって。どうすんだそんな保ほ守しゆ的で。思想的引ひきこもりになってるぞ」

「ほっとけ。それにしたって猿倉は妄想力たくましすぎると思うぞ」

「妄想はタダなんだ。せめて夢くらい享きよう楽らく的てきかつ刹せつ那な的に見ようぜ」

　とかなんとかくだらない会話をしている間に学食に到着した。

　構こう造ぞうは簡単に言うとフードコートの豪ごう華か版ばん、みたいな感じだろうか。

　それぞれに点てん在ざいする目当ての店に行って購こう入にゆうし、長なが机づくえの用意されたフリースペースで食事するといった感じだ。もうかなりの賑にぎわいを見せているようで、広く清せい潔けつな空間は大おお勢ぜいの生徒と猥わい雑ざつとした無む数すうの会話によって埋め尽くされている。

　ひしめく生徒の中にはちらほらと腕わん章しようを付けた者がいるが、あれは生徒会役やく員いんだ。普通科とアイドル科の生徒同どう士しの間になにか問題があった場合すぐ介かい入にゆうできるように周囲を巡じゆん回かいしているのだ。

「相変わらず混んでるなあ」

　分かってはいたが、実じつ際さい目まの当たりにするとうんざりする。

「空あいてる席せき先に探すか」

　その方がいいだろう。食べ物持もって立ち往おう生じようが一番困こまる。

　俺おれは猿さる倉くらと共にうろうろしながらずらりと並んだ長なが机づくえの空くう席せきを探していく。

　この学食をフードコートと表現はしたが、いわゆるショッピングモールのそれとはわけが違うくらいにメニューの種類は豊富だ。一ヶ月間通かよっても毎日違ちがう品を口に出来るほどであり、学生価か格かくで味もいい。この学食の充実具ぐ合あいも白はく桜おう台だい独どく自じのものと言える。

　きっとアイドルのスポンサーとやらが金を注つぎ込んでくれているんだろう。アイドル科とはあまり縁えんのない普通科がこういう形で恩おん恵けいを受ける事もある。ありがたいことだ。

　数分くらい歩きそろそろ探すのも面めん倒どくさくなってきたので、少し寒いが外のテラスでいいかと妥だ協きよう案あんに落ち着き始めた時、学食内ないがいっそう強いどよめきに包まれる。

　どうやらアイドルが入ってきたようだ。

「天てん道どう、見に行こうぜ！」

　猿倉は大はしゃぎで向かっていく。

「あ、おい！」

　声をかけるが、どうやら猿倉には聞こえていない様よう子すだ。

　しょうがない。後を追うことにしよう。

「お、アイドル軍ぐん団だん発見～♪」

　猿倉の視線の先を見てみると、そこには数人の少女─────いや美少女たちがいた。アイドル科か普通科かは一目で分かる。言わずもがな、ビジュアルがずば抜けているからだ。やはりアイドルだからかオーラみたいなものもあるし。

　そのアイドル科の彼女たちが歩くたびに、人ごみの海は割れていき道が作られていく。まるで海を切り開いて歩くモーセのようだ。

　よく見ると制服が高こう等とう部ぶとは違うものなので、彼女らは中ちゆう等とう部ぶのアイドル科だろう。

　この私立白桜台学園は中高一いつ貫かん校こう。学園敷しき地ち内ないには高等部の他に中等部の校舎も併へい設せつされており学食や体育館、講こう堂どうなどの大型施し設せつは中高の普通科アイドル科含ふくめて兼けん用ようする事になっている。もちろんそれら大型施設はアイドル観察スポットとして名を馳はせているが……その中でも最も頻ひん繁ぱんに全校生徒が利用する場所は当然ながらこの学生食堂。

　やはり混こん雑ざつの具合も他とは一ひと味あじ違う……というかもうアイドル科を取り巻く周囲はもみくちゃだな。

「かんわいー‼　どうやったらあんなに足が細くなるのっ⁉」

「おお、女子中学生アイドルもなかなか……」

「やっぱりあどけなさがたまらんよなー♪」

「ゆかりんっ！　世界一かわいいよっ‼」

　周囲の生徒達は羨せん望ぼうや審しん査さの視線を送ったり奇き声せいとなりかけている声せい援えんを飛ばしたりとなかなかフリーダムに賑にぎわってきた。そしてアイドル科の生徒達はといえば、結けつ構こうノリよく手を振り返したりしてくれる。さすがに不ふ特とく定てい多た数すうから注目を浴びるという事に関しては人ひと一倍慣なれているようだ。

　アイドル科の生徒が学食にやってくると自然と生徒が集まり、このような騒さわぎへと発展するのが大体のパターンだ。アイドル科のある白はく桜おう台だい独どく自じの光こう景けいと言えるだろう。

　しかしそこで───────────────

　ぴいいぃっ！　と、宴うたげを断ち切るような鋭い笛の音ねが響ひびいた。

「どうも騒がしいと思ったら、また普通科の卑ひ俗ぞくな野や次じ馬うま達が集まっていたのね……散りなさい！　アイドルはあなた達の見み世せ物ものじゃないわ！」

　そんな高こう圧あつ的な言葉と共に登場したのはメガネをかけた背の低い美少女。

　ああ、あれは確か新入生説せつ明めい会かいでパンモロしたあの生徒会副ふく会長だ。名前は雛ひな井いとか言ったっけ。今回は取り巻きとして屈くつ強きような役員まで引き連れている。

「アイドル科も普通科の生徒に安易に応じたりしないように。政せい情じよう不安を煽あおったという事で内ない乱らん共きよう謀ぼう罪ざいを適用することも出来るんですからね。さあ、役員達は周囲に集まった有う象ぞう無む象ぞうを散らしなさい。逆らう生徒は力づくでも構わないわ」

　副会長はびしっと張りのある声で傲ごう慢まんな指し示じを下した。

「お、俺おれたちは声せい援えんを送ってただけだぞ！　アイドルだって別に悪くないだろ！」

　さすがに納なつ得とくいかなかったのか、周囲から反はん論ろんの声をあげる生徒が一人。

「お、おいバカ！　やめとけって！」

　隣となりの生徒が慌あわてて止めに入る。

　だがしかし、もう既すでに副会長は反論を述べた生徒へと冷たい視線を向けていた。

　そしてメガネの奥にある瞳ひとみをぎらりと光らせる。

「今の発言、生徒会反はん逆ぎやく罪ざいとみなします」

「なっ⁉」

「今の発言者をひっ捕つかまえて生徒会室へ連行しなさい！　この白桜台で生徒会に逆らったらどうなるのか、徹てつ底てい的に生徒会室で味わわせてあげるわ！」

　その命令が下されると同時に周囲の役員達は即そく座ざに動き出し、反論を述べた生徒はあっという間に捕まってしまった。

「な、なんだよそれ⁉　理り不ふ尽じんだ！」

　文もん句くを叫びながら、彼は生徒会役やく員いん達たちに連行されていった。おそらくは今から昼休みの時間を目め一いつ杯ぱい使ってたっぷり罵ば声せいを浴びせられ、生徒会に二度と逆らわない旨むねの誓せい約やく書しよにサインでもさせられるのだろう。

　────生徒会……噂うわさに聞いていた通りの横おう暴ぼうっぷりだな……。

　それと言うのも、生徒会が『アイドル科の保ほ護ご権けん』というものを握っているからだ。

　その権けん力りよくは凄すさまじく広く大きく、そして運うん用よう方法は横暴極きわまりない。今のように上じよう位い役員の裁さい量りよう一つで生徒をどうにでも出来てしまうほどに。新入生説明会の時に言っていた『生徒会は強力な自治権けん限げんを所有しており日ひ々び取り締まりに当たっている』というのは比ひ喩ゆでもなんでもなく、本当に額がく面めん通りそのままの意味だったらしい。

　この権けん力りよくに物を言わせた現げん生徒会長による統とう治ちは、当然ながらアイドル科＆普通科の生徒達によく思われていない。しかし歯は向むかったところで今のように痛い目を見るだけであり、皆あきらめて生徒会に従っているのが白はく桜おう台だいの現状ってわけだ。

　さて、場も落ち着いてきたしそろそろ席せき探さがしに戻るか……。

「お兄にいちゃんっ」

　──────と、そこで突とつ然ぜん背後から脅おどかすような軽い衝しよう撃げきと共に声がかかる。

　俺おれをこう呼ぶのは一人しかいない。

「あ、使し織おり」

　振り向くと、そこには黒くろ髪かみロングのちんまりとした美少女が一人。

　彼女は妹の使織。中ちゆう等とう部ぶアイドル科二年生だ。

「今日きようは学食だったのか」

「うん、お兄ちゃんも」

　さすがアイドル科に所しよ属ぞくしているだけあって顔の造りは申し分ない。瞳ひとみはぱっちり大きく鼻はすっきりとして、それらが小さめの顔にきれいに収まっている。俺と顔のパーツの位置が違うだけで、こうも見事な美少女になるんだから驚きだ。

「ここでの生活はどうだ？　中学から寮りよう生活だし馴な染じめてるかなーとか、こういう特とく殊しゆな学校だから困ってないかなーとか心配してたんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。もう友達もいるしね」

　そう言って、後ろの女子達に視線をやる。友人と学食に来たのだろう。どうやら楽しく学校生活を過ごしているらしい。

「そっか。それならよかった」

「もう、お兄ちゃんは心配性しようなんだから」

　そう言ってくすりと笑う。

　使織がここの中等部に入学したのは一年前。本人の希望とはいえ不安も多く、色々と気を揉もんでいたのだが……どうやらそれは杞き憂ゆうであったようだ。

「天てん道どう君♪」

　その絶ぜつ妙みようなタイミングで俺の隣となりにすすっとスライドするようにやってきたのは猿さる倉くらだ。

　……くそ、面めん倒どうな奴やつに見つかっちまった。

「その麗うるわしい美少女をいつ親友の俺に紹しよう介かいしてもらえるのかな？　待ってるんだけど？」

「誰だれがお前なんかに大事な妹を紹介するか」

「なぁに言ってるんだよ大だい親友の天道君。いや、いつも通り優ゆう馬またんと呼ぶべきかな？」

「気き色しよく悪いこと言うな」

「まあまあよく聞け。ここは妹さんのパーティーと仲良くなるのが得とく策さくだって。俺おれのトーク力に任せろ。すぐにアイドル科とのパイプをつないで他のアイドルを紹しよう介かいしてもらうからさ。そしたらお前だって極ごく上じようのアイドルと付き合えるぜ？　おいしい話だろ？」

　またそれかよ。

「……他のアイドルを、紹介……？」

　使し織おりはその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、表情を強こわ張ばらせた。

　今まで穏おだやかだった雰ふん囲い気きが一いつ変ぺん。どす黒い雲が使織の周囲に渦うずを巻き始め、なぜかその背後からは雷らい鳴めいまで聞こえ始める。

「……お兄にいちゃん、私と久ひさ々びさに会ったのに……別の女の子の事こと考えてたの？」

　使織から、じっと軽けい蔑べつするような瞳ひとみを向けられる。

　あれ？　なんか怒ってる？

「い、いや、これは違───────」

「最っ低‼　不ふ潔けつ‼　お兄ちゃんのばかぁ‼」

　使織はそう叫ぶと、走って友人グループの方へと戻っていた。

「ああっ⁉　使織！　待ってくれ！　使織ーっ⁉」

　強く呼びかけても使織は俺の方には振り向いてはくれずに、グループはそのまま学食の奥へと消えていった。

　ああ、せっかく久々の兄妹の逢おう瀬せだったのにこんな事になってしまうなんて……。

「あ、あれー……？　どして？」

　猿さる倉くらは首を傾かしげながら、間の抜けた声など上げている。

「……おい猿倉……」

「な、なにかな？　優ゆう馬またん」

　俺はドスの利いた声でこう続けた。

「昼ひる飯めしおごれよな」







　そして俺は猿倉におごらせた豚ぶたしょうが焼き定食のトレイを持ちながら、確かく保ほしておいたフリースペースの空くう席せきへと腰を降ろした。

「いやー、しかし天てん道どうの妹がアイドル科にいるなんてなー……」

　続いて目の前の椅い子すに弁べん当とう箱ばこを持った猿倉が座る。そしてなぜか瞳ひとみをキラキラさせ、顔をにやけさせていく。

「使織ちゃんかあ。うんうん、可か憐れんでいて清せい楚そ。いい名前だ───────ん？　待てよ、てことは名前は天道使織？」

「ああ、そうだけど」

「お、俺おれの知識に間違いがなければ、確か天てん道どう使し織おりちゃんって名前のアイドルが去年の冬にファッション誌でデビューしてた気がするんだが…………確かその時はポニテで……」

「詳しいなー。その天道使織だよ。ファッションモデルもやりつつ、今度はユニット組んでＣＤ出すんだって。迷めい惑わくかけたんだから猿さる倉くらも買えよな」

「マジかよ⁉　昨年デビューした新人アイドルの中でもチェック必ひつ須す、期待の新しん星せいと言われてる娘こじゃねーかっ！　そんなホットなアイドルとの出会い……アイドルとのキャッキャウフフが……妄もう想そうを本ほん物ものにするチャンスが、目の前にあったのに……くっ……」

　猿倉は力を失って、そのまま机に突つっ伏ぷしていく。

「ま、自じ業ごう自じ得とくってやつだな」

　突っ込みつつしょうが焼きを口に運ぶ。うん、しっかり味が染しみててうまい。

「それにさ、アイドルとのハーレムをいくら妄想しても勝かつ手てだけど、実現するにはあの生徒会を相手にしなくちゃいけないって事を忘れるなよ」

「ううむ、まさに目の上のたんこぶってやつだからな……」

　さすがの猿倉も、生徒会の名を出され黙だまりこむ。

　アイドルの非ひ公式ブロマイド販売所の摘てき発はつ、普通科生せい徒ととの逢あい引びき仲ちゆう介かい屋やの逮たい捕ほ、アイドルの使用済み物品オークションの強きよう制せい立ち入り捜そう査さなどなど…………天てん網もう恢かい恢かい疎そにして漏もらさずとでも言うのだろうか、生徒会はアイドル科を脅おびやかす営えい利り、犯はん罪ざい、恋愛行こう為いの取り締まり及びそれらを促そく進しんする反はん生徒会勢せい力りよくの撲ぼく滅めつに力を注そそいでいるとの事だ。

　この活動による成果が絶ぜつ大だいなため生徒会は好き勝かつ手てやっていながらも理事会や教師、保ほ護ご者しやからの受けがすこぶるいい。まあ妹を含むアイドルを守っているわけなのでその辣らつ腕わんぶりは非常に結けつ構こうなんだが……そのどこかちゃっかりしている感がまた癪しやくに触るところでもある。

「そこの一年生！　待て！」

　唐とう突とつに平へい穏おんな空気を切り裂さいたのは、腕わん章しようを付けた生徒会役やく員いんの放った鋭い叱しつ責せき。

　視線を向けると、線の細い男子生徒が顔面蒼そう白はくになりながら人ごみの中を走っている。どうやら生徒会に追われて、学食へと逃げこんできたようだ。

　なんか大おお捕とり物ものが始まったみたいだ。昼時の学食だからか、さすがに多いな。

「そいつだ！　捕つかまえろ！」

　役員生徒の怒ど声せいが学食内に響ひびく。

「そっちだ！」

「人を呼んで取り囲め！」

「逃のがすな！　左右からだ！」

　おお、なかなかに白はく熱ねつしてる。

　役員生徒をかわしながらも男子はなかなかしぶとく食堂内を逃げまわるが、騒さわぎに気付いた他の役員生徒が続々と集まってきている。これじゃ捕まるのは時間の問題だ。

　そして男子はこちらへと近づいてきて、俺おれ達たちの机の隣となりを横切った瞬しゆん間かん──────

「ぐっ⁉」

　背後から生徒会役やく員いんにタックルされ、そのまま組み伏せられた。

「は、放せ！　放せぇっ！」

　数人の生徒会役員に体を押さえこまれながらも、首から上だけで元気にもがく。

「ふん……生徒会の指し示じにおとなしく従っていれば温おん情じようを考えてやったものを……」

　そして一人の生徒会役員は床に転がった男子の懐ふところから何かを取り出した。

「これか、犯はん罪ざいに使ったデジカメは」

「やめろ！　それに触るな！」

　男子は痛つう切せつに叫ぶ。

「ふむ、デジカメ内にアイドルの映えい像ぞうデータ…………これは盗とう撮さつだな。重じゆう罪ざいだぞ。最悪の場合は停てい学がくもあり得ると思え」

「⁉　そ、そんな！」

　ははあ、あの小さなデジカメでアイドルを隠かくし撮どりして、生徒会に追いかけられて学食まで逃げてきたってわけか。

「うわ、盗撮犯はんだって。サイテー」

「いくらアイドルがいるからって……」

「やだキモーい」

　周囲の生徒も軽けい蔑べつするような視線が、その盗撮犯に集まっていく。

「あーあ、もったいない。あのツラならアイドルなんか盗撮せずとも、いくらでも女子が寄ってくるだろーに……」

　猿さる倉くらはぽつりと呟つぶやく。

　そう言われて視線をやれば……なるほど。確かに顔立ちは随ずい分ぶんと整っている。女おんな顔がおというか優やさ男おとこというか。女おんな受うけしそうな顔だ。まあでも一いつ見けん普通そうな奴やつの方がとんでもない変へん態たいだって聞くし、この盗撮犯もいわゆるそういうタイプなのかもな。

「生徒会室に連れん行こうしろ。今回は審しん問もん会かいも通さん。生徒会だけで決定を下す」

　役員は強く盗撮犯をにらみつけ、先へと歩いていく。

「せ、生徒会だけで⁉　横おう暴ぼうだ！」

「ほら、立て！」

　盗撮犯の抗こう議ぎもむなしく、強ごう引いんに立ち上がらされ後ろ手に摑つかまれる。今度こそ逃げることは出来ないだろう。生徒会も専せん横おうではあるが、盗撮犯じゃ同情の余よ地ちもないな。

「さあ、詳しく話を聞かせ──────────────」

　その時。

「我は顔無なき断だん罪ざい者しや！　鉄くろがねの理り念ねんと心の刃やいばを以もつて───────────ここに青春革かく命めいを執しつ行こうする！」

「⁉」

　強ごう引いんに割り込んできたのは、どこかで聞いたことがある単語と女子の声。

　一いち度ど聞いたら忘れはしない。

　新入生説せつ明めい会かいの時に副会長のパンモロをやらかした、あの声だ！

　以前と同じように、学食内には一気にざわめきが広がっていく。

「こ、これは……もしや⁉」

「麒き麟りん堂どうかっ⁉」

「どこにいる！　姿すがたを現せ！」

　そんなテンプレートな生徒会役やく員いんの声に応じたのは……

　カランっ──────────と、弾はずむように軽い、空あき缶かんが床に落ちたような音。

「な、なんの音だ……？」

　猿さる倉くらはおっかなびっくり周囲を見回す。

　それはどこからかコロコロと音を立てながら転がっているようで、次し第だいにその音は大きくなってきているようだ。つまり、こちらに近づいているのだろう。

　不ふ穏おんなざわめきが支配する中、その不ぶ気き味みな音はやがて盗とう撮さつ犯はんの足あし下もとへとやってきて革かわ靴ぐつにぶつかって止まった。それは握にぎり拳こぶし大だいの薄うす緑みどり色いろをしたモノ、映画でよく見るアレ。

　手しゆ榴りゆう弾だんだった。

「っ⁉」

　それを見て一気に鳥とり肌はだが立った瞬しゆん間かん、バンっという軽い炸さく裂れつ音おんと共に俺おれの視し界かいは白はつ光こうに支配された。

「ぐわっ⁉」

　目が見えない‼

　こ、これは……もしかしてフラッシュバン⁉

「きゃあああああああああああああああっ⁉」

　悲鳴によってパニックの幕は切って落とされた。

「な、何が起きたっ⁉」

「なになに⁉　なんなの⁉」

「助けに来たわ。今のうちに逃げましょう」

「ちょ、足あし踏ふむなって！」

「ど、どこだ⁉　麒麟堂がいるはず！」

「私のから揚げが！」

「貴き様さま！　生徒会活かつ動どうを妨ぼう害がいする気か！」

「きゃ！　どこ触ってんのよ！」

　あまりにも一方通つう行こう過ぎる台詞せりふの応おう酬しゆう。目も見えないのに動き回っているのか、周囲にはいくつかの足音が駆かけ抜ぬけておりテーブルがまるで地じ震しんかのようにガタガタと揺れまくる。

　と、とにかくこういう時は動かないに限る！　机に突つっ伏ぷしてやり過ごすしかない！

「目がっ！　目がああああああああっ⁉」

　群ぐん衆しゆうの声に紛まぎれて、情なさけない猿さる倉くらの声も聞こえる。俺おれの伏せっているテーブルがガタガタしてるのは、どうやら猿倉が暴あばれているかららしい。

　あ……ようやく薄ぼんやりと周囲が見えてきた。何度か瞬まばたきを繰り返し、白しらんだ視し界かいから世界の輪りん郭かくが蘇よみがえってくる。

「─────────あー、目がいてえ……」

　かなり近くで見たからか、ちょい頭まで痛い。

　落ち着いてきたところで周囲を見回すと……思ったほど学食内は荒れていなかった。他の生徒達も頭を振ったり瞬きしていたり、それぞれ回復に向かっているようだ。

「……ん？」

　そして────────その場から盗とう撮さつ犯はんの姿すがたは見事に消え失うせていた。

　今の混乱に乗じて逃げたのだろう。

「くそ、あの女……」

「今度は盗撮犯の逃亡幇ほう助じよだと……？」

「またも混乱の種たねを撒まき散らして……絶対に許さん！」

　生徒会役やく員いん達たちはなにやら憎にく々にくしげに言葉を連ねている。

「おそらくは麒き麟りん堂どうだ！　今度こそ、なんとしてでも奴やつの尻尾しつぽを捕つかまえろ！」

　生徒会はすぐさま手て空すきの役員生徒達を集めると、慌あわてて例の先せん輩ぱいを捜そう索さくするようにてきぱきと指し示じを出している。

　ざわめきは収まらないものの、次し第だいに学食内には日常が戻り始めていた。

　とりあえず俺おれは─────────地面で弁べん当とう箱ばこ被かぶったままひっくり返っている猿倉を起こしてやることにするか。
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　そしてその日の放課後ご。

「あー、今日きようはマジ最悪だった……」

　教室内、猿倉は机の上に突っ伏しながら弱々しく呟つぶやく。

　まあそりゃそうだろう。夢ゆめ見みたアイドルとのパイプを繫つなぎそこね、俺に学食をおごり、とばっちりに巻き込まれて昼飯なしだったんだからな。

「こういう日はもう家に帰って引きこもりつつ、ネコネコ動どう画がで癒いやされるのが一番だ。もうなーんもやる気おきね……」

　昼までのアグレッシブさはどこへ行ったのか、今はネガティブな空気を漂わせている。

「災さい難なんだったな。しかし……結局捕つかまったのかね例の先せん輩ぱいは」

「まさか」

　それを聞いて猿さる倉くらは一いつ笑しように付す。

「今まで生徒会に明確な叛はん意いを突きつけて未いまだに無ぶ事じでいる生徒は、白はく桜おう台だい広しと言えどもその麒き麟りん堂どうって先輩だけだぞ」

「あの生徒会から逃げ切ってる……ってことか？」

「そ、事件が起きる度たびに最さい重要参さん考こう人にんとして生徒会室に連れん行こうはされるものの毎回証しよう拠こ不十分で即そく釈しやく放ほう。生徒会は相当歯はがゆい思いをしてるんだろーな」

「へえ」

　なるほど。道どう理りで生徒会があんなに目の敵かたきにするわけだ。

「ま、あの人はいわゆる謎なぞ多おおき人ってやつだ。関わる機会なんてないと思うぜ」

　そこまで言って、猿倉は立ち上がりながら大きく伸びをした。

「じゃ、そろそろ帰るとするか」

「……あー、俺おれはちょっと残るわ。部ぶ活かつ決めようと思ってさ」

「え、天てん道どう部活入はいんの？　何部？」

「あーっと、まあ、その……とりあえず、掲けい示じ板ばん見たり見学したりして決めようかなって」

　尋たずねられると少々言葉に詰まる。ここはお茶を濁にごしておこう。

「ふーん、そっか。付き合ってやりたいけど、なんか俺これ以上学校にいたらロクな事にならない気がするから帰るわ……」

　幸運にも、猿倉はここであっさりと別れてくれた。

「ああ、また明日あした」

　ふう、助かった。







　さて、というわけでこれから部活決ぎめだ。

　確か理科室前まえに部活の募ぼ集しゆうチラシが貼はり出されている掲示板があったはず。ひとまずはそこに向かおう。

　わざわざ猿倉と別れて、単たん独どく行動に出たのは実にストレートな理由。

　俺が入ろうとしている部活を知られたくないのだ。

　知られれば、まず間違いなく笑われるに決まっている。まあ入部すればいずれバレる事にはなるが、今からやいのやいの言われるのは癪しやくだからな。

　なぜならば───────────入部を希望しているのは手しゆ芸げい部ぶだからだ。

　俺おれは細かい作業が大好きなのだ。

　幼い頃に使し織おりがクマの編みぐるみを欲しがっていたから、本を読んで自作してやったのがはじまりだったかと思う。処しよ女じよ作さくなのに意い外がいとうまくいき、だんだん自分でもハマって色々手しゆ芸げいの品を作っていたらそこそこの腕前になったのだ。昔、夏休みの宿題でキッチンミトンを提出したら市から表ひよう彰しよう状じようをもらった事もある。これが俺の人生唯ゆい一いつの表彰経けい験けんだ。まあ、しょぼい賞しよう状じようもらっただけだけど……。

　まあその辺を活いかしつつ部ぶ活かつが出来たらなー、と思っていたわけ。

　この特技を活かした部と言えばやはり手芸部になるだろう。

　しかし、だからと言って安あん易いに入部届とどけを出すのもやや不安があった。普通に考えて手芸部は男子生徒が多数所属している部活だとは思えないからだ。おそらくは女子生徒がほとんどだろう。そこに俺が一人飛び込むことになる。

　コミュ能力も低く受け身である俺が女子率１００％に近い部に入部し、先せん輩ぱいや同どう輩はいと和わ気きあいあいとコミュニケーションを取りながら手芸を楽しむ────────

　無む理り。

　絶ぜつっ対たい無理。

　男の友達だって猿さる倉くらくらいしかいないのに、俺が女子とそこまで円えん滑かつなコミュニケーションが取れるとはとても思えない。入ったところでどうせみんなが巨きよ大だいパッチワークとか製作してるのを横よこ目めに見ながら、端すみっこの方で一人ちくちく刺し繡しゆうでもやってるのがオチだ。

　うーん、男子も何人か所属してくれてるとありがたいんだけど……。

　考えを巡らせている間に、部活掲けい示じ板ばんに到着した。

　とりあえずは見てみることにしよう。

「この学校、部活こんなにあるんだ……」

　アイドル科が売りの学校かと思いきや、意い外がいに部ぶ活かつ動どうも盛んなようだ。

　大型のボードには大小様さま々ざまのチラシが無む数すうに貼はりつけられている。勢いに任せた字が踊るもの、まるで事務的なバイト募ぼ集しゆうのようなもの、一発ネタで目を引こうと凝こらしてあるもの……どれも特とく徴ちよう的で楽しげだ。

　ええっと、文化部のスペースは……と。

「これか……」

　手芸部の募集チラシはすぐに発見出来た。

　だが、いかにも女の子女の子したカラフルな色使いから、完全に女子専せん用ようの部である事はすぐに把は握あくできた。いかにも男子禁きん制せいな雰ふん囲い気きは言わずとも感じ取れと迫せまらんばかりだし、挙あげ句くの果てには『楽しく女子会しましょう！』なんて書いてある。

　わあ無理。これで男子の俺が入部届なんて出したら空気読よめてなさすぎるだろ……。

　と、そう思った所で……

「もしかして、興きよう味みある？」

　唐とう突とつに、横から声がかかる。

　そこで振り向いた先に────────────ものすごい美人がいた。

　おそらくは上級生だろう、清せい涼りようたる風のようなすらりとした佇たたずまいの女子生徒。

　銀ぎん髪ぱつはふわっとした絹きぬのようなセミロング、新しん雪せつのような真まっ白しろな肌はだ、整った目め鼻はな立だち……彼女を構成する要素の質にはほとんど文もん句くのつけようがない。そして穏おだやかな雰ふん囲い気きの中でぱっちりと輝く大きな瞳ひとみは、どこか不ふ思し議ぎと子どもっぽい快かい活かつさも感じられる。

　大人おとなっぽいような、子どもっぽいような、不思議な美人だ。

「あ、えっと、手しゆ芸げい部ぶですか？」

　我ながら情なさけないことに声が上ずってしまった。美人との会話なんて慣れていない。

「うん。ずっと募ぼ集しゆうの紙かみ見てたから」

「はい……まあ」

　入にゆう部ぶ届とどけを出す勇気はないものの、まあ興味があることは間違いない。

「男の子なのに、珍めずらしいね」

　よく言われることだ。慣れている。

　だが、その先せん輩ぱいは気を遣つかってくれたようで慌あわててぱたぱたと両手を振る。

「あ、でも安心して。うちの部はそんなに女子いっぱいっていうわけじゃなくて……と、言うよりもその……今いま部員、私一人しかいないの……」
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　そして恥はずかしそうに苦く笑しようした。

　なんだか動作がいちいち丁てい寧ねいでかわいい人だ。

　てゆーか、この人はアイドル科の先せん輩ぱいでは？　これほどの美人が普通科にいるわけがない……と思ったが、それは脳のう内ないですぐ否ひ定てい出来た。

　アイドル科の生徒はアイドル活動が優ゆう先せんされるため、部ぶ活かつに入る事が出来ないからだ。手しゆ芸げい部ぶに入っている時点でこの人は普通科なのだろう。

「だからね、今年は一年生を頑がん張ばって勧かん誘ゆうしないといけなくて……」

　じゃあ、あのチラシにあった『楽しく女子会しましょう！』っていうのはつまり女子に訴えかけるための宣伝文もん句くだったわけだ。

　しかし……手芸部って一人しかいないのか。

　つまり男女比ひがそのまま一対たい一。

　というかこの先輩と俺おれで一対一。

　手芸部、美人な先輩と二人きり……

　……………………………

　おお、なんか青春の甘あま酸ずっぱい香りが漂ってくるようじゃないか⁉

「もしよかったら、部室だけでも見てみない？　案内するわ」

　しかも親切。非ひの打うち所が無いとはこの事だ。

「じゃあ……お願いします」

　先せん導どうする先輩の後ろに付きそう形で、俺は普通科校こう舎しやの廊下を歩いて行く。そういえば家庭科室の場所も知らなかったから、ちょうどよかった。

　……しかしこの先輩、後ろから見ても分かるくらいにスタイルがいい。本当になんでアイドル科に所しよ属ぞくしてないんだ？　ってほど。スカウトが来てもおかしくない。

　こんな美人な先輩と部ぶ活かつ動どう。

　手芸という趣しゆ味みも共通してるし、二人きりで部活してればなんだかいい雰ふん囲い気きになったりするんじゃないか。うん、可能性は充分ありそうだ。

　心こころ躍おどり胸むね弾はずむとはまさにこのこと。

　前ぜん途とが明るいと、足取りもなんだか羽は根ねのように軽くなってしまうなあ。

「活動は第二家か庭てい科か室しつでやってて、三階にあるの。覚えておいてね」

「あ、はい」

　階段を昇っていく最さい中ちゆう、校舎内に目をやってみると生徒の姿すがたはほとんど見当たらなかった。

　まあ時間も時間だ。運動部はグラウンドや体育館で汗を流しているだろうし、文化部は教室にこもって作業をしていることだろう。意い外がいと静かな空白の時間帯たいってやつなのかな。

　と思っていたその時、下の廊下でバタバタと足音がする。

「目もく撃げき情報があったぞ！」

「急いで探せ！」

　口く調ちようから言って生徒会だろうか。なんだか騒そう々ぞうしい。

　まったく、こっちはバラ色の青春予よ想そう図ずを思い描くのに忙いそがしいってのに……。

　お、どうやら三階にも一人役やく員いんが昇ってくるみたいだ。

「こっちに」

　そこで静かな声が降り落ち、力強く腕を引っ張られる。

　前を歩く先せん輩ぱいだ。

　まるでソシアルダンスのステップのように軽やかに階段を踏み越えると、階段脇わきに入って掃そう除じ用具箱ばこの陰に俺おれを押し付けてくる。そして、なんと先輩自みずからもぐっと俺に密みつ着ちやくしてきた。しかもかなり強く。

　ああっ、先輩そんな近づかれたら……っ！

　ブレザー越しにすら伝わる柔やわらかさの、なんと主張の強いことか。

　こ、この人胸むね大きいなあ……目の前にある胸むな元もとからはピンと張ったブラウスが見える。そして歪ゆがむブレザーの隙すき間まからはふわりと蠱こ惑わくの香りが漂ってくるようだ。

　使し織おりとは質の違う、色いろ気けの匂におい。

「行ったみたいね……」

「へ？」

　言葉の意味が分からず、俺おれは聞き返した。

「ふふ、なんでもない」

　なぜか笑われた。

「ネクタイ、ずれてるわ」

　少し離れて、ネクタイを直してくれる。

「あ、どうも……」

　離れたのが残念でもあり、ちょっとほっとした。

　あれ以上ぐっとくっつかれたら、ちょっとこう、僕の恥はじ知しらずな部分が言い訳わけできない男の子の生理現げん象しように見み舞まわれてなんというかですね……

「さあここよ」

　頭の中のしなくてもいい言い訳は、先輩の一ひと声こえによって吹き飛ばされた。

　見上げて教室のプレートを確かく認にんすると、第二家か庭てい科か室しつと書いてある。

　ああなんだ。真後ろが家庭科室だったのか。

　先輩は持っていた鍵かぎの束たばから対応する鍵を選び、中に入った。

　中は裁さい縫ほう専用の家庭科室のようだった。大型の机が二列それぞれ六台ずつ並んでいて、教室側面には新しめのミシンが何台もしまってある。なかなか設備は悪くない。

「一人だけど、活動は毎日してるんだ」

　先せん輩ぱいは鍵かぎを閉めると、振り向いて近づいてきた。

「そうなんですか」

　つまり、部ぶ活かつにさえ来れば毎日この先輩に会えるわけだ。ううむ、好こう条件。

「あっ、そうだ。使用する道具の説明をするから、ちょっと待っててね」

　そう言って先輩は隣りん接せつされた家か庭てい科か準じゆん備び室しつへと入っていった。

「は、はい」

　まだ入にゆう部ぶするとは言ってないが、先輩はもう浮き足立だってるみたいだ。かわいい。この感じならもうすぐにでも入部届とどけを出しちゃっていいかな。

　この西にし日びが差し込んでくる部室で、美しい先輩と睦むつ言ごとを交わしつつ手しゆ芸げいかあ……。

　手芸だけじゃなくて洋よう裁さいにも手を出して、いつか先輩をトルソーに俺おれの気持ちを縫ぬい上げたりなんかしちゃったりして……………いやあ、夢が膨ふくらむなあ！

　そこで教室の外から、女子数すう人にんの話し声らしきものが聞こえてきた。そしてその団体はこの家庭科室の前までやってきて、乱らん暴ぼうにガチャガチャ鍵部分を鳴らしている。

「あれ？　開かない」

「えー、なんで？　鍵替かえたなんて連れん絡らくもらってないけど……」

「うちら以外にここ使う部活なんてないですよね？」

「うーん、手芸部だけのはずだけど……」

「ああもう、コンクール用のテディベア早く仕上げたかったのにぃ」

「誰だれも新しい鍵持もってないのー？　部長が来るまで待つか……」

「部長は小お川がわ先輩とユザワヤに買い出しに行ってるから遅くなるよ。新しん入にゆう部員用のほら、フェルトケーキ作る用のやつ買うって」

「あ、言ってたねー」

「しょうがないな、先生呼よんでこようか……」

　そして、女子の団体は騒さわがしい声と共に去っていった。

「………………………………………………………」

　……………いや。

　いや、待て！

　待て待て、落ち着け！

　疑う余地もなく今のは手芸部員の会話だろとか、都つ合ごうのいいシチュエーションだからスルーしていたけど冷静に考えれば一人で部ぶ活動っておかし過ぎるとか、あんな美人が俺に言い寄ってきて青春のステージが幕を開けるなんてあり得るわけ無いだろ少しは疑えよとか、ここぞとばかりに否ひ定てい意見が波のように押し寄せてきたが、とりあえず落ち着け。

　今の状況だけでは判はん断だん材料がちょっと少ない……と思う。

「…………」

　ちらりと準備室のドアへと目を向けると、まだ先せん輩ぱいがやってくる様よう子すはない。

　ひとまずはさっきの手しゆ芸げい部ぶ（仮）の団体を追いかけて話を尋たずね、真しん偽ぎを確かめてみよう。あの先輩が本当に手芸部なら別になんの問題もないはず。

　俺おれはそっと出入り口の引き戸に近づき、ロックとなっているつまみをひねろうとしたが……

「⁉」

　その部分は緑色のジェル状のものに覆おおわれていた。

　な、なんだこれ⁉　昔あったおもちゃのスライムみたいなやつか⁉　……ダメだ、粘ねん着ちやく性せいが強すぎて取れない！　鍵かぎ部分に触さわれない！　なんだよこの妨ぼう害がい工作は⁉

　ああなんだかものすごく嫌いやな予感がする！

　とにかく、後ろがダメなら前のドアから逃げ───────

　バヅンッ

　ん？　なんの音だ？

「うわああああああああああああっ⁉」

　次の瞬しゆん間かん、強力な力にぐっと足を持っていかれる。

　まるで巨きよ人じんに足を摑つかまれて強ごう引いんに持ち上げられたみたい──────っつーか、視し界かいがぐるぐる回って怖こわい！　助けて！　誰だれか！

「あ、ごめんなさい。念ねんのため逆さかさ吊づりの罠わなを仕掛けたままだったんだわ」

　そのタイミングで先輩は準備室からこちらへと戻ってきた。

　罠⁉　罠ってなんだ⁉

　しかしその単語を聞いて、状況だけは理解できた。

　どうやら、俺は現在真まっ逆さかさまに吊り下げられているらしい。片足だけが縄なわで繫つながれて天てん井じようへと伸びている。よく見ると縄はそこそこ長く、手を伸ばせば床にも届く程てい度どだ。

「な、なんなんだこりゃ……？」

　置かれた状況は理解したが、逆さまのせいもあって頭は混乱したままだ。

　先輩はカバンを近くの机において、何かを取り出しながら話しかける。

「あ、そのままでいいから道具の説明を聞いてちょうだいね」

　いや、僕はよくないんですが……と突っ込みたかったがそんな余よ裕ゆうもない。

「まずうちの部がよく使うのは今いま君を吊るしているようなバネ式の仕し掛かけ罠に、フラッシュバン。そして、そこのドアの鍵部分に付着してる緑色のジェルは特製の粘着剤ざい。弾たまに込めて小型銃じゆうで発はつ砲ぽうするの」

　穏おだやかな口く調ちようで説明されるが、どう考えても手芸部の使う道具じゃない。仕掛け罠にフラッシュバンに粘着弾だんって……サバゲーかよ。なにと戦うつもりだ。

　…………いや、あれ？　待てよ……。

「他にもボイスチェンジャーとか盗とう聴ちよう器きとか色々あるんだけど、その辺は全部スマートフォンのアプリで事こと足たりちゃうのよね。昭しよう和わなノリで『秘ひ密みつ道具』みたいにあえてレトロなデザインのものを用意したかったんだけど、まあ利り便べん性せいと時代には逆らえなかったの」

　先せん輩ぱいはそこでくすっと笑う。

　俺おれの吊つるされている仕し掛かけ罠わな。どこかで見覚えがあると思ったら、これは新入生説せつ明めい会かいの時に副会長を吊るしていたやつだ。そして机に並べられたフラッシュバンは言うまでもない、昼ひる間ま学食で見たばかりだ。

　それらに共通する道具を使っていたということは……えと……その……つまり……。

「これらが我が青春革かく命めい部ぶ、活動のための道具です。他にもあるんだけど、それは本格的に入部してからのお楽しみね。あ、ちなみに部ぶ活かつと名乗ってるけど非公式だから」

　青春革命。

　その大それた四文字熟じゆく語ごを聞いて、畏い怖ふを覚えない白はく桜おう台だいの生徒などいないだろう。

　青春革命の叫び声と共に現れて、たった一人で生徒会に反はん旗きを翻ひるがえし、混乱をまき散らしては校内で猛もう威いを振るう嵐あらしのような烈れつ女じよ。

　この人が、かの有名な麒き麟りん堂どう奏かな子こだったのか。

「質問があったらどうぞ」

　先輩は相変わらず優しく笑ったまま、逆さまの俺に手ての平ひらを差し出してきた。

　いやまあ質問の前に、だ。

「あの……僕、お腹なかが痛くなってきたんですが……」

　件くだんの麒麟堂さんを目の前にしてこの逆さまの状況はとてつもなく不安なので、俺は情じように訴えて罠の解かい除じよを申しん請せいしてみることにした。

「さっき、逃げようとしたでしょ」

「うっ」

　先輩はドアに付着した緑色の粘ねん着ちやく弾だんにシェービングスプレーのようなものを吹きかけて、ささっとふきんで拭ぬぐった。どうやらあれで除じよ去きよできるらしい。

「せっかくの入にゆう部ぶ希望者なのに、逃げてもらっちゃ困るわ」

「入部希望者じゃないです！　僕は手しゆ芸げい部ぶに入りたかったのに、先輩が噓うそついて連れてきたんじゃないですかっ！」

「噓をついたなんて人ひと聞ぎきの悪い」

　両手を腰に当てて先輩。

「私、自分が手芸部員だなんて一言も言ってないわ」

「い、いやだって……」

　反論しようと思って先輩との会話を思い返してみれば────────肝かん心じんなところはすべて明めい言げんを避けている。そして俺をノせて、その会話の流れでここまでやってきた。

　……確かに噓うそをついたわけじゃないかもしれない。

　かもしれないがっ！

「うそうそ、ごめんね。騙だましたことは謝るわ。私を見て逃げない新入生はあなただけだったから、どうしても引っ張ってきたくなっちゃって……」

「は？　に、逃げない新入生？」

「青春革かく命めい部ぶは私一人ひとりだけだから、慢まん性せい的に人じん材ざい不足なの。新入生を勧かん誘ゆうして人じん員いんを増やしたいんだけど、入学初しよ日にちから私の噂うわさは広がっちゃってて……新入生は私を見るだけで話も聞かずに逃げていっちゃうのよね……」

　そりゃ初日に生徒会副ふく会長をパンモロさせたら噂なんてあっという間に広がるだろ。

　いや、俺おれだって同じだ。麒き麟りん堂どうの名前だってちゃんと知ってた！　近づかないようにしようと心に決めてた！

　ただ────────顔を知らなかっただけで。

「でも、君は逃げないでいてくれたから」

　先輩はどこか嬉うれしそうに瞳ひとみを潤うるませて、俺を見つめた。

「つまり言い換えると他の新入生は情報を入にゆう手しゆして危き機き管理出来ていた、と」

「うん。情じよう弱じやくなせいで被ひ害がいを被こうむってもそれって自じ己こ責任よね」

「くそ！　これだから現代社会は！」

「でも、あなただって私が声をかけた時にとっても嬉しそうに付いてきてたじゃない」

　う。

　そ、それを言われると。あの浮かれっぷりはなんというか……その、思し春しゆん期き特とく有ゆうの情じよう動どうというか……先せん輩ぱいが美人だったからで……。

「だから、私の青春革命部についてのお話だけでも聞いてもらえるかなーってね」

　そう言いながら、先輩は俺にゆっくりと近づいてくる。

　そして眼前に先輩のプリーツスカートがもう鼻はな先さきに触れるほどの─────────うわあ絶ぜつ妙みようなアングル！　逆さかさ吊づりのままだからこう自然にスカートが覗のぞけるような状態になってて眩まぶしい純じゆん白ぱくの布ぬの地じが目の前にふわあっといい匂においとともに広がって……っていやいやよくないよくない！　なに自然に見てるんだよ俺は！

「だ、大体の流れは分かりました」

　俺は視線を逸そらしつつ頷うなずいた。

「話を聞くだけなら構いません。だけど、この罠わなは解いてください」

　しばらく逆さ吊りでいたが、この状態は予よ想そう以上につらい。話を聞くだけにしても内容を頭に入れるためには普通の状態が一番いいに決まっている。

「んー……」

　しかし、そこで先輩は腕うで組ぐみをして……

「いや」

　首を横に振った。

「な、なぜですか？」

「こちょこちょ」

「あははっ⁉」

　そこで先せん輩ぱいは俺おれの脇わき腹ばらをくすぐってきた。

「や、やめてください！　なにするんですか急に⁉」

「なんかこう、私が優ゆう位いに立った状態で話をしたいの。懲ちよう罰ばつの権けん限げんを握っていれば私の思った通りに事を運べるでしょう？」

「いわゆる洗せん脳のうのやり方ですよねそれ⁉」

「でも、これってある種の人にとってはご褒ほう美びかしら？　逆さかさ吊づりってＭ的シチュエーションだし……」

　そこでなぜか楽しげに笑う先輩。

「脇腹とかわきとか普ふ段だん隠かくされている部分が強きよう制せい的に無む防ぼう備びにさせられて、そこを責められるっていうのは……通常とは違う快かい感かんを得られるのかも知れないわ。試してみる？」

「ぼ、僕にそういう趣しゆ味みはありませんから」

「そう、残念ね……そうなるとあなたのえっちな写真を撮とるしかないかも」

「ど、どういう意味ですか……」

「逆さ吊りのまま、考えうる限りの恥ち辱じよくにまみれた格かつ好こうにさせるってことよ。まずひん剝むいてボンデージ着せて、ねこ耳としっぽ付けて、おしゃぶりをくわえさせるの。とってもとっても可愛かわいくしてあげるわ。そして今までにない壮そう絶ぜつな快感を味わわせてトロ顔ダブルピース決めてるところをばっちり写真に撮るの。もちろんご両親に送りつけたりとか、学校中にもばらまいちゃったりとかするのよ？」

　何を読んだらこんな発想とボキャブラリーが育はぐくまれるんだ。

「おおげさな事こと言って……そ、そんな事、出来るわけ無いでしょ」

　微び妙みように怖おじ気け付いてしまったためどもってしまったが……

「うん。まあ、言ってみたものの出来ないと思う。トロ顔ダブルピースの決めさせ方も分からないし……」

　意い外がいにも先輩は正直にそう告げた。

「でも他の手段というと、思いつくものがないのよね……」

　そしてぶつぶつと単たん語ごを呟つぶやき始めた。

「────────うーん……全ぜん裸ら調ちよう教きよう……写真……ネット流りゆう出しゆつ……」

　なんだその不ふ穏おん過すぎる文字群ぐんは⁉　こ、これはまずい！

「わ、分かりました！　もうこのままで、逆さ吊りのままでいいですから！」

　ここで折れておかないと危険である事を察さつ知ちし、俺おれは即そく座ざにギブアップを告げた。頭に血が上って正確な判はん断だんが出来ない状況に陥おちいるのも怖こわいしな……。

「そう？　理解を示してくれて助かるわ」

　先せん輩ぱいは自分の思い通りになって満足がいったのか、こほんと咳せき払ばらい。そして背後にあって机に腰掛けるようにしておしりを乗せる。

　そして、教室内を照らす夕ゆう陽ひを背負いながら尋たずねてきた。

「この高校はどう？　新生活は慣れたかしら？」

　なんとなく警けい戒かいしていた俺は、意い外がいな切り出し方に拍ひよう子し抜ぬけした。

「ええと、まあ……そこそこ」

「じゃあ、あなたの目で見た生徒会はどうだった？」

　やっぱり、この先輩としての本ほん題だいはこれなんだろう。

　でも……この質問に対する答えなんて決まってるんじゃないのか？　白はく桜おう台だいの生徒ならば誰だれに聞いても同じ答えが返ってくるはずだ。

「正直ワガママし放ほう題だいで、横おう暴ぼうな振る舞いもまかり通ってるのを見て、結けつ構こう驚いたなーっていうか……あんま好きではないですけど……」

　昼間の学食、生徒会に歯は向むかって連れん行こうされた生徒達を思い出す。本当に生徒会の裁さい量りようで生徒を処しよ罰ばつすることが出来るっていうのは、なかなかのインパクトだった。

「素直でよろしい」

　先輩は満足気げににっこりと笑った。やはり美人は笑顔が似に合あう。

「今は生徒会があまりにも強い権けん力りよくを持ちすぎているもの。このままでは普通科の生徒もアイドル科の生徒も、不ふ埒らちに正しく清くふしだらな学校生活を過ごせないわ。だからこそ、生徒会を打だ倒とうするべく旗を揚かかげる必要がある」

「それが……青春革かく命めいってやつですか？」

「そうよ。生徒会による抑圧された学校社会に青春の風かざ穴あなを開けるための革命ね」

　先輩が活躍時じに掲げる名めい目もく。鉄くろがねの理り念ねんと心の刃やいばを以もつて────ってやつ。なんか語ご呂ろが良くて覚えてしまった。

「生徒会はアイドル科という存在の特殊さを免めん罪ざい符ふにして、自分たちの活動に対する反はん論ろんを封じているわ。現に権力分ぶん散さんのために設立された審しん査さ機関であるはずの審しん問もん会かいの影が薄いのも、生徒会が意い図と的に仕事をまわしていないためだしね。権力を一いつ極きよく集中なんてさせたらロクな事にならないのは過去の歴史が教えているもの」

　申もうし訳わけないが、歴史はちょっと疎うといので分からない。

「生徒会はそのアイドル科への保ほ護ご権けんを拡大解かい釈しやくして今なお権力を拡ひろげている状況よ。それによって困る人達がアイドル、普通科生せい徒と問わずに確実に出てきているわ。そういう人達を私は少しでも救っていきたいの。それが青春革命部の理念ね」

「………………………」

　主張は、立りつ派ぱだとは思う。

　強きよう大だいな権けん力りよくを持つ生徒会には誰だれも反対の声をあげられないし、誰も刃は向むかえない。それで被ひ害がいを受ける人ってのは確かにいるし、その生徒に残された手段といえば泣なき寝ね入いりくらいのもの。そんな生徒達を自分の手で少しでも救おうとするのは、紛まぎれもなく立派だと思う。

　その主張は……理解出来る。

「生徒会行動の監かん視しと行き過ぎた懲ちよう罰ばつの阻そ止し、生徒会汚お職しよくの情報収しゆう集しゆう、裏うら帳ちよう簿ぼの入にゆう手しゆ、クーデターの画かく策さく、そして圧あつ政せいに苦しむ人々からの依頼をこなしたり……私一人ひとりだけど、様々な活動を行なっているわ」

「昼間の学食の件も……その活動の一いつ環かんってわけですか」

　俺おれが口を挟むと、先せん輩ぱいはにっこりとした笑顔を向けた。

「あ、見てたんだ。それなら話が早いわ。今回の件はあの男子からの依頼なの。最近規き制せいが厳きびしくて写真が撮とれないから、どうか手助けして欲しいってね。そして私はそれを引き受けて生徒会の追おつ手てをかいくぐりながら校内を走りまわってたってわけなの」

「それで学食に入ってきて───────────盗とう撮さつ犯はんを逃のがしたんですよね」

「……………」

　俺が一番気きになるところを突っ込むと、先輩は沈ちん黙もくした。

「先輩がやったことって盗撮犯の手助けですよね？　困ってる人って、アイドルが盗撮出来なくて困ってる人のことですか？　そういう人を助けるのは違うと思いますけど……」

　盗撮はそもそも犯罪だし、撮られて気分の良い人なんているはずがない。捕つかまるような奴やつはそれ相そう応おうの事をしたからだ。それが原因で困っているのならば、こっちが助けてやる義ぎ理りなんてどこにもない。

　どんなに美び辞じ麗れい句くを並べようとも麒き麟りん堂どう先輩は盗撮犯を助けたんだ。生徒会は確かに気に喰わないけれど、だからってアイドル科を狙ねらう小こ悪あく党とうに加か担たんするのはごめんだ。

「それに……俺の妹、アイドル科にいるんですけど……妹が盗撮されたらやっぱりすごく嫌いやな気分になるし、そいつを許せないと思う……」

　うまく言葉がまとまらなかったが、とりあえず結論だけは述べておくことにした。

「だからその、そういうのが青春革かく命めい部ぶの活動だとしたら……俺は、ちょっと理解もできないし、入るつもりもないです」

「…………………………」

　なにかすぐに言い返してくると思いきや、先輩はじっとこちらを見つめていた。

　な、なんだろう。別に間違った事こと言ったつもりはないんだけど……。

「……これ」

　先輩は俺の問いには答えずに、一いつ通つうの封ふう筒とうを懐ふところから取り出した。

「この中には、君の言う盗とう撮さつ犯はんが撮とった写真が入っているの。プリントアウトしたやつがね」

　言葉の意味は理解できるが、意い図とがよく分からない。

「…………それが、どうかしたんですか？」

「見てみる？」

「嫌いやです。見たら盗撮犯と同じじゃないですか」

「あら、純じゆん情じようなのね」

　先せん輩ぱいは妖あやしげに笑いながら封ふう筒とうで口くち許もとを隠かくす。

　それと同時に────────

「鍵かぎが開かない？　変ね、鍵なんて替えてないけれど……」

　そこで、ちょうど教室の外から声が聞こえる。

「でも、確かに開かなかったんですよ」

「部長もいないし、先生に頼むしかなくて……」

「うーん、どういうことかしら？」

　会話の内容からして手しゆ芸げい部ぶが顧こ問もんを引き連れてきたのだろう。

「あら、もう戻ってきちゃったのね」

　先輩は素す早ばやくスマホを取り出していじると……

「ぐえっ」

　逆さかさ吊づりの罠わなは解かい除じよされて、俺おれは地面に落下した。これデジタル制せい御ぎよだったのかよ。

「ここは三さん十じゆう六ろつ計けい逃にげるに如しかず。無む断だんで教室使つかってたわけだし」

　先輩は俺の足首に巻かれた荒あら縄なわをするすると回かい収しゆうし、全てをカバンに詰め込んだ。

「とりあえずこれ、あとで目を通してみて」

　そう言いながら、俺のブレザーの内ポケットに小さな封筒を入れる。

　その盗撮写しや真しんの入った封筒を。

「え、いや、ちょっと！　こんなのもらっても────────」

　離れていく先輩の背中に声をかけると……

「私、あなたと青春革かく命めいしたくなっちゃった♪」

　彼女は振り返りながら、美しい顔で微笑ほほえんだ。

「じゃあまたね、天てん道どう優ゆう馬まくん」

　そして、軽やかなステップで隣となりの準備室へと逃げていく。

「な、なぜ俺の名前を……？」

　今さらりと名前を呼ばれて結けつ構こうぞくっとした。

　さ、さっき出会ったばかりのはずじゃ？

　一体どこまで知っていて、さっきの話もどこまでが本ほん気きだったんだ……？

「あら、中に人がいるわ」

「誰だれこの男子」

「一年？」

　そこで、床で呆ぼう然ぜんとしている俺おれの頭上から声が降り注そそぐ。手しゆ芸げい部員たちはもう鍵かぎを開けて教室内に入ってきていたようだ。

「あ、いえ、な、なんでもないです！　失礼しました！」

　俺は急いで立ち上がると、逃げるようにして慌あわてて家か庭てい科か室しつを後にした。
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　そして翌よく日じつの昼。学食にて。

「んで、なんの部ぶ活かつなんだよ。天てん道どうが選んだのは」

　やはり猿さる倉くらはその事を尋たずねてきた。

　今日きようは弁べん当とうがないらしく、エビチャーハンの大おお盛もりがお相手らしい。

「うーん……いや、なんかそれどころじゃない大だい事件が起こっちゃってさー……」

　俺はため息をつきながらビーフシチューオムライスをもぐもぐと咀そ嚼しやく。

　麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいに巻き込まれたせいで、結局目もく的てきである手芸部ぶも見学できないままだ。まあ、予想通り女子オンリーの部活っぽいから入部する気はもうないけど。

「大事件？　なになに？　なんだよそれ？」

　猿倉は興きよう味みありそうに身を乗り出してきた。基本的にお祭り好き体たい質しつというか、ゴシップが好きなんだろう。

「うーん……」

　昨日きのうのこと、全ぜん部ぶ猿倉に話してみるべきだろうか……。

　俺は内ポケットにある盗とう撮さつ写真を持て余している状態なのだ。どうするべきか相談したい所ではある。

　昨さく晩ばん家に帰った後、少し写真を見てみようかと考えたが、後ろ暗い気持ちが強くてやめてしまった。中身を知っていて見てしまったら卑ひ劣れつな盗撮犯はんとなんら変わりはない気がするし……それに、やはり妹の使し織おりの事を考えると気が引けた。

　アイドル科にいる使織がもし誰かに盗撮されていて、こんなふうな形で他の男だん子し生徒に見られていたら……やっぱりすごく気分が悪い。正直、盗撮写真なんて所持していたくないくらいだ。適当なところに捨ててしまってもいいが、しかし誰かに拾われたらコトだ。いい処しよ分ぶん方法がないか猿倉に聞いてみようかと考えたのだが──────────

「もったいぶるなよ。早く話せよ」

「うーん……」

　興味と本ほん能のうで動く猿倉に盗撮写真の話をしたらおそらく……いや１００％中身を見る流れになるだろう。それはちょっと避けたい。こういう不安を相談する相手としては、猿さる倉くらはちょい違うかも知れない。

　ここは、盗とう撮さつ写真の話をせずにお茶を濁にごそう。

「いやまあ、昨日きのうすごい美び少女に会ったんだよ」

「ほう、うらやましい限りだな」

　まあ間違いじゃない。中身は別として、麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいは一応最さい高こう峰ほうと言って差さし支つかえない美少女ではあるのだから。

「麒麟堂先輩っているじゃん？　あの人に会って……逆さかさ吊づりにされた」

「おおっ、あの有名人に会ったか！　普通科でいてアイドル科に全く引けを取らない美しさを持つ先輩に会えるなんて……羨うらやましすぎるっ。しかも革かく命めい家かって属ぞく性せいとして新しいし、その辺の萌もえ的な伸び代しろに期待しちゃうところあるよな」

「お前まえ頭がおかしいのか？」

「俺おれは相手が美人なら細かいことなんも気にしないんだよ。しっかし、いきなり逆さ吊りとはレベル高いな。どういうプレイだ？　拷ごう問もんに耐える訓くん練れんプレイか？　ハニートラップに耐える訓練プレイとかならぜひ受けてみたいもんだけど」

「なるたけでかい病院に行ってはやくＣＴスキャンしてもらえ。放っておくと取り返しがつかなくなって家族を悲しませることになるぞ」

「俺の熱い思いは脳じゃなくてハートにあるから安心しとけ！」

　もういいやめんどくせえ。こいつに話した俺がバカだった。

　しかし、やはり猿倉は麒麟堂先輩の顔を知ってたのか……くそ、俺もちゃんと調べて備えておけばよかった。つーか猿倉、教えてくれよな。

「天てん道どう優ゆう馬まだな？」

　──────と、そんな声と共にビーフシチューオムライスに影が差す。見上げると、声の主ぬしは腕を後ろに組んだ背の高い男。メガネ越しの鋭い瞳ひとみにしゅっとした細い体格、冷れい徹てつという言葉をそのまま体たい現げんしたような高圧的な奴やつだった。

「そうですけど……」

　恐る恐るそう答えると……

「生徒会執しつ行こう部ぶ、風ふう紀き委員長の鮫さめ島じまだ」

　男はそう言って腕わん章しようをちらつかせた。

　あー、この人昨日きのう学食で盗撮犯はん捕つかまえてた人だ。よく取り締まりをやってる人だとは思ったけど、風紀委員長だったのか。

「はあ……なんの御ご用ようですか？」

「生徒会室まで来てもらおう」







　ばたんっと素そ朴ぼくな木製のドアが閉まる音が部屋内に響ひびき、続く施せ錠じようの音と共に俺おれは質しつ素そな小こ部屋に囚とらわれた。

「ちょちょ！　ちょっとちょっと！」

　俺はドアを全力で叩たたいて抗こう議ぎした。

　ここは白はく桜おう台だい生徒に恐れられる名所のひとつ、幽ゆう閉へい室しつ。

　生徒会が処しよ罰ばつを下すと決定した者達を一時的に収しゆう容ようする部屋だ。まあ、要ようは留りゆう置ち場じようのようなものと考えれば分かりやすい。

「なんなんですか急に⁉　ただの事情聴ちよう取しゆじゃなかったんですかっ⁉」

　強く叫んで扉とびらの向こうにいるはずの鮫さめ島じまを呼ぶ。

　風ふう紀き委員長の鮫島は麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいに関しての事情聴取を終えると、突然幽閉室に放り込むように指し示じしたのだ。あまりにも横おう暴ぼう過ぎる！

「天てん道どう優ゆう馬ま、貴き様さまが昨日きのう麒麟堂と接せつ触しよくしていたことはもう摑つかんでいる。諦あきらめろ」

　扉に付いた小こ窓まどのフタがぱかっと開き、そこから鮫島は告げる。

「べ、別に出会って騙だまされて付いて行ったら逆さかさ吊づりにされただけですよ！　それ以上のことはなんもありませんから！」

「しらばっくれるな。これが決定的証しよう拠こだ」

　鮫島は底そこ冷びえするような声でそう言った後、小さな封ふう筒とうを掲かかげた。

「い、いやそれは……」

「分かるだろう？　アイドルの盗とう撮さつ写真だ」

　麒麟堂先輩からもらった例のものだ。

「それは俺の物じゃないんですよ！　話を聞いてください！」

「黙だまれ。事じ実じつ関係はしっかりと洗い出した」

　鮫島は嫌いや味みな動どう作さでくいっとメガネの位置を調ちよう整せいした。

「昨日の昼、生徒会が学食にて盗撮犯を捕ほ獲かくするも麒麟堂の助けによって逃とう走そう。おそらく盗撮犯はんと麒麟堂は繫つながりがあると見ていいだろう。そして放課後ご、貴様は麒麟堂と接触している」

　きりっとこちらに向ける風紀委員長の瞳ひとみは、氷のように冷たかった。

「そして貴様の制服から盗撮犯の所持していた写真が見つかった。これはつまり、貴様が麒麟堂から盗撮写真を買い取ったということに他ならないだろう」

「状況は、確かに揃そろってるかもしれないですけど……っ！」

「分かっているのなら、おとなしく処しよ罰ばつを受けろ」

「しょ、処罰⁉　勘かん違ちがいですよ！　こっから出して下さい！」

「無む駄だだ。身み元もとはしばらく生徒会で預かる。後で話をじっくり聞かせてもらうからな」

　そう言い残して、鮫島は小窓からいなくなった。そしてかつかつと靴くつ音おとだけを残して幽閉室から去っていく。

「お、俺おれは無む実じつだ！　話を聞いてくれ！」

　ああ、まさかこんな台詞せりふを叫ぶ日が来るなんて！

　創作物の中だけだと思ってたのに……。

「うう、なんでこんな目に……」

　その場にがっくりと膝ひざをつく。

　こ、これから俺はどうなるんだ……？　確か鮫さめ島じまが盗とう撮さつ犯はんを捕つかまえた時は、停てい学がくを覚かく悟ごしろとか言っていたような─────────────停学⁉

　冗じよう談だんじゃない！

　この学校は偏へん差さ値ちが高めだから、授業はある程てい度どちゃんと聞いとかないと取り返せなくなる！　期間は分からないが、停学なんてくらったら確実に授業が分からなくなり赤あか点てん取ってそのまま留りゆう年ねん……い、いやだ。それはいやだ。

　ああっ、盗撮の写真なんてやっぱ家に置いときゃよかったか⁉　だけど部屋を掃そう除じしに来た母かあさんに見つかったら確実に家族会かい議ぎが開かれる。アイドルの盗撮写真を議題にされて家族会議とか生き恥はじだ。そんな事になったらもう生きていけない……。

　というか停学になった時点で家族に全てバレる。やっぱりもう生きていけない……。

　くそっ、なんでだ。俺は無実。これは冤えん罪ざい。厄やつ介かいごとに巻き込まれただけだ。その時の状況をどう説明しても俺に非ひはないはずなのに……

　……いっそ、脱だつ獄ごくでもするか？

　だが振り返っても、見事に道具という道具が置かれていない。特とく筆ひつすべき点のない木もく造ぞうの部屋内には、必要最さい低てい限げんのものだけで構成された寒さむ々ざむしい光こう景けいが広がっているだけだ。

　一応、窓は存在するにはするが人間が通るにはあまりにも小さい。目の前のドアも木製とはいえしっかりとしたもので、力で強ごう引いんになんとか出来るようなレベルではない。鍵かぎのかけ忘れという奇き跡せき的な可能性にわずかな期待を抱いたが、ガタっと揺れる施せ錠じようの確かく認にん音おんだけがむなしく返ってきただけだった。

　ダメだ。手て詰づまりだ。

　ああ、俺の高校生活はこんな所でひっそりと終わるのか……。

　うう、もっとやりたい事がたくさんあったのに─────────

「？」

　なんか、外が騒さわがしいような？

　昼休みなので騒そう々ぞうしいのは当然だが、ちょっと違う。なんかこう人の叫び声とか、争うような声とかが聞こえる。

　気のせいか？

「………………っ！」

　いや、確かに聞こえた。

　なんだ？　こっちは外の情報を得る手段がないため把は握あくできない。何か起きたんだろうか？

　次に響ひびいたのは、割と大きめの音だった。

　誰だれかの足音でも怒ど声せいでもなく……乾いた空あき缶かんが床に落ちたような音。

　それはコロコロと確実に────────────

　そして一定の調子でゆっくりと────────────

　段だん々だんと近づいてくる。

　ど、どこかでこの音おと聞いた事があるぞ？

　これは……あれだ。昨日きのうの学食と同じだ。

　あの時も今みたいに不ぶ気き味みな空き缶の音が転がってきて、そんで────────

「⁉」

　唐とう突とつに、ばしゅうっと豪ごう快かいに空気を漏もらすような音が轟とどろく。まるで消火器きを噴ふん射しやしたかのような勢いのある音、あれをもっと大きくしたような音だ。

「な、なんの音だ……？」

　続いて誰かが叫んだ。

「逃げろ！　毒どくガスだ！」

　ど、毒ガス⁉

「え、ちょ、ちょっと⁉　出して‼　俺おれも出して‼」

　俺も慌あわててドアを叩たたく。

　外でもパニックが起こり始めたらしく、悲鳴やら怒ど声せいやら破は砕さい音おんやら破は裂れつ音やら、混こん然ぜんとなった騒さわがしい環かん境きよう音おんがこっちにも届くようになってきた。くそ！　こういう時はまっ先に鍵かぎ開けてくれよ！

　うわわっ⁉　扉とびらの隙すき間まから毒どく々どくしい紫むらさき色いろのガスがっ⁉

「ごほごほっ⁉」

　ぐ、思いっきり吸い込んでしまった。こ、こんな狭い部屋で毒ガスが充じゆう満まんしたらどう考えてもまずい！　早く鍵を開けてもらわねば！

「鍵を、鍵を開けて！」

　少し嗄かれた声で叫ぶ。

　しかし、必ひつ死しに声を張り上げても向こう側で繰り広げられる騒そう乱らんには及ばずかき消されるばかり。誰にも届いちゃいないみたいだった。

「こ、ここにいますよー！　人が残ってるんです！　助けて！」

　とりあえずは存在を主張し続けなければならない。だが、毒ガスのせいなのか力が失われていく。次し第だいに、室内が紫の毒ガスに包み込まれていく。肺が痛い。

「こ、ここに…………ひと、が───────────け─────」

　力が抜けて……ダメだ、立っていられない。その場に崩くずれ落ちてしまう。

　マジで、死ぬのか…………

　誰だれにも迷めい惑わくをかけないように、平へい凡ぼんに生きてきたのに……

　まさか学校生活だけじゃなく、人生もここで終わってしまうなんて……そんなのあんまりだ。

　なんか……段だん々だんと気が遠くなって……

　意識が……呼吸が、もう上手うまくできな──────

「………………………………………………」

　──────死って、いつ訪れるんだろう……？

　このまま眠るように目をつぶれば、死ねるのかな……

「大だい丈じよう夫ぶ？　天てん道どう君」

　女の子の声が聞こえる。天てん使しだろうか……

「もう、俺おれはダメです……」

「そんな事こと言わないで。立ち上がって」

　清らかな声にせめて応じようと視線だけをなんとか向けると……

　薄いピンクのパンツが見えた。

　むっちりした形に歪ゆがんだ扇せん情じよう的な布ぬの地じがばっちりと。ピンク、かあ。リボンとレースの刺し繡しゆうが入ってるなんて……グラマーで肉にく感かん的なおしりを乙女おとめ趣しゆ味みな下着で包むっていうギャップは……ちょっといいかも……

　しかも、ぴちぴちしたふともももとローファーまで両サイドに添えられていて……まさに眼がん福ぷく……ああそうか、しゃがみこんでいるパンツなんだな、これ……

　神かみ様さま、最後に素晴らしくえっちぃものを見せてくれてありがとうございます……

　でも、せめて顔はしっかり見たかった。

　人じん生せい最後のパンチラがガスマスク少女じゃ……味あじ気けなさ過ぎ……

「───────ってガスマスク？」

　がばっと意識を取り戻して、俺は目の前でしゃがみこんでいるガスマスク少女を見た。

「ああ、これが欲しかったの？」

　そして女子はごそっとガスマスクを取り出し、差し出してきた。
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　俺はそれを慌あわてて受け取ると、自分の顔面に急いで装そう着ちやくした。

「はあ、はあ、はあ──────────────っ」

　荒い呼吸を繰り返しながら、うずくまって自分の身体からだを抱きしめた。

「あ、あれ？　俺……いきてる…………？」

　意い外がいに平へい常じよう時じと変わらずに動けた自分の身体を見回しながら、俺は呟つぶやいた。

「当たり前よ。これ毒どくガスなんかじゃないもの」

「え？」

「ただの着ちやく色しよくした無む害がいなガスよ。これをまき散らした中をガスマスク付けて進むと、みんなあっさりダマされるの」

　そう言って女子は立ち上がると、ガスマスクを脱いだ。

「麒き麟りん堂どう先せん輩ぱい！」

　中から出てきたのは、銀ぎん髪ぱつの可か憐れんな革かく命めい美少女……麒麟堂先輩だった。

「な、なんで助けてくれたんですか？」

「気にしないで。濡ぬれ衣ぎぬをかけられて捕つかまっているところを私が助けだしてあげて、その恩を盾たてにして部に勧かん誘ゆうしようとしただけよ」

「相変わらずのタチの悪さですね……」

「そのタチの悪さに救われたんだから文もん句く言わない。さあて、このはったり毒どくガスで人ひと払ばらいは出来たし……ゆっくり逃げましょうかね」

　そう言って、先輩は手しゆ榴りゆう弾だんをひとつこちらに放ってきた。

「わわっ⁉」

　焦あせりながらも、俺おれはそれをキャッチ。

「ラスト一個、預けるわ。青春革命部の部員なら使えるようになっておかないと」

「……いや、部員になるなんて……一ひと言ことも言ってないですよ」

「天てん道どう君が無害なガスを吸って勘かん違ちがいして死にかけていた情なさけなくってかわいい姿すがた、私だけの秘密にしておこうかと思ったのに……そんなに喧けん伝でんされたいの？」

「ぐっ……」

　一番見みられてはならない人に、一番恥はずかしい姿すがたを見せてしまった気がする。

「まあそれは冗じよう談だんにしても、あの写真はまだ見てないのかしら？」

　あの写真とは、俺おれの懐ふところに忍しのばせた写真の事だろう。

「見ませんよ。盗とう撮さつの写真なんて……」

「うーむ、純じゆん情じようというか……頑がん固こなのねぇ」

　先せん輩ぱいは腰のポーチから何かを取り出して、俺おれにぴっと投げてきた。

「あの男子が撮とってた写真はこれよ。見てみて」

「で、でも……」

　俺は封ふう筒とうを受け取りつつも、やはりその盗撮写真に眼めを通すことははばかられた。

「安心して。アイドルは写っているけど、下げ衆すなものじゃないわ」

　今ここで助けられた恩もあり、俺はそれ以上反はん論ろんする事は出来なかった。

　…………下衆なものじゃない？　盗撮写真が？

　半なかば信しん用よう出来ないままではある。

　しかし、この状況においてもじっと俺の様よう子すを見つめてくる先輩から目をそらすのも……なんだか逃げているようで卑ひ怯きような気がした。

「………………」

　これが最後の最後の信用だと割り切って、俺は封筒を開かい封ふうした。そして中身を────────────あれ？

　この写真……確かに被ひ写しや体たいはアイドルだ。何回か雑誌やテレビで見たことがあるから間違いはない。

　そう、確かにアイドルなんだ、だけど…………

　いや待てよ、ということは……

　写真は一枚でなく複数あった。次々と目を通していく。

「っ！」

　そうか！

　あの盗撮犯はん───────いや、男子生徒と被写体のアイドルは……っ！

「馬ば鹿かが！　これは無む害がいなガスだ！　こんな小こ癪しやくな手段を使うのは麒き麟りん堂どうに違いない！　まだ近くにいる可能性があるぞ！」

　毒どくガスのまだ引かぬ中に、聞き覚えのある男子の声。

「！　思ったより気付くのが早いわね」

「そこの幽ゆう閉へい室しつが開いている！　そこだ！」

　先輩は簡かん素そな形の銃じゆうを構えて、ドアのいわゆるラッチ部分に発はつ砲ぽうした。そこに付着したのは以前見みた緑色のジェル状の物体。そしてすぐさまドアを閉めると、ドアの隙すき間まからぐにっとジェルがはみ出してきた。

　なるほど、あの粘ねん着ちやく弾だんのジェルで扉とびらを固定したのか。

「もう逃げられんぞ！　麒き麟りん堂どう！」

　幽ゆう閉へい室しつの外から、風ふう紀き委員長鮫さめ島じまの声が聞こえる。

　騒さわがしさから考えれば……おそらくドアの前にいるのは数人ほど。扉の解かい錠じように取りかかりはじめたのが分かる。

　これで室内にいる麒麟堂先せん輩ぱいと───────俺おれは完全に逃げ場を失った。

「待っていろ。すぐにこの扉を開けて突とつ入にゆうしてやる。その時こそ貴き様さまの年ねん貢ぐの納め時、生徒会に屈くつ服ぷくする時だ……」

　鮫島の放つ時代がかった言葉には、見み下くだすような感情が混じっていた。

　存在する唯ゆい一いつの出で入いり口ぐちの向こうには生徒会役やく員いん。背後には窓があるが、ここは三階である上に窓は人が通れるほど広くもない。

　確かに逃げ場はない。まさに背はい水すいの陣じん。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい、万ばん事じ休きゆうすだ。

「そしてそこにいる新入生……天てん道どう優ゆう馬ま！」

　鮫島は叱しつ責せきするように俺の名を呼んだ。

「いいか、よく聞け。今ここで麒麟堂の捕ほ獲かくに協力すれば、生徒会はこの件に関してお前にかけられた容よう疑ぎの全てを不ふ問もんに付す。逆に麒麟堂に加か担たんすれば、お前は生徒会のブラックリスト入りだ。これに載のったら二度と除じよ名めいされる事はないと思え」

　追い詰められたこの現状、打破する手段は……俺の手て元もとにある手しゆ榴りゆう弾だん型がたの煙えん幕まくだけだ。鮫島達が突入してきた瞬しゆん間かんに、これを使用するかしないかで結果は変わる。

　もし使用すれば、麒麟堂先輩と俺はその隙すきを突いて脱だつ出しゆつ出来るだろう。そして俺も見事に生徒会から追われるブラックリストに名を連ねる事となり、暗あん黒こくの高校生活の幕まく開あけだ。

　もし使用しなければ、麒麟堂先輩は打つ手がないまま生徒会に捕ほ縛ばくされるはず。この場合先輩に巻き込まれて被こうむった俺の冤えん罪ざいは全て払ふつ拭しよくされ、平和な高校生活が戻ってくる。

「どちらを選ぶべきなのか、いくら新入生のお前でもさすがに分かるだろう？」

「………………」

　麒麟堂先輩に付くか、生徒会に付くか。

　これは俺にとっての、いわゆる運命の岐き路ろなのだ。

「……天道君」

　今まで黙だまっていた麒麟堂先輩はそこで俺の名を呼んだ。

「私の事を、信じなくても構わない……」

　いつになくシリアスな口く調ちようで先輩は言葉を紡つむぐ。

「あなたはあなたの意い思しに基づいて行動してほしいから……」

　その言葉には、今までのような強ごう引いんで破は天てん荒こうな無む茶ちや苦く茶ちやさは含まれていなかった。

「……………………………」

　もし───────

　もし、この写真が本当だとするならば───────

　盗とう撮さつは俺おれの誤ご解かいだったことになる。

　今まで俺を面白がって弄もてあそんでいじっていた先せん輩ぱいは、伊達だてや酔すい狂きようで動いているわけじゃないって事になる。

　写真を見た瞬しゆん間かん、予想できたのだ。先輩の感じていた危き惧ぐと、掲かかげる青春革かく命めいの輪りん郭かくが。

　写真を見た瞬間、予よ感かんできたのだ。言葉だけじゃなくて、まるで自分のことかのように。

　どうする？

　どうすればいい？

　なにが正しいんだ？

　ここで決めなくちゃ──────────────

「そろそろまずいわね」

　そんな先輩の声で、俺ははっと我に返る。

　そしてドアに連続して加わる衝しよう撃げき音おんに遅ればせながら気付いた。

　手段を選ばなくなったのか、生徒達でタックルをかけているのだろう。ドアは至って普通の木もく造ぞう。おそらくそう長い時間もたないだろう。

「天てん道どう君」

　先輩はぐっと腰を落として、ドアに対して構えを取る。

「もう一度尋たずねるわ」

　そして敗はい色しよく濃のう厚こうな状況にも動じず─────

「私と青春革かく命めい、はじめましょう？」

　その言葉と共に、極ごく上じようの微笑ほほえみを俺に投げかけた。

　直後、ドアが跳ねるようにして開いた。

　こうなったら、ヤケだ！

　瞬間、俺は手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜いて、生徒会の連れん中ちゆう──────────あのむかつく鮫さめ島じまめがけて全力投とう球きゆうした。

「でぇいっ‼」

　投げた手榴弾は鮫島の額ひたいにぶつかり……

「きゅう」

　そのまま鮫島はきれいに背せ伸のびしたまま後ろにひっくり返った。

　ざまあみろ！

　手榴弾は真まっ白しろい煙を吹き出しながら床に転がった。

「お、恐れるな！　これは威い嚇かくのはず……っ⁉」

「ぐぇっほ‼　な、なんだ⁉」

「こ、これはっ……っ⁉」

　白はく煙えんに包まれていくと、生徒会役やく員いん達たちはその場で次々とむせかえりながら倒れていく。

　あれ？　これって毒どくガスじゃないんじゃ……？

　そう思って先せん輩ぱいの方を向くと、

「ふふ、こっちは本ほん物ものの催さい涙るい弾だんだからね。ガスマスクは必ひつ須すなの」

　いつの間にかガスマスクを装そう着ちやくして笑い声を漏もらしていた。

　やっぱりこの人、タチが悪いや。

「では、生徒会の諸しよ君くん……さらば！」

　そう言って幽ゆう閉へい室しつを脱だつ出しゆつしていく青春革かく命めいの士しの後を、俺おれは追いかけていった。
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　そして、向かったのは夕暮れに染そまる普通科の校舎裏うら。

「本当に、ありがとうございました！」

　盗とう撮さつ犯はん──────じゃなかった、優やさ男おとこな男子生徒は深ふか々ぶかと先輩に頭を下げていた。

「これで爺じいちゃんと婆ばあちゃんに……俺達の写真を送れます」

　そして清すが々すがしくにっこりと笑う。

「それはよかったわ」

　先輩も笑顔で応じた。

「先輩に依頼していなかったら……きっとデジカメのデータも奪うばわれたままだったと思います…………本当にありがとうございます！」

　そのやりとりを横よこ目めに、俺はもう一いち度ど先輩から預かった写真を見つめた。

　それらに共通して写っている人物は二人。

　それは何度かメディアで見かけたことのあるアイドルと……今いま俺の目の前にいる盗撮疑ぎ惑わくのあった男子だった。二人は写真の中で仲なか睦むつまじく笑いあったり、イタズラに怒ったり、入学式に緊きん張ちようしたり……日々を明るく楽しく過ごしていた。

　他の写真を見ていけば、写真の中の二人は両親らしき人物に囲まれながら時代を遡さかのぼるようにして幼くなっていく。ここまでくればさすがに分かる。

　そう、この二人は兄妹なのだ。

　彼が撮さつ影えいしていたのは盗撮でもなんでもない。ただアイドル科の妹と一いつ緒しよに写っているだけの、普通の家か族ぞく写真だったのだ。

「その……どうしても、爺ちゃんと婆ちゃんに送る写真が撮りたかったんです」

　写真を見ていた俺おれに、その男子は説明してくれた。

「二人ともすごいよくしてくれて、妹がアイドルになりたいって言ったら、入学金の援えん助じよまでしてくれて……だから、妹と二人で元気にやってる事を出来るだけ報告しようと思って写真を送っていて……爺じいちゃんも婆ばあちゃんも喜んでくれてたんです。だけど……」

　そこで、悔くやしそうに拳こぶしを握りしめた。

「今までは平へい気きだったのに……突とつ然ぜん妹との撮さつ影えいに生徒会が口を出すようになってきて、それで追いかけられて…………変じゃないですか。家族で写真を撮とるのがダメだなんて……」

　その気持ちは……痛いほど分かる。

　俺だって妹の使し織おりと写真を撮っただけで罰ばつせられたら、きっと我が慢まんならない。しかもそれを盗とう撮さつだなんて言って吊つるし上げられたら……そう思ったら……。

「アイドルが写っている……ただそれだけを理由にして盗撮犯はんに仕立てあげるつもりだったんでしょうね。そして、私達が横よこ槍やりを入れなければそれは成立していたはず」

　先せん輩ぱいははきはき説明しながら続ける。

「今回の件はこちらから審しん問もん会かいに訴えてみるわ。あまりに強ごう引いんだし盗撮の証しよう拠こなんてないんだから、生徒会からはすぐに簡かん素そな謝しや罪ざい状じようが届くと思う。それで落らく着ちやくするはずよ」

「は、はいっ。本当に、ありがとうございます」

　男子生徒はぱあっと顔を明るくさせた後、少し言いづらそうに口を開いた。

「それでその、謝しや礼れいの方は……」

「それは必要ないわ」

「で、でも……」

　食い下がる男子を、先輩は手で制した。

「生徒会の独どく裁さいはもはや暴ぼう虐ぎやく的と言っていいわ。アイドル科の保ほ護ご権けんを盾たてに、現状の生徒会でもここまで出来てしまうほどに。この生徒会の歪いびつさはやがて学校生活に大きな危き機きをもたらしかねない」

　先輩は真剣な瞳ひとみで、その先を続けた。

「でもね、学校生活の中で間違いに気付いても、おかしいと感じても、粛しゆく清せいされる恐きよう怖ふとどうせ逆さからっても無む駄だだっていう意識が生徒達の間に蔓延はびこってしまっている。だからこそ、こういう風ふうに派は手でに活動して宣せん伝でんする必要があるの。生徒会に対して反はん抗こうすることは決して無む駄だなんかじゃない……そうアピールするためにね。あなたは私が声を上げる舞台を用意してくれたようなものよ。だから、報ほう酬しゆうなんて必要ないの」

　それを聞いて、先輩の様々な行動が腑ふに落ちた。

　行動開かい始し時じに口こう上じようを述べ、部ぶ活動というにはあまりにも物ぶつ騒そうな道具を使用し、やたらに大きく騒さわがしく派手に活動していたのは…………

　全て、啓けい蒙もうと煽せん動どうのためだったのか。

「そして、なによりも────────」

　一いつ拍ぱく置いて、先せん輩ぱいは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「革かく命めい家かとは、大たい衆しゆうの味み方かたであるべきだもの」







　その後、何度も頭を下げて帰っていった男子生徒と別れて、俺おれは先輩と校内を並び歩いていた。もうとっぷりと日は暮れて、夕ゆう闇やみが学園内をすっぽりと包んでいるような時刻だ。

「天てん道どう君、分かってくれたかしら。青春革命部ぶの活動」

「ええと。まあ……」

　問いかけてくる先輩に俺はうやむやな返事をして、そのまま沈ちん黙もく。

　俺達は、しばらく静かに歩いた。

　黒くろ抜ぬきにされた木々や校舎の縁ふちを消えかかった夕日の赤が浮かび上がらせている様さまは、なんだかいつもとはまるで違う時じ空くう間かんにいるみたいで、不ふ思し議ぎな感覚だった。

「……いまいち、活動の意味は分からなかった？」

　先輩は困ったように俺の顔を覗のぞき込んで問う。

「あ、いえ……その……」

　俺は後ろ頭をかいて、少し戸と惑まどった後……せっかくなので、心のわだかまりみたいなものを吐と露ろすることにした。

「……なんか俺、あの男子のこと疑ってて……悪かったなーって……」

　ぽつりと、懺ざん悔げするような心地ここちで話を始めた。

「…………ずっと疑って、盗とう撮さつ犯はん呼ばわりしてて申もうし訳わけないというか…………そんでその、先輩のことも……」

「何なに言ってるの。結果オーライよ」

　先輩はその大きな胸を張って続ける。

「それに、さっきの彼は天道君の行動を聞いて満足そうに笑っていたわよ」

「え？」

「いけ好かないあの風ふう紀き委員長に一発お見み舞まいしてやったんだから。ブラックリスト入り覚かく悟ごでね。それは誰だれにでも出来る事じゃないもの。スカっとしたって言ってたわ」

「そう、ですか……」

　あれは割と勢いとその場のテンションも要よう因いんであって、というかむしろ────────

「ブラックリスト入り……かぁ……」

　そこを考えると……やっぱり少し、後こう悔かいのほうが大きい。

　なにせ始まったばかりの俺の高校生活は、今こん後ご必ず生徒会連れん中ちゆうに睨にらまれるということが確定してしまったのだから。

　い、勢いでやるにしてはちょい過か激げきすぎたか？　でもアイドルの妹がいるってのを知ったら共きよう感かんしちゃったし……いやいやしかし……。

「まあまあ、なんにせよ後あと戻もどりは出来ないわ。あとは覚かく悟ごして身を投じるのみ！」

　そう言いながら、先せん輩ぱいはぴっと人ひと差さし指ゆびを向けてきた。

「だって、天てん道どう君は私のパンツをばっちり見たんだから」

「あ、あれは毒どくガスだと勘かん違ちがいして倒れてたからで……っ！」

「その前もよ」

「へ？　その前？」

「逆さかさ吊づりの時も、見てたじゃない」

　そこで思い出す。家か庭てい科か室しつで逆さ吊りにされた時に見た、純白のパンツの方を。

「……き、気付いてたんですか……？」

「もちろん」

　うわやべすっげえ恥はずかしい。あの時結けつ構こうガン見みしてた気が……まさか気付かれていたなんて思わず…………

「ふふ、この代だい償しようは大きいわよ」

　先輩は満足そうにそう笑って小こ走ばしりに俺おれを追い抜くと……

「さあ天道君」

　目の前で振り返った。

「私と青春革かく命めい、はじめましょう？」

　手を差し伸べると同時に、夕ゆう陽ひの紅あかい残り火はそっと先輩の銀ぎん髪ぱつを燃え上がらせた。

　まるで、革命の篝かがり火びのように。
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　そんなわけで、俺おれは麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいが一人で率ひきいる青春革かく命めい部ぶに入部する事となった。

　まあそもそも入部とは言っても非ひ合ごう法ほうな活動を行う非ひ公こう認にんの部であるし、実際に入部届とどけを出して受じゆ理りされたわけでも公式な入部記き録ろくがあるわけでもない。

　もっと根本的なことを言えば麒麟堂先輩が青春革命部であるという事すら、決定的証しよう拠こがないため生徒会の公式見けん解かいとしては未いまだイコールで結ばれてはいないのだ。ただ限りなく黒に近いグレーであるというだけで。

　つまりなんというかあれだ。いわゆる公こう然ぜんの秘密ってやつ。

　だから当然俺の入部も公おおやけにされようがないし、先日の盗とう撮さつ犯はんでっち上げの事件に関してだって審しん問もん会かいにより生徒会の敗はい北ぼくというきちんとした決けつ着ちやくを見ている。

　なので入部する形にはなったものの、実は俺の学校生活に大した影えい響きようはないんじゃないかなーなどとのほほんと楽らつ観かん的に構えていた。

　入部直ちよく後ごの一週間を体験するまでは。

　そう、俺は生徒会のブラックリストという言葉をあまりにも軽く考え過ぎていたのだ。

　まずはっきりと分かりやすいほどに、生徒会は俺への風かぜ当あたりを厳きびしくした。登校時、昼休み、放課後は当然のこと、熱心なことに各休み時間や移い動どう教室の際にすら生徒会役やく員いん達たちは俺に注意の笛ふえの音ねを浴びせてきた。職しよく質しつでポイント稼かせぐ暇ひまな警察官かってくらいに。

　呼び止める内容は髪かみ型がた検査とか制服の着こなしについてだとか、いわゆる普通なもの。まあ名目はなんでもいいのだろう。とにかくケチを付けたいのだ。麒麟堂先輩に関わったらどうなるかを周囲にしっかり認にん知ちさせておくために。

　ただ唯ゆい一いつ救いだったのは、冤えん罪ざいによって強きよう制せい連れん行こうされる心配がなくなった事だ。例の盗撮犯捏ねつ造ぞう事件はなんと理り事じ会かいにまで伝わったらしく、やり過ぎだとお達しがあったらしいのだ。それ以降さすがにあそこまでの無む茶ちやは行われなくなった。まあ、それも俺への風当たりが強くなってる理由の一つなんだろうけど……。

　そしてそんな背景もあってかクラスメイト達からも若じやつ干かん距離を置かれ始めた。

　君くん子し危うきに近寄らずという事なんだろう。明確に拒きよ否ひられることはないものの、こちらからクラスメイトに接近を試みようともその間には不ふ可か視しな壁が存在しているのがありありと感じられた。その壁はコミュ力の低い俺にとってもはや旧ドイツを東西に分ぶん断だんしていたベルリンのそれに等しく……。

　毎年友ゆう人じん作りに難なん儀ぎしている俺にとってこの仕打ち。もう下手へたしたらもうこのクラスで友人は出来ないんじゃないだろうか。

　かろうじて縁えんが続いているのは猿さる倉くらくらいだ。まあクラスで孤こ立りつせずに済んだ事に関してはやや救われた気もするが、あの脳のう天てん気きな男に感謝するというのもなんか癪しやくなのでこれは黙だまっておくことにして……。

　つまり……青春革命部に入部した事により、俺の高校生活には明るい前ぜん途とが一いつ切さい期待出来ないという事が確かく定ていしたわけだ。

　見通しは暗く風かざ向むきは逆ぎやく風ふう。状況をひっくり返す展てん望ぼうもない。

　────────とはいえ、これは自分の決けつ断だんの結果でもある。

　あの時、生徒会に付くか麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいに付くかを自分自じ身しんの手で決断する余よ地ちは一応残のこされていたのだ。

　そして、俺おれは決断した。自分が選んだ以上は延えん々えんと嘆なげいていても仕方ない。

　もやもやっとした感情をぐっと飲み込んで、俺は今日きようもまた青春革かく命めい部ぶの部室に向かうことにした。







　俺は生徒会の連れん中ちゆうに見つからないように細さい心しんの注意を払いながら、学園敷しき地ち内ないの端すみっこへと向かっていく。

「えーっと……」

　暗く静かに立ち並ぶ、もう使用されていない旧きゆう校舎群ぐんの中の一つ。割と新しめの鉄てつ筋きんコンクリートで出来た建物が俺の目的地だ。

　正面口はバリケードによって封ふう鎖さされているので、南口玄げん関かんから入って少しほこりくさい廊下を革かわ靴ぐつのまま進む。中央フロアの大おお階段へ到着すると、その裏うら側がわへ。

　弱々しく点てん滅めつする緑色の非ひ常じよう灯とうの下にあるのは、いわゆる一般的な非常扉とびら。ドアノブの上部にはセキュリティロックの機き器きとカードリーダーが存在している。

　先輩から預かったカードをリーダーの隙すき間まに滑すべらせると、ピピっと軽い電子音と小さな緑色の発はつ光こうダイオードが応じてくれた。扉を開くと、下へと続く階段が薄うす暗ぐらい口を開けていた。空気の流れのせいで動物の唸うなり声のような低音がごうごうと響ひびいている。

　初めて見た時は結けつ構こうびびったものだ。思わず周囲に『この門をくぐるもの、一切の希望を捨てよ』的な文もん言ごんを探してしまったほどに。あの悪あく趣しゆ味みな先輩なら実際やりかねないからな。

　しかし、この不ぶ気き味みな階段も今となってはもう慣れた。俺は平へい然ぜんとその中へと入って扉を閉めると、かつかつと足音を響かせながら階段を下っていく。

　なかなか近づく事の憚はばかられる、誰も使用していない旧校舎。確かにここならば生徒会にも見つかりにくい。しかもここの電源系けい統とうは隣りん接せつした未いまだ使用されている旧校舎と共きよう有ゆうになっているため、遠えん慮りよなく電気も使える。すこぶる便利だ。

　そしてまた地下というのがおあつらえ向きだ。やはり古こ今こん東とう西ざい、革命を企くわだてる集団の本ほん拠きよ地ちと言えば地下と相そう場ばが決まっている。

　階段を降りると、突き当たりがすぐ見えるような短い廊下に出た。左右にそれぞれ二つの部屋が存在している。その中の右手て前まえの部屋へ向かう。

　ここが青春革命部の部室だ。

「こんちは～」

　間ま延のびした挨あい拶さつとともに俺おれは中に入る。

「きゃっ」

　同時に、可愛かわいらしい悲鳴が聞こえる。そのまま悲鳴の方へと視線をやると、慌あわてて胸むな元もとを隠かくす女子が目に入った。

「天てん道どうくんのえっち！」

　言わずもがな麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいだ。ブラウスを胸に抱きしめるようにして、「めっ」とたしなめるような視線をこちらに送ってくる。

「……………」

　俺は特に動じずに、じーっと麒麟堂先輩を見つめた。

「もう、そこはちゃんと反応してくれなきゃ」

　先輩は俺の反応が気に入らなかったのか、ぷりぷりと怒って口を尖とがらせる。おそらく俺が慌あわてふためくリアクションでも見たかったのだろう。

「いや……下に服ふく着きてるのバレバレですから」

　冷たい視線を送りながら、肩の辺りに見える体操服を指さした。先輩は俺が部室に入るタイミングで、毎回なにかしらイタズラを仕込んで脅おどかしてくるのだ。

　しかし、こう何回もやられればさすがに俺だって分かる。

「あーあ、つまんないの」

　そう言って先輩はブラウスを机に戻した。下にはしっかりと学校指し定ていの体操服を着ている。

　ほらな。

　先輩のイタズラを華か麗れいにいなしたところで、とりあえず俺はカバンを近くの長なが机づくえに載のせて椅い子すに腰掛けた。

　部屋は教室と言うよりも、なんというかロッカールームに近かった。端はしに追いやられた数台の縦たて長ながロッカーを見るにおそらくこの予想に間違いはないだろう。

　室内には窓こそないものの清せい潔けつで、しかも使用するのは俺と先輩の二人のみ。手て狭ぜまさや息いき苦ぐるしさを感じるような事はない。なかなか快適だ。

　ちなみにこの部屋の向かいは秘ひ密みつ道具───────もとい活動に必要な物ぶつ騒そう極まりない品々の青春革かく命めい部ぶ保ほ管かん部屋として使用されており、奥にある残りの二部屋に関してはどうなっているのか俺もまだ知らないままである。

「しかし、なんで今日きようは体操服着きてるんですか」

「たまたま最後の授業が体育だったから、そのまま来ちゃったの」

　先輩は答えながら、体操服の裾すそをきゅっと下ろしてブルマを隠かくす。

　体操服をピンと張らせる見事な膨ふくらみといい、服の裾から覗のぞく生なま足あしといい……やはり先輩のスタイルは素晴らしい。素晴らしすぎる。同じクラスでもない限り体操服姿すがたなんてあんまりお目にかかれないし、そう考えると結けつ構こう得した気分かも。

　そして先せん輩ぱいはどうやら体操服ふくの裾すそをブルマの中に入れない派らしい。ブルマの中に入れる派を支持する奴やつもいるが、俺おれは断だん然ぜん入れない派だ。下か半はん身しんが隠かくされてるほうが色々と想そう像ぞうがかき立てられるし、そこから覗のぞくブルマがまたいい。

　先輩のブルマもちらっと拝おがみたいところなのだが、なかなかガードが固いな……ああ、もうちょいでその太ももの──────────────────

「そーんなに中身が気になるのかな？」

　はっ⁉

　いつの間に俺は食い入るような前ぜん傾けい姿し勢せいに⁉

「あ、あの、今日きようは依頼人にんが来るんですよね？　もうそろそろじゃないですか？」

　俺は咳せき払ばらいをして姿勢を正しつつ、若じやつ干かん強ごう引いんに話題を逸そらした。

「あ、そうそう。早さつ速そく準備しなきゃ」

　そう言って、先輩は体操服のまま近くの棚たなからファイルを取り出し始めた。

　よし、なんとか話題はブルマから離り脱だつしたようだ。

　今日は言葉通り、俺が入部して以い来らい初めての依頼人がやってくるのだ。

　学食の三番券けん売ばい機きの下段、空くう欄らんとなっているボタンをある決まった順番で押すと特とく殊しゆな印いん字じ紙しが出てくる。それに所しよ属ぞくと名前、依頼内ない容ようを記入して保健室前まえの使われていない意見箱ばこに投とう函かん。これが、青春革かく命めい部ぶへ依頼を届ける方法だ。

　先輩がその情報から生徒を調べ上げ、信頼に足ると判はん断だんすれば部室もしくは別の場所へと招いて詳しい話を聞くという形になっている。やや面めん倒どうだが、こちらは体たい制せいに追われるレジスタンスの身。依頼人に危険を及ぼさないためにもふるいにかける手て順じゆんは必要なのだろう。

「それで、天てん道どう君の方はチラシ貼はりの成果はどうだったの？」

　先輩はなにかの資料を机に並べながら尋たずねてくる。

「大変でしたよ。あの鮫さめ島じまって奴がしつこくてしつこくて……」

　その時の事を思い出し、ため息をひとつ。

　俺は青春革命についての文もん言ごんを記したチラシを色んな掲けい示じ板ばんに貼っておく仕事を頼まれていたのだ。まあいわゆるプロパガンダってやつ。

　人の少ない時を見計らってなんとか貼ろうと頑がん張ばってみたが、風ふう紀き委員長の鮫島がばっちりマンツーマンで監かん視ししていたため目標の半分も達たつ成せい出来なかった。どうやら俺はあの一いつ件けん以来、鮫島の目の敵かたきにされているらしい。

「ご苦労様。でも、大事な活動の一いつ環かんだからね」

　先輩は長なが机づくえに書類等などを用意しながら言葉を返す。

「うちの校こう訓くんは自由と自立の精神。生徒の揉もめ事は生徒同どう士しで解決が原則。よっぽどのことがない限り校内活動に教師や理り事じ会かいは絡んでこないんだから。何をしても自由よ。今のように生徒会が権けん力りよくを拡大し恐きよう怖ふ政治によって学園を統とう治ちしようとも……その生徒会転てん覆ぷくを狙ねらって革かく命めいを企くわだてることもね」

　まあ、理り屈くつの上はそうだ。

　この学校はどんな問題が起きても生徒達自じ身しんで解決させる方針をとっている。問題の発見、解決、事じ後ご処理、再さい発はつ防止に至るまですべて。だからこそ白はく桜おう台だいには生徒会を頂ちよう点てんとした独自の統治形けい態たいが確立されているのだ。

「そうは言っても、いまさら生徒会の細かい不ふ祥しよう事じを洗い出したりしても小こネタじゃ生徒会を転覆させることなんて出来ないですよ」

　俺おれの指し摘てきを聞いて、先せん輩ぱいは腕を組む。

「まあそうなのよね。運動部連れん盟めいの協力を得てクーデターを起こしたり、真まっ当とうに生徒会選せん挙きよに出しゆつ馬ばしたりとか方法は色々あるけど……私と天てん道どう君だけじゃ何も出来ないわ。まずはなによりも青春革命に賛さん同どうしてくれる同どう志し……もとい部員が必要ね」

「そのための部員募ぼ集しゆう……ですか」

　そう呟つぶやいて、俺は預っていたチラシへと目をやる。まずは地じ味みに校内にこのチラシを貼はり続け、感かん銘めいを受けてやってくる生徒を待つしかないってことか。

「んー、勧かん誘ゆう活動も難しいわね。足がつくようなやり方したら捕つかまっちゃうし……」

「まあ、俺も生徒会に捕まって妹に累るいが及ぶのはごめんですしね」

　そこには同どう意いする。妹の使し織おりはここの中ちゆう等とう部ぶアイドル科に在ざい籍せきしているのだ。俺のせいで迷めい惑わくをかける訳わけにはいかない。

「ああ、そっか」

　そこで先輩は何かを閃ひらめいたようにぽむと手を合わせた。

「天てん道どう君には妹さんがいたのよね……」

　そして、うむうむと何かに納なつ得とくするように何度も頷うなずく。

「うん、そうよね……なんで今まで気付かなかったのかしら……」

　次に長なが机づくえに置いてあった自らのスマホへと手をかけた。

「まず中等部のデータベースにアクセ───────」

「い、妹だけは勘かん弁べんして下さい！」

　俺は慌あわてて立ち上がり、先輩の目の前で両手を合わせた。

「そんな、勘弁だなんて」

　先輩はわざとらしく驚いた表情を作ってかぶりを振る。

「私、ただ大だい躍やく進しん中の新人アイドル天道使織ちゃんとお近づきになりたいなって思っただけで」

「なんでもう名前知しってるんですか⁉」

「売れっ子アイドルなんだから知ってても不ふ思し議ぎじゃないでしょう？　あと私もアイドルの友達欲ほしいなーって」

「そんな可愛かわいげのある理由じゃないでしょ絶対！　データベースにアクセスって間違いなく良からぬ手段で巻き込もうとしてる流れじゃないですか！　友達はデータいじって作るもんじゃないですよ！」

「まあまあ、細かいことはいいじゃない」

　先せん輩ぱいはいつも通りの笑顔を浮かべながら、続けた。

「どうせ反はん抗こうしても時間の無む駄だなんだから」

　生徒会という巨きよ大だい組織にたった一人で立ち向かう超ちよう人じん的バイタリティの持ち主は、さらりと言ってのけた。これはまずい。本ほん気きだ。

「お、お願いです！　妹だけは！」

　ここは土ど下げ座ざだ。土下座しかない。

　プライドの低い小しよう心しん者ものな俺おれにとって土下座なんてグラムいくらで大おお安やす売うり出来る。俺はヘッドスライディングよろしく、土下座の体勢のまま地べたにずしゃあっと滑すべり込むが……

「ってうあわわわっ⁉」

　目に映ったものを見て、すぐさまそこから飛び退のいた。

「な、なんで先輩ブルマ穿はいてないんですか⁉」

　上じよう半はん身しんに体操服ふくを纏まとっている先輩の下か半身に、あるべきはずの紺こん色いろの布ぬの地じは存在していなかったのだ。目に飛び込んできたのはなぜか波なみ型がたレースで縁ふち取どられたドレッシーな薄い水色のドット柄がらパンツ。

　またもしっかりばっちり見てしまった！

「あ、そうそう」

　先輩は今いま更さら思い出したかのように、もう一いち度ど体操服の裾すそをきゅっと下ろした。

「天てん道どう君はきっと体操服の裾すそから見えるブルマをガン見するだろうと思ってたから、そこで慌あわてふためかせようと思ってあえてブルマを脱いでおいたのよ。忘れてたわ」

「どういう計画ですかっ⁉」

「でも、これは丁ちよう度ど良く土下座封ふうじになったわね。これで私に土下座は通用しないはず」

「な、なにをバカな……」

「だって、対たい人じん交こう渉しようの最終兵へい器きである土下座を封じたのよ？　これはもはや勝利と言っても過か言ごんではないはず。天道君がもしこの敗はい色しよく濃のう厚こうな局きよく面めんを打だ破は出来る一いつ手てを打てるのならば、私も考えを改めましょう」

　こ、この状況を切り抜ければ妹に手を出さない……だと。

　なぜか唐とう突とつに正しよう念ねん場ばがやってきて、心しん臓ぞうが跳ねた。頰ほおを一ひと筋すじの汗がつたう。

　俺の高校生活がどうなろうとも構わないが、可愛い妹を巻き込むような事だけはあってはならない。なんとしてもここで食い止めなくては。

　とはいえ、俺おれは先せん輩ぱいのような行動力りよくも判はん断だん力も持っていない一いつ般ぱん人じん代表のような男子。残された手段なんてそれこそ土ど下げ座ざくらいしかなかったのだが……それが封じられたとなると───────ああっ、どうすればっ⁉

　ピンポーン……

　と、そこで俺の緊きん張ちようの糸をぶつ切るようにしてインターホンが響ひびいた。

「あら、依頼人にんが来たようね」

　先輩は入口付近へと駆かけていき、部屋に備え付けられたドアホンを取った。

　そして二ふた、三み言こと交わして受話器を元に戻すと、脇わきに備え付けられた機き器きを操そう作さする。上の非ひ常じよう扉とびらのロックを開けたのだろう。

「とりあえずこの話は後にしましょう。まずは依頼人の件が先よ」

　そう言いながら、先輩はジャージを穿はいた。

　……も、もしかして助かったのか？　いや、これはチャンスだ！

　この隙すきに使し織おりにメールでも打って、麒き麟りん堂どう先輩に近づかないように指し示じしておけばいい。中ちゆう等とう部ぶとはいえ、さすがにあの有名な麒麟堂先輩を知らないってことはないだろう。先輩が今から来る依頼人に応対している間に、背後でうまくメールを打てば……っ！

　よ、よかった。なんとかなりそうだぞ！

　俺が頭の中で算さん段だんを付けたところで、ちょうどドアがノックされる。

「どうぞ」

　先輩が返事をすると、目の前のドアがゆっくりと開いていく。おずおずと怯おびえながら入ってきたのは女子二人。制服から考えて中等部だ。

　その内の一人は、目を見張るような美少女だった。

　小さな背に艷つややかで長い黒くろ髪かみ、くりくりとした大きな瞳ひとみにすっきりとした鼻はな筋すじ……そう、とても見み覚おぼえのある────────────

「あれ？　……お兄にいちゃん⁉」
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　使織の声を遠くに聞きながら、俺はその場で卒そつ倒とうした。
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　今この青春革かく命めい部ぶの部室では二つくっつけた長なが机づくえで、四人が顔を突き合わせている。

　まず一つ目の長机には俺。そして隣となりにジャージ姿すがたの先輩。

　そして向かいの長机、俺の目の前には……何なん度ど見ても見み間ま違ちがいやそっくりさんじゃない────────妹の使織がいる。

「……使織、どうしてこんなところにいるんだ」

　俺は向かいにいる使織に、ぐいっと上じよう半はん身しんを近づけて迫る。

「こんないかがわしいところに来ちゃダメだぞ。ここは白はく桜おう台だいのスラム、掃はき溜だめみたいな所なんだから。使し織おりはこんな場所を知らずに日々を明るく健すこやかに過ごしていればいいんだ」

「天てん道どう君ったら。卑ひ下げしすぎよ」

　先せん輩ぱいは隣となりから笑って口を挟んでくるが……

「卑下ではありません。客きやつ観かん的てき事じ実じつです」

　俺おれはきっぱりと返してやった。

「いいか使織。朱しゆに交われば赤くなるという言葉がある。どんな人間でも、環かん境きようによって変わってしまうという意味だ。使織にはそうなってほしくない。なんの依頼をしにきたのかは分からないが、こういう場に足を踏み入れること自体が危険な事なんだ。だから、今すぐここから出ていきなさい。そして真まっ当とうな学生生活を謳おう歌かして欲しい。俺とは違って使織にはお天てん道とう様さまの下を堂どう々どうと歩ける人間になって───────────────」

「お、お兄にいちゃん。私は友達の付き添いで来たんだよ」

　使織はぱたぱたと手を振りながら否定した。

「付き添い？」

　使織の言葉を聞いて俺は使織の隣となり、先輩から見て正面にいる少女に目をやった。薄いクリーム色のロングヘアを持つ、気き弱よわそうな少女だ。

「友達……クラスメイトなのか？」

「うん。とっても仲良しなんだ」

　という事は、彼女もアイドル科なのだろう。なるほど。よく見れば顔立ちは淡たん白ぱくながらも整っている。そして漂わせる雰ふん囲い気きが静せい謐ひつで清い。華はなのある主役タイプではないが、全体を品よく見せてくれる……いわゆる脇わきで輝く娘こって感じだ。

「悩みを聞いて、どうしたらいいかを二人で考えて……これはもう青春革かく命めい部ぶに頼るしかないなって思ってさ。それで私も一いつ緒しよに付いてきたんだ」

「そ、そうだったのか……」

　てっきり俺おれは使し織おりが依頼してここへとやって来たものだとばかり……。

　いやまあ先せん輩ぱいの魔まの手が及ぶ可能性はばっちり残っているが……そこはなんとかして俺が死し守しゆするしかない。

「あなたが今回の依頼人にん、中ちゆう等とう部ぶアイドル科二年生の稲いな葉ば兎と夜よ子こさんね」

「はい……」

　先輩が尋たずねると、その稲葉さんは文字通り鈴すずの音ねのような声を発した。

「ではとりあえず、詳しいお話を伺いましょう」

「……………………」

　稲葉さんはやや間を置いた後、ためらいがちに口を開いた。

「……あの、先輩は『仮か面めん夜や会かい』というのを、ご存ぞん知じでしょうか？」

「もちろん。この学園のアングラな活動のほとんどは把は握あくしているから」

「『仮面夜会』？」

　俺は聞いたことない。なんか優美な響ひびきだけど……。

「校内で開かれる深夜のお茶会のことよ。アイドル科も普通科の生徒も関係なく入り交じり、仮面を付けてお茶とお菓か子しを添えて交流を楽しむの。白はく桜おう台だいの数ある裏うらイベントの中でも指ゆび折おりに健けん全ぜんでいて、最も長く続いているものよ」

　非ひ公こう式しきに行われる、アイドル科と普通科の交流会かあ。アングラってところがまた白桜台ならではのイベントだけど……。

「それって、普通科生せい徒とがアイドル科と仲良くなりたいから開かい催さいした、とか？」

「まあそういう思惑おもわくもあるでしょうけど、アイドル科も楽しんでるわ。アイドル科は通常の授業に加えてレッスンもあるし、寮りように帰れば厳きびしく管理された生活。息が詰まっちゃうもの。だから他と交流できる場所があるっていうのは貴き重ちようよ。お互いに違う世界のことをおしゃべりしてお茶をして……そういうのってストレス発はつ散さんになるからね」

「でも、なんで仮面なんかを付けるんです？」

「その場に集まってみんなで違い法ほう行為をしているわけだもの。参加している人間のプライバシーが守られるのは当然よ。弱みになりえる情報をお互いに所しよ持じしあっていたら、普ふ段だんの学校生活上じようで軋あつ轢れきを生じさせてしまうわ」

　おお、なるほど。

　仮か面めん夜や会かいとは予よ想そう以上に色々と考えられた会合であるらしい。

「それで、稲いな葉ばさんは……その仮面夜会の参加者だというわけね」

　先せん輩ぱいは話のラインを元に戻して、稲葉さんへ視線をやる。

「はい。もう私は何回か参加していて……その……」

　そして稲葉さんは頰ほおを赤らめながら、言葉の先を続けた。

「ぶ、文ぶん通つうを……してるんです」

「文通？」

「は、はい。仮面夜会で会って、手紙を交換する形で交流をしてるんです。私口くちべたで、上手うまく話せないから……こういうやり方がいいって思って……」

　文通とはまた古こ風ふうな上に奥おく手てだ。でもまあこの緊きん張ちよう気ぎ味みな会話を見る限り男子と面と向かって話すなんてとても無む理りっぽいだろうし、それはそれで賢けん明めいな案なのかもな。

「悪くない手ね。電子メールや郵便といった通信手段は生徒会によって検けん閲えつされる可能性があるから、直接の受け渡しって連れん絡らく手段としては一番安あん全ぜんだもの。それに清い交際って感じで私はとてもいいと思うわ」

　満足気げに先輩は頷うなずく。

「で、でも……その文通の……その人にもらった手紙の一通がどこかにいってしまって……」

　稲葉さんは、そこからだんだんと顔をうつむかせていく。

「もし生徒会に拾われたら…………文通相手に迷めい惑わくがかかってしまいます……だから絶対に手紙を見つけなくちゃって思って……」

「確かに……アイドル科の生徒が書いたラブレターなんていう物ぶつ品ぴんを生徒会が発見したら、おそらく大だい々だい的に捜そう査さが始まるでしょうね。やがて仮面夜会の存在も明るみになって会自じ体たいが摘てき発はつされる危険性もあるわね……」

　先輩は顎あごに手を当てながら予想を漏もらす。

「…………私のせいで、みなさんの交流の場を……仮面夜会を失うことになったら……わたし……わたし……っ」

　稲葉さんは耐え切れなくなったように、声を震わせる。話の内容からして軽かる々がるしく誰だれかに相談出来るようなものではない。おそらくずっと不安を抱えていたのだろう。

「なるほど……状況はよく分かったわ」

　先輩はふむふむと呟つぶやきつつ、何度か頷いた。

「青春革かく命めい部ぶとして、仮面夜会という貴き重ちような反はん生徒会活かつ動どうの場がみすみす潰つぶされるのを黙だまって見ているわけにはいかないわ……この依頼、受けましょう」

「あ、ありがとうございますっ！」

　稲葉さんは、その言葉を聞いてこちらに涙を溜ためた瞳ひとみを向けた。

「では、手紙がなくなった状況を詳しく教えてもらえるかしら」

「はい。その手紙は───────────────」

　そのまま先せん輩ぱいと稲いな葉ばさんの話に耳を傾けようと思ったところで……

「お兄にいちゃん」

　唐とう突とつに使し織おりから小さく声がかかり、行動を阻そ害がいされる。

　内ない緒しよ話ばなしか？　行ぎよう儀ぎが悪いなあなどと思いつつ視線をやると……使織の周囲にはなぜか暗あん雲うんがずももももと渦うずを巻きつつある。

　あ、まずい。これは使織が不ふ機き嫌げんな時の兆ちよう候こうだ。

「な、なんだ使織？」

　俺おれは横の二人の邪じや魔まにならないよう、小こ声ごえで返答する。

「お兄ちゃんさ……どうして青春革かく命めい部ぶに入部したの？」

「どうして……って？」

「だって、教室の隅すみっこで編み物してるのがお似に合あいの草そう食しよく系けい男子であるお兄ちゃんが、白はく桜おう台だいの火か薬やく庫こと言われてる青春革命部に入るのは……どう考えても変だもん」

　俺を見つめてくるのはこの上なく真剣な瞳ひとみだ。こりゃあ選択肢しを間違えると使織の機嫌を一気に損そこねてしまうな……。

「えっと、まあ……なりゆきで」

　腑ふ抜ぬけた答えだが間違いではない。というか事実だ。最も正確に俺の現状を表している。これ以上うまい答え方が俺には見つからないほどだ。

「……ふうん？」

　使織は疑わしげなため息を漏もらして、じろりと先輩を見やる。

「……もしかして、あの麒き麟りん堂どう先輩の美び貌ぼうとスタイルに見とれてほいほい付いていっちゃったとかじゃないよねえ？」

　言われてちょっとドキッとした。

　思い返してみれば、部ぶ活かつ掲けい示じ板ばんの前で声をかけられて美人だなあとか思いながらふらふら付いていったのが発ほつ端たんだった。

「そ、そんな事あるわけないだろ」

「ホントにぃ？　なーんか先輩体たい操そう服ふくとか着てるし、アヤしいんだけど……」

　ぐっ、相変わらず鋭い！

「お兄ちゃんがそういう、なんていうか、その、いかがわしい事してるなら、私が妹として止めないといけないと思うし……」

　使織はまるで自分に言い聞かせるようにしてうんうんと頷うなずいている。

　うーむ、こりゃさっきまで先輩がブルマなしで体操服着きてたなんて知られたら、ブチ切れかねないな……。

　ここは……ごまかすしかない！

「なんだ。そのー、使し織おりの方こそ稲いな葉ばさんと仲が良いみたいだけど……まさか、その仮か面めん夜や会かいなんて怪あやしげなもんに参加してないだろうな？　生徒会は厳きびしいし、見つかったら大変な事になるんだからな」

　友達の付き添いとしてここに来るまではまあいいとしても、仮面夜会とやらの参加はやっぱり危険すぎるからな。兄としてまともな注意だろこれは。うむ。

　そこですぐに勢いに任せた反はん論ろんがやってくるかと思いきや……

「そ、ソンナコトシテナイヨ？」

　使織は自らの人ひと差さし指ゆびをつんつんと合わせながら、俺おれから視線を逸そらし、なんともわざとらしい口く調ちようで答えた。

　こ、これはもしや─────────────っ⁉

「まさか参加してたのかっ⁉」

「つ、付き添いとして最初の一回に参加しただけだよ！　だって、友達としてほっとけなかったんだもん……」

「お、おま……っ！」

　い、いやちょっと待て待て！　俺は釘くぎを刺すために言っただけなのにマジだったのか！　まさかこんな展開になるとは…………っ！

「使織！　今こん後ご仮面夜会に参加するのはやめなさい！」

「えーっ⁉」

「えーじゃない！　そんな危険で非ひ合ごう法ほうな活動での参加、お兄にいちゃんは絶対に許しません！」

「じゃ、じゃあお兄ちゃんが青春革かく命めい部ぶに入ってるのはなんなの⁉　そっちだって危険で非合法な行為をしてるじゃん！」

「お、お兄ちゃんはいいんだよ！」

「なにそれ！　どうせえっちな理由でここに入部したんでしょ！　お兄ちゃんのバカ！　ヘンタイ！　やっぱり私が見張ってないとお兄ちゃんはダメダメなんだから！」

「ち、違う！　そういう変な理由じゃないって！」

「私だって変な理由じゃないもん！　お兄ちゃんが青春革命部に入ってるなら、私もなにしようと自由のはずでしょ！」

「と、とにかくダメなものはダメ！　父とうさんや母かあさんに頼んでここに入ったのは、アイドルになるためだろ？　だったらそのための努力に専せん念ねんしなさい！」

「うっ……そ、それは……」

　両親を持ち出すのはややずるいかもしれないが、ここで畳たたみ掛けるしかない。

「いいか？　仮面夜会への参加は禁止！　これはお兄ちゃん命令だぞ！」

「はいはい。兄妹喧げん嘩かはそこまで」

　そこでぱんぱんと手を叩たたいて割り込んできたのは先せん輩ぱいだった。

「とりあえず手紙の捜そう索さくは、さっき言った通りとある筋すじに依頼しておくわ。あっちの方が色々なところに顔がきくから。なにか分かり次し第だいこちらから連れん絡らくするわね」

「は、はい、お願いします」

　稲いな葉ばさんは正面の先輩に頭を下げている。

　どうやら俺おれと使し織おりがやりあっているうちに依頼の話は片付いてしまったらしい。なんか場がなんとなく撤てつ収しゆうの流れになってるし。

　いやいやしかし、そっちの話はまとまってもこっちは絶ぜつ賛さん継けい続ぞく中ちゆうだ。

「先輩、俺は使織に今いま大事な話をしていてですね……」

「それはまた今度にしてあげてちょうだい」

　先輩は穏おだやかな口く調ちようで俺の言葉を遮さえぎると、スマホをすっと見せてくれた。時刻はそろそろ夕方の四時になろうというところだ。

「二人はアイドル科なんだからレッスンがあるでしょう？　そろそろ戻らないと間に合わなくなっちゃうわ」

　む、そういうことか。確かにレッスンがあるとなると、ここに引き留めておくことは出来ないな。くそう、仮か面めん夜や会かいの参加厳げん禁きんについてのお説せつ教きようはまだ終わってないのに……。

「さあ、アイドル科の本ほん分ぶんはレッスンよ。がんばっていってらっしゃい」

　そして先輩は穏やかな表情で使織と稲葉さんの背中を見送っており────────俺だけはどこか釈しやく然ぜんとしないまま、その三人を部室の奥から見つめていた。







　使織と稲葉さんが立ち去り、扉とびらが閉まると部室には静せい寂じやくが戻ってきた。

　うーむ………………いや、まいった。

　まさか使織が仮面夜会とやらに参加しているなんて思わなかった。

　使織がアイドルになりたいと両親に頼み込んで、難なん関かんと言われる白はく桜おう台だいアイドル科の入学試験をパスし、見み事ごと入学式を迎えたのが約やく一年前。以来、俺がここに入学する今の今まで真っ当にアイドル科のレッスンに励はげんでいるものだとばかり思っていたのに……。

「想そう像ぞう以上に元気いっぱいな娘こなのね、使織ちゃんって」

　楽しげに笑いながら先輩はこちらへとやってきた。そして俺の正面の席に着きながら、机の上の書類などを片付け始めている。

「天てん道どう君どうしたの？　がっくりうなだれちゃって」

「いや、ちょっと仮面夜会の件がショッキングすぎて……」

　俺は視線すら向けられないまま、言葉だけを返す。

「妹さんが仮面夜会に参加していた事？」

「ええ……」

　もはや俺おれの頭の中はその事でいっぱいだった。

　一応メールでも釘くぎを刺しておいたから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、なんか綻ほころびを一つでも見つけるとどうでもいいことまで勘かんぐって色々と気になり始めてしまうな……。

　ううむ、なんかもやもやする……。

「まあ、確かに才さい色しよく兼けん備び、品ひん行こう方ほう正せいな妹さんだもの。まかり間違って生徒会に捕つかまるような事があっては経けい歴れきに傷が付いてしまうし」

「その通りですよ。あいつは自分の価か値ちを軽んじてます」

　俺は力強く頷うなずく。

「それにアイドルとしても優ゆう秀しゆうよね。うちの中ちゆう等とう部ぶアイドル科に入学以い来らいかなりの好こう成績を修めて一年しないうちにアイドルデビュー。しかも今度はユニットを組みＣＤデビューも予定されているとか……」

「そう。順じゆん調ちようなんです」

　だからこそ、危ない事に首を突っ込んで欲しくはないのだ。

「それにデビューは学生アイドルの登とう竜りゆう門もんとも言われるティーンズファッション誌『スイートスクール』。スタイルはスレンダー系けいとしてはなかなかのものね。スリーサイズを確かく認にんする限りおっぱいは小さめだけど、それはこれから期待すればいいし」

「え、ええ……そうですね……」

　あれ？　スリーサイズなんてどこにも掲けい載さいされていなかったような気が……胸が小さいことを気にしていたって事は母かあさんから聞いたことがあるけど……。

「それに明るくて元気で人ひと柄がらもよし。弱いものを引っ張っていくリーダーシップの持ち主ってやつかしら。幼よう少しようの頃からハニーちゃんというコーギーの面めん倒どうをよく見ていた事から、やはり天てん性せいの世せ話わ好ずきなのかもしれないわね」

　え、なんでうちの犬の名前……知って……

「勉強も頑がん張ばってるって聞くし、学年でトップ10に入るほどの秀しゆう才さい。その上うえ陸上競きよう技ぎも得意で、短たん距きよ離り百メートル走では県けん内ない中学女子で第七位に入るほどの記録を出したこともあるって。まさに文ぶん武ぶ両りよう道どうね」

「………………」

「既き往おう歴れきもなし。健けん康こう状態も良好そのもの。幼い頃は喘ぜん息そく気ぎ味みだったけれど、それはただの小しよう児に喘息で成長とともに克こく服ふくできた程てい度どの軽いもので──────」

「あ、あの……」

　よどみなくつらつらと情報をつぶやき続ける先輩の言葉に、俺は口を挟んだ。

「ん？　なにかしら？」

「ど、どうしてそこまで妹の事を……？」

　意味が分からなかった。興こう信しん所じよやスパイじゃあるまいし、プライベート含めてなぜここまで使し織おりの事を調べているのかが全く分からない。

　考えられる可能性としては……

「────────はっ⁉」

　その瞬しゆん間かん、俺おれの頭の中に瞬しゆん時じに悪い予想がむくむくと膨ふくらんできた。

「ま、まさか先せん輩ぱいは使織を入部させるために既すでに情報収しゆう集しゆうを……？」

　そうそう、そうだよ！　先輩は使織を青春革かく命めい部ぶに入部させたいとかなんとかって物ぶつ騒そうな事をさっき言ってたじゃないか……っ！

　不ふ覚かくにも一番身み近ぢかにいる最大の要よう注意人じん物ぶつを忘れるところだった……っ！

「んー？」

　そこで先輩はわざとらしく小こ首くびを傾かしげる。

「私、使織ちゃんを青春革命部に入部させたいなんて、一ひと言ことでも言ったかしら？」

「っ‼」

　やられた！　これ先輩の大だい得とく意いなパターンだったんだ！

　それじゃあ、さっき俺が必ひつ死しで抵抗したり土ど下げ座ざしたり慌あわてふためいていたりしたのは一体なんだったんだ。一人で勘かん違ちがいしてあたふたしててアホみたいだったぞ……。

「もう、天てん道どう君は勘違いさんね♪」

　そう言いながら、先輩は俺の頰ほおを人ひと差さし指ゆびでふにふにとつつく。

「…………」

　普通にやられたらいらっとくる行為だが……相手はこの麗うるわしき麒き麟りん堂どう先輩である。微び妙みように悪い気がしないとか感じちゃってる辺り俺ももはやどうしようもない。

「じゃ、じゃあ先輩がそこまで使織の情報を知ってるのは……」

　先輩は俺の言葉の先を理解しているかのように頷うなずいた。

「ええ、もちろん理由があるわ。ここらでネタばらししましょうか」

　そう言いながら先輩は机の上に写真を扇おうぎ状じように広げて置いた。

「これは仮か面めん夜や会かいでの写真よ。撮とるのに苦労したわ」

　デジカメを夜景モードにでもしていたのか、写真は白黒だった。しかし人物や背景などは問題なく認にん識しき出来る。

　その数枚の写真の中央に写っているのは仮面を付けた男子生徒。顔の上うえ半分を覆おおう……これは『オペラ座の怪かい人じん』の仮面だ。その仮面には亀き裂れつのような傷が入っている。少し珍めずらしいデザインだな……。

　それを身に付けているのはいわゆる中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの男子で、特にこれといった特とく徴ちようはない。

「この傷きず仮面の男子が……どうかしたんですか？」

「天道君、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ」

　先せん輩ぱいが次に見せた表情は今までのような柔やわらかなものではなく、氷ひよう点てん下かにも達するかというほどに冷ややかなものだった。

「使し織おりちゃんはこいつに狙ねらわれている可能性がある」

「使織が……狙われている？　え、ストーカーって事ですか？」

　予期していなかった不ふ穏おんな言葉に、俺おれも思わず顔をしかめる。

　アイドルという職業にはやはり厄やつ介かい事ごとがつきものだ。

　巧こう妙みような手段を駆く使しする盗とう撮さつ、リアルとネットを問わない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しよう、行き過ぎたコレクター意識が起こす私し物ぶつ盗とう難なん、プライバシーを無む視しした私し生活のパパラッチ────────その中でもストーカーというのは定てい番ばん中の定番であり、同時にタチの悪いものだ。

「今のところ実じつ害がいはないわ。ただその兆ちよう候こうがある……と言った方が正しいかしら。まあ、これ以外にも容よう疑ぎのある怪あやしい奴やつなんだけどね……」

　先輩は両腕うでを机の上に乗せてから、姿し勢せいを正して話を始めた。

「まずは順を追って話しましょう。彼は仮か面めん夜や会かいの参加者なんだけど、特におかしな行動や迷めい惑わく行為をする事はないの。ただ生徒達と交流をせずに、うろうろしながら参加者達の観察に徹している。まるで参加しているアイドルを入にゆう念ねんに品しな定さだめしているかのように。どうも怪しく感じて調べていたら───────これが予よ想そう以上に厄やつ介かいな奴でね」

「厄介、ですか」

「この男子生徒をいくら探っても……その正しよう体たいが摑つかめなかったのよ。名前も学年も学科もなにもかも。分かったのは仮か面めん夜や会かいに時とき折おり出しゆつ没ぼつするという事くらい。それ以外は全くの謎なぞ。こんな事こと初めてだわ……」

　あれだけ使し織おりに関しての情報を収しゆう集しゆうできた先輩でもその正体が探れないとは……それは確かに奇き妙みような話だ。

「そしてなんの手がかりも得られないままで八はつ方ぽう塞ふさがりな時、稲いな葉ばさんとともに使織ちゃんが仮面夜会に参加した。そしてその時、この傷きず仮面の男子は使織ちゃんに興きよう味みを示したの。今まで品しな定さだめに徹していた彼が、ターゲットを見つけたかのように」

　そう言って、先輩は先さき程ほど机に置いた写真をずらしてその全体を見せてくれた。

「！」

　それを見て、ぞっとした。

　傷仮面の男子は必ずある方向を向いていて、その視線の先には必ず使織がいたからだ。ここに置いてある写真すべて、一つの例外なく、傷仮面の男子は使織を見つめていたのだ。

　それぞれの写真は撮とった時間も机の位置も、周囲の状況もまるで違う。それにも関わらず視線が常に一いつ定ていであるということは────────

　つまり、参加中ずっと使織の事を見つめていたってことか……？

「少し、嫌いやな予よ感かんがするの……」

　先せん輩ぱいは自らの体を軽く抱きしめた。その顔にはいつもの柔やわらかな笑顔は浮かんでおらず、不安によってただ曇くもっている。

「………………」

　先輩のこんな顔を見るのは、初めてのような……。

「……あの、先輩。さっき言ってた傷きず仮か面めんの男子の他の容よう疑ぎっていうのは……？」

　俺おれはちょっと重い雰ふん囲い気きを振り払うためにも、先輩が先ほど口くち走ばしっていた情報を思い出して尋たずねることにした。

「ああ、それはまた別べつ件けんでね」

　先輩ははっとしたように気を持ち直すと、俺へと視線をくれた。

「最近、仮面夜や会かいの参加者が生徒会によって不ふ当とうに逮たい捕ほされている事件が続いているの。仮面夜会では仮面を被かぶってそれぞれの秘密を厳げん守しゆしているにも関わらず。こういう事が起きるってことは……内ない通つう者がいる可能性があると思ってね」

「内通者、ですか？」

「ええ、傷仮面の男子が一枚嚙かんでいるかもしれないわ。ほら、彼は仮面夜会で参加者を観察する事をずっと続けていたわけでしょう？　だったら、そこから身み元もとを割り出して生徒会へ情報を流して報ほう酬しゆうを得ている……とか、そういう可能性が考えられるから」

「確かに。それはそれで辻つじ褄つまは合いますね……」

　この傷仮面の男子は行動自じ体たいが怪あやしい上に、その正しよう体たいも探れないときているのだ。疑ぎ惑わくがあれば自然と重なっていってしまうものなのだろう。

　火のないところに煙は立たぬって言うしな。

「使し織おりちゃんへの関心、生徒会への内通行為……どっちにしろ、現状じゃただの疑惑にしか過ぎないわ。だけど詳しく調べようにも傷仮面の男子に関わる全てが不明。なんというか……彼にはなにか深い背景があるみたいに感じられる。私でも容よう易いには探れない、なにかが」

　先輩は大きな瞳ひとみで俺をまっすぐ見つめてきた。

「だから、私はこの傷仮面の男子の正体を暴あばきたいと思っている。そして目的を知りたい。そのために、明日あしたの夜に行われる仮面夜会でなんとか彼を確かく保ほしたいの。これを青春革かく命めい部ぶの次なる活動目的にしたいんだけど……どうかしら？」

　なるほど。

　話の大まかな事情はつかめたぞ。そして答えだってもう決まったようなもの。

「それは、もちろん賛成です」

　俺は大きく頷うなずいた。

　その傷仮面の男子がストーカーだったとしても、生徒会への内通者だとしても、どっちにしろ使織に関心を寄せたって事は危き機きが迫っていることに変わりはない。

　青春革命部としての理り念ねんとかはいまだにピンと来ないままだけど、使織を守るために動くのならば望むところだ。疑問を挟む余よ地ちもない。

「よかったわ。家族が協力的っていうのはやはり心強いもの」

　先せん輩ぱいは満足したように続ける。

「まだ被ひ害がいはないけれど、ストーカーは周囲の協力を得ることがまず何よりも大事よ。特に家族のね。白はく桜おう台だいアイドル科の生徒は全員寮りよう住ずまいでしょ？　相談したくても出来ない事もあるでしょうし、天てん道どう君にはその辺の協力を頼みたかったの。もしもの時の保険としてね」

　そう言ってぱちりとウインクをしてきた。

「……あ！　もしかして、俺おれをこの部に引き入れたのって……」

「ご明めい察さつ。使し織おりちゃんの事を調べていたら今年からお兄にいさんが入学するっていうからね。これは強力な味み方かたとして引きこんでおきたいと思って」

　────────ってことは……

　じゃあつまり……あの部ぶ活かつ掲けい示じ板ばんの前で手しゆ芸げい部ぶを装って声をかけてきた時点で、先輩は既すでに俺を使織の兄として認にん識しきして行動していたってわけか。そして、使織のストーカーに関してのケアを考えて俺を部に勧かん誘ゆうした……。

「────ははぁ～……」

　感心したような、呆あきれたようなため息が出てしまった。今までのすべては先輩の掌しよう中ちゆうだったというわけか。

　常に二に手て、三さん手て先さきを行動してる人だとは思ったけど、そこまで計算済ずみだったとは……。

「なんか……まさに釈しや迦かの掌てのひらの上の孫そん悟ご空くうって気分……」

「でも、天道君がこの部に入ったのは私の策じゃないわ。あなたの意い思しよ」

「え？」

「だってそうでしょう？　私は天道君に声をかけて判はん断だん材料を渡しただけ。決けつ断だんしたのは天道君だわ」

　そう言われてつい先日の事を思い出す。家庭科室で逆さかさ吊づりにされた時から幽ゆう閉へい室しつでの脱だつ出しゆつ劇げきに至るあの流れを。

　まあ確かに先輩は事件の中心になっていたあの写真を俺に渡してきただけで、思し想そうを誘ゆう導どうするような事はしなかったな……決定的なところは俺に任せてたっていうか……。

「天道君が妹さん想いで、なおかつ真実を見み極きわめる目を持っていたからこそ、私はあなたを青春革かく命めい部ぶに誘ったんだもの。信しん頼らい出来ない人にそうやすやすとうちの部の敷しき居いをまたがせたりしないわ」

　そ、それはえーと、多少なりとも俺はこの先輩に認められているということ、なのか……？

　……なんか、それはそれでちょっと嬉うれしいかも…………。

「それに、今日きよう使織ちゃんがやってきたのはさすがに偶ぐう然ぜんだったもの。私は本当にただ稲いな葉ばさんの依頼を聞くだけのつもりでいたから」

　先せん輩ぱいはそう言って、ぐっと伸びをしながら立ち上がった。

　時計を見ると、もう五時を大きくまわっていた。なんだかんだ話し込んでしまったようだ。

「とりあえず今日きようはここらでおしまいにしましょう。目的は決まったわけだし、明日あしたは仮か面めん夜や会かいに関しての段だん取どりを色々確かく認にんね」

「分かりました」

　そう返事をして、俺おれも自らの椅い子すから立ち上がった。

　明日は色々と動くことになりそうだな。
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　そして翌よく日じつの放課後ご。

　俺と先輩は第三音おん楽がく室しつへ向かっていた。

　第三音楽室は仮面夜会の行われるまさにその会場。今こん夜や行われる仮面夜会に備え、その内部を把は握あくしておくために下見しにきたというわけだ。

　場所は高こう等とう部ぶ普通科の校舎、五階の隅すみ。

　もちろん特別教室なので鍵かぎはかかっているのだが、先輩にそういう当たり前の常識は通用しない。手持ちの鍵であっさりと解かい錠じようしてくれた。そういえば手しゆ芸げい部ぶを装って第二家か庭てい科か室しつに入った時も造ぞう作さもなく鍵を開けていたな……まあこの先輩の場合、白はく桜おう台だいに存在する鍵を全て入にゆう手しゆしていてもおかしくはないか。

「ここですか……」

　俺は中に入って教室を見渡す。

　第三音楽室はゆうに二クラス分の生徒を収しゆう容ようできるのではないだろうかってほどの広さを持った教室だった。俺の声が無む駄だに反はん響きようするほどに。周囲に部ぶ活動をしている教室もないし、誰だれかに聞かれる心配もないだろう。

「アイドル科が歌か唱しよう練習に使うこともあるし、ダンス練習にも使用される特別教室なの。普ふ通つう科か校舎の中でもお金かかってて豪ごう華かなのよね」

　いかにも高級そうなグランドピアノに五ご線せん譜ふの描かれたスライド式の黒こく板ばん、シャンデリアの吊つるされた高い天てん井じよう、きれいに磨みがかれたフローリング、窓の外には大きく張り出したバルコニー…………なるほど、確かにどこぞのお姫ひめ様や貴き族ぞくがドレス着て社しや交こうダンスでも踊ってそうなインテリアだ。

「まあ教室の構こう造ぞうはいたって普通のものよ。出で入いり口ぐちは普通に前と後ろの二つ。五階だから外からの侵しん入にゆうや脱だつ出しゆつは不ふ可か能のうと考えていいわ」

　先を歩く先輩の説明を受けながら、俺は教室を見回して把は握あくする。

「ん？」

　そこで俺おれの目に入ったのは、黒こく板ばん横の窓付近に設置されている長方形の物体だ。

　それは壁に埋め込まれていていわゆる見た目は屋内消しよう火か栓せんみたいなものだが、表面に赤字で緊きん急きゆう用ようスライダーと書かれてある。ああ、緊急用スライダーって滑り台のことか。幌ほろみたいなものを筒つつ状じようにしてその中を滑り落ちていく感じのやつ。着ちやく地ち地点に広げるためのマットとかも内蔵されているためか、結構なでかさだ。そういえば教室の後ろにも似たものが─────

「いいところに目をつけたわね」

　俺の行動を見ていたのか、先せん輩ぱいが声をかけてくる。

「いいところ？　あっちにあるのはただの消火栓じゃ？」

「いいえ。消火栓に見せかけた、仮か面めん夜や会かい参加者のための脱だつ出しゆつ用ようスライダーよ」

「え？　……あれも、スライダー……？」

「ええ。いつ生徒会のガサ入れが入るか分からないんだから、迅じん速そくに逃げられる専用の脱出路はしっかり確保しておかなきゃ。消火栓に偽ぎ装そうしておくと意外とバレないものよ」

　そりゃあ確かに非常用に設置されているものをいちいち怪あやしんで探るような奴はいないだろうからな。しかしなんというかまあ……用意周しゆう到とうなことだ。

「そういえば、仮面夜会はこういう机とか椅い子すとかはそのまんまでやるんですか？」

「お茶菓が子しと紅こう茶ちやを置いておくために、机はいくつか点在させる程てい度どかな。ほら、雰ふん囲い気き作りって結構大切だから」

　なるほど、夜会と名がつくだけの体てい裁さいは整ってるってことか。

「なんか準備も大変そうですね、人に隠かくれてやらなくちゃいけないわけですし」

「そうでもないわ。仮面夜会の主しゆ催さいがローテーションを組んで準備を行っているし、月に三回程度の開かい催さいだから」

「へー……」

　てっきり俺は皆みなが皆生徒会に虐しいたげられるばかりの学校生活を送っているものかと思っていたけど……意い外がいだ。青春革かく命めい部ぶほど攻こう性せいではないにしろ、細々とした形でこういう風ふうに生徒会に背そむくような活動を行なっている集団がいるんだなあ。

　いやあ、それにしても……

「先輩……めっちゃ詳しいですね」

　さっきからさらさらと回答してくれる先輩を見やる。

「だって、仮面夜会の主催者の一人は私だからね」

「えっ」

「革命を志こころざすものとして、校内の様々なアングラ活動にはちゃんと嚙かんでおかなきゃ。重要な情報収しゆう集しゆうの場だもの」

「せ、精せい力りよく的ですね……」

「もちろん」

　うーむ、なんというかどこまでも底が知れない人だな……。

　そんな事を考えつつ普通の教室よりもややどっしりした机の列を通っていると、その机の上に一つのなんとも音楽室らしい物体を見つける。

「リコーダーだ」

　音楽の授業では誰だれしもが使った経験があるだろう、ソプラノリコーダーが革かわのケースに入って放置されていたのだ。

　手にとって名前欄らんを見ると中ちゆう等とう部ぶの女子。おそらく忘れ物だろう。

「やだ、天てん道どう君たら」

　なぜかそこで頰ほおを赤らめる先せん輩ぱい。

「？　なにが嫌いやなんですか？」

「変な想そう像ぞうして。ダメよ。持ち主に失礼だわ」

「いや、リコーダーの忘れ物を発見しただけなのにいきなり『変な想像するな』って突っ込んでくる方がものすごい失礼だと思うんですが……」

「だって、私には感じられたもの。今ここで中等部女子が習っているであろうエーデルワイスを吹いておいて、今こん後ご学校でエーデルワイスが聞こえるたびに『ああ今、中等部の女子があの時俺おれが吹いた笛ふえで同じ曲を吹いているんだな……』って一方的なシンクロニシティを押し付けたいっていう天道君の滲にじむような欲求が」

「なんですかその歪ゆがんだフェチズムは⁉　変な想像してるのは先輩の方じゃないですか！」

「じゃあ……中等部女子が三年間きっちり使いきったソプラノリコーダーを譲ゆずり受けてきちんとその下の代の中等部女子に代だい々だい託していって、数十年かけて中等部女子の柔やわらかい唇くちびるのみが触れたソプラノリコーダーを作りたい……とかそういう妄もう想そうしていたとか？」

「計画があまりに遠えん大だい過ぎてむしろ禍まが々まがしくないですかそれ⁉　よくリコーダー一本でそこまで思いつけますね！」

「だって、天道君のイタズラ心が私に伝わってくるんだもの」

　もじもじしながら先輩。

「自分の妄想を人のせいにしないでください！　僕は全く一いつ片ぺん足たりともそんな常じよう軌きを逸いつした妄想をした事はありませんよ！　思いつくのはせいぜい普通のイタズラくらいです！」

「普通のイタズラ？」

「そうですよ！」

「普通のイタズラ……うーん……」

　先輩はそこでなぜか腕うで組ぐみをしてしばらくうーむと唸うなる。

　そして観かん念ねんしたように尋たずねてきた。

「女子のリコーダーを見つけて行う普通のイタズラって……なあに？」

「えっ」

「私分わからないわ。ねえ、男子って女子のリコーダーを見つけてイタズラをするとしたら……普通は一体どうするの？」

　予想だにしていない、まさかの返球だった。

「そ、それは……」

「教えて、天てん道どう君」

　……そりゃ口をくっつけるところに自分も唇くちびるを付けるとか、舐なめたりとか、ひどい奴やつだと自分のリコーダーと交換したりするとか…………まあ考えられる普通ってそうだよな……。

　い、いやでも女子の前でわざわざこれ説明するの？　改めて？　な、なんかそれはそれですごい恥はずかしいんだけど……。

　というか……

「……先せん輩ぱい、分かってて言ってるでしょ……？」

　あんなすさまじく奇き妙みようで突とつ飛ぴなフェチズムを思いつく人が、リコーダーという誰だれもが接する機き会かいのある道具についての一般的なフェチズムを理解できないわけがない。ましてや麒き麟りん堂どう先輩のことだ。俺おれにわざわざそういう言葉を言わせて困り果てるリアクションを見たいとか、そういう目もく論ろ見みに決まってる。目的が透すけて見えるようじゃないか。

「そうでしょ？　また面白がってるだけですよね……？」

「本当に分からないから聞いてるのに……私のこと、疑うの？」

　先輩は少し悲しそうに首を傾かしげる。

「ぐっ」

　美人はずるい！　こういう時に情じように訴えかけてくるなんて！

「ね、天道君の口から事こと細こまかに聞かせて……女子のリコーダーを見つけて、どういう風ふうにイタズラするのか────────────────」

「もー、音楽室に忘れ物するなんて」

「ごめんごめん」

　そこで教室の外から声が聞こえた。

『‼』

　俺と先輩は即そく座ざにお互いの顔を見合わせた。

　それは少女の声だった。そう、ちょうど中ちゆう等とう部ぶくらいの女子の……。

「こ、こっちに近付いてません？」

「まずいわ。隠かくれましょうっ」

　俺達はすぐさま教室の後部へと走っていき、掃そう除じ用具箱ばこの中へと飛び込んだ。ばたんと掃除用具箱が閉じる音と、がちゃりと第三音楽室の鍵かぎが解かい錠じようされる音はほとんど同時だった。

　続いて扉とびらが開いていく音が教室に響ひびく。

　ぎ、ギリギリセーフ！

「今度アイスおごるからさー」

「ダブルね。チョコミントとストロベリーチーズケーキ」

「おっけーおっけー」

　そんな会話をしつつ、女子はこの教室へと入ってきた。用具箱ばこの隙すき間まから覗のぞく限り入室してきたのは二人。

　ううむ、なんというタイミングの悪さ……。

「まいったわね……」

　掃そう除じ用具箱の中、先せん輩ぱいは声を潜ひそめながら呟つぶやく。

「天てん道どう君をからかうのに夢む中ちゆうになりすぎたわ……」

「や、やっぱりからかってたんじゃないですかっ」

「まあまあ。今は静かにしていましょう」

　先輩は人ひと差さし指ゆびを口くち許もとに当て「しーっ」と言いながら、俺おれを見つめる。その「しーっ」と漏もれてきた冷たい吐と息いきが頰ほおに感じられて、そこで顔と顔の距離の近さを認にん識しきして、思わず心しん臓ぞうが跳ねた。

　……な、なんていうか……近い……近すぎる。掃除用具箱が狭いこともあって、もう相手の鼻はな先さきがすぐ近くだ。こ、こんなに近くで先輩を見るのは初めてだな……。

　瞳ひとみの大きさ、鼻の高さ、まつげの長さ……こんなに間ま近ぢかで見ても、全く劣った部分が見つからない。すごすぎる。なんつーか……本当に人形みたいだ。

　新しん雪せつのような肌はだの白さときらきら輝く白はく銀ぎんの髪かみとが相まって、まるで不ふ純じゆん物ぶつのないファンタジー世界の純じゆん粋すいな結けつ晶しようとかで人じん体たいが構成されてるんじゃないかってほどに。

　それに先輩の甘やかな香りが漂ってきて……なんだか、不ふ思し議ぎな気分になってくるっていうか……二人だけの息いき遣づかいで用具箱の中が満たされているっていうか……あれ、なんだろう……胸の高鳴りがずっと止まらないや……。

「あれー？　ここに忘れてきたはずなんだけどなー……」

「リコーダーだよね？　机の中とかじゃないの？」

「うーん、探してるんだけど見つからなくて……」

　中ちゆう等とう部ぶ女子二人は困っているようだ。

「あの二人はさっきのリコーダーを探しているようね。でも、それなら机の上にあったからすぐ見つかるはずだけど……」

「あの……」

　俺は先輩の言葉に答えるような形で、今いま自分が手に持っているソプラノリコーダーをそっと目の前に掲かかげた。

「……どうして持ってきたの？　まさか本当にリコーダーにイタズラを────────」

「先輩が長々と絡んでくるから、手放すタイミングがなかったんですよ」

「人のせいにするなんて」

「事実です。そもそもなんで隠かくれたんですか？　隠れる必要なくないですか？」

「ここは特とく別べつ教室よ。本来は鍵かぎがないと入れない場所なんだから怪あやしまれるわ。仮か面めん夜や会かいを今夜に控えた今、生徒会に通つう報ほうされるのは避けるべきよ」

　うーむ、なるほど。

　こりゃ長なが丁ちよう場ばも覚かく悟ごして立ち去るのを待つしか────────

　ヴーっ！　ヴーっ！

『⁉』

　まるで俺おれの思惑おもわくを破は壊かいするかのようなタイミングで携けい帯たいが震えた。音おん源げんは先せん輩ぱいのポケットからだ。

「まずいっ」

　先輩は素す早ばやくポケットに手を入れて音を消す。

　だが、その時に先輩の肘ひじがモップの柄えにぶつかってそのまま先輩の背後へと倒れこんでいくのが見えた。先輩もモップに気づくが、その体勢じゃ間に合わない！

　ここは俺がっ！

　俺は先輩にぐっと近づいてモップへと手を伸ばしてなんとかキャッチに成功！　しかし同時にバランスを崩くずしてしまい──────────俺はそのまま先輩の豊ほう満まんな胸の谷間へと顔面からダイブしてしまった。

[image: ]

「っ！？！？？」

　ぽよぽよっとした柔やわらかな感かん触しよくが、俺おれの顔を包み込む。

「ナイスよ天てん道どう君」

　そして先せん輩ぱいは両腕うででぎゅむうっと俺の頭ごと抱きしめてきた。

　胸が！　感かん触しよくが！　先輩のお、おっぱ……っ！

「動かないで。音で気付かれる」

　そ、それはもちろんです！　むしろずっとこのままでもっ！

　さっき先輩が人形みたいだって表現したけど、それは訂正しなければ！　こ、こんな柔やわらかであったかくてもふもふ出来る感触を持った人形がいるわけない！　うわなんだろうすげえいい匂においがする！　ずっとくんかくんかしてたい！　胸いっぱいに深しん呼吸したい！　いや、さすがにそれは状況と人じん道どう的な意味ではばかられるが！

「あれ？　今なんか音しなかった……？」

「そう？」

「いや、確かに聞こえたよ。携けい帯たいのバイブみたいなやつ」

「え、だって私達先生に鍵かぎ借りてここ開けたんだし、誰だれもいるわけないよ……」

「で、でも音はしたよ……？」

　中ちゆう等とう部ぶ女子もさすがに怪あやしんでいるらしい。

　そしてゆっくりと無む言ごんのまま、中等部女子の足音がこちらへと近づいてくるのが聞こえる。

「最悪だわ。まさかこのタイミングで鳴るとは……」

　先輩の声にもさすがに焦あせりが混じる。

　ど、どうするべきだこの状況は？

　俺にとっては至し福ふくの時間ではあるが、甘んじてはいられない。どうにかして対策を考えないと……注意を別のところに向けさせて脱だつ出しゆつするとか？

　いやでも出で入いり口ぐちまでは結けつ構こう距離があるし、かと言って一番近ちかいバルコニーから外に出たところでここは五階だ。まさか飛び降りる訳わけにはいかない。

　こ、これは打つ手が無いんじゃないかっ⁉

　と、その時─────────

「お前達、何をしている」

　第三音楽室に別の声が飛び込んできた。

　なんだか妙みように高こう圧あつ的てきで、上から目め線せんな口く調ちよう。白はく桜おう台だいでこういうタイプの生徒が属するグループといえば一つしかない。

「あ、生徒会だ……」

「うう、まずいよ……」

　中ちゆう等とう部ぶ女子のこそこそ声が聞こえる。やっぱり生徒会か。

「お前たちは中等部だな？　ここは高こう等とう部ぶの校舎だぞ。用もないのに立ち入るんじゃない」

「あ、えーと私達忘れ物を取りに来て……ちゃんと先生にも鍵かぎ借りてて……」

「ふむ……それで、忘れ物は見つかったのか？」

「えーと、まだです……」

「明日あしたにしろ。もう普通科生せい徒とは下げ校こう時刻だ」

　生徒会役やく員いんは冷たく言い放つ。

　よし！　今回ばかりは地じ獄ごくに仏ほとけというかなんというか……まさか生徒会という存在に感謝することになるとは……。

「で、でも……」

「や、やめとこ。生徒会に逆らうのはさ……また明日来こようよ」

「……分かりましたぁ」

　不ふ本ほん意いそうな了りよう解かいの声が聞こえる。

　続く足音は掃そう除じ用具箱ばこから次し第だいに離れていく。

「鍵は貸せ。こちらで施せ錠じようして教師に返しておく」

　その生徒会役員の言葉を最後に、生徒の声は聞こえなくなった。やがて扉とびらはぴしゃりと閉められて鍵のかかる音が響ひびく。

　そして再び、第三音楽室には静せい寂じやくが戻ってきた。

　しばらく息を潜ひそめていても、また誰だれかが戻ってくるようなことはないようだ。

「どうやら、行ったみたいね……」

　先せん輩ぱいは大きく安あん堵どを息を吐く。

　ああ、その呼吸で大きく上下する動きもまた柔やわらかな感かん触しよくを味わえて……。

「天てん道どう君、もう大だい丈じよう夫ぶよ」

「あ、はい」

　そっと両腕の拘こう束そくを解かれて、俺おれは地上の楽らく園えんにそっと別れを告げた。

「とりあえず、下した見みは終わりにしておきましょうかね」

「そうですね、まあ大だい体たい分かりましたし……」

　そんな会話を交わしながら俺と先輩は狭せまっ苦しい掃除用具箱から出る。

　ああ、それにしても貴き重ちようでいて甘かん美びな体験だった。顔が火を吹きそうなくらい熱いのでおそらく今いま真まっ赤かだろうな俺……赤せき面めん具合をからかわれないようにしないと。

　俺は窓から夕暮れに染そまる空を見つめながら深しん呼吸を数回。ばっちり反応してしまっていた下か半はん身しんも心しん頭とう滅めつ却きやくしゆっくりと鎮しずめた後、咳せき払ばらいして俺は振り返った。

「ふむふむ……」

　しかし先輩は俺の事など目もくれず、スマホに集中している。

「さっきスマホを振動させたメール、タイミングは悪かったけど朗ろう報ほうだわ」

　俺おれの視線に気づいて、先せん輩ぱいは自分のスマホを軽く振った。

「朗ろう報ほう？　どういう事ですか？」

「仕事を頼んでいたとある筋すじからの連れん絡らくだったの」

「え、それって……昨日きのう依頼として受けていた稲いな葉ばさんの手紙の件ですよね？」

　昨日青春革かく命めい部ぶにやってきた依頼人、稲葉さん。

　仮か面めん夜や会かいにて文ぶん通つうという古こ式しきゆかしい方法でやり取りしている気き弱よわな少女。その文通の手紙の一通を失くしてしまったので、探して欲しいというのが確か依頼の内容だったはず。

　それの朗報という事はつまり───────────────

「稲葉さんが探していた手紙、見つかったみたい」
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　俺と先輩は体育館へと向かっていた。

　放課後ごだけあって館内はバレーなりバスケなりの部ぶ活かつが使用しているようで、気合の入ったかけ声やきゅっきゅっと靴くつが床をこする音などが反はん響きようしてこっちまで聞こえてくる。

　そんな青春の雑ざつ音おんを背景に、俺達は体育館の裏へ。

　そこには夕ゆう陽ひが体育館の壁を強く照らし、草木の茂みまでもその紅くれないで染そめているかのようないわゆる一般的な体育館裏うらの風景が広がっていた。その中に数台、打ち捨てられたロッカーがある。

　これが俺達の目的だ。

　先輩は懐ふところから鍵かぎを取り出すとそのうち一つのロッカーの扉とびらを開けて、小こ脇わきに抱える程てい度どの大きさのバッグを取り出した。そしてバッグの中身を確かく認にんすると……

「これで間違いないようね……」

　そう呟つぶやいた。

　そのバッグの中に入っていたのは薄いグレーのシックな封ふう筒とう。これが稲葉さんの探していた手紙であるらしい。

　手紙の捜そう索さくを依頼していたとある筋すじの人間とやらは、先ほどの発見のメールと同時に受け渡し場所をそのまま指定してきたのだ。

　それに従って俺達はここへとやってきて……見事この手紙を入にゆう手しゆしたというわけだ。

「これを渡せば、稲葉さんの件は解決ね。相変わらず仕事が早くて助かるわ」

　先輩はロッカーの扉を閉めてきちんと施せ錠じようした。だいぶ慣れて作業しているところを見るとここはよく使用する場所らしい。

「これで依い頼らい解決……かぁ」

　稲いな葉ばさんの一件に関しては、ずいぶんあっさりと解決したもんだ。初めての依頼だったはずだけど俺は微み塵じんも関わらなかったな。

　まあもともと俺おれがどうこうする話でもなかったけど……。

「しかし、そのとある筋すじの人って一体どうやって手紙を見つけたんですかね？」

「私も詳しくは聞いてないわ。常に忙せわしく動いてるし、結けつ構こう変わり者だから」

「変わり者、ですか」

　まあこの受け渡し方法を見るにそれはなんとなく予よ測そく出来る。てっきり受け渡しとか言うから直接会あうものだとばかり思っていたのに、これだからな。

　メールのやり取りのみで姿すがたは見せない方法を取るって事は、あれか？　他人とのコミュニケーションを嫌きらう系けい統とうの人なのか？

「ただ色々と調べてくれて分かった事はあったわ。稲葉さんの手紙は盗ぬすまれたものであるってこと、そしてその犯人はまだ分かっていないってこと」

「盗とう難なんだったんですか、これ？」

　またもや物ぶつ騒そうな言葉を聞いて俺は問い返す。

「ええ、引き続き調査するとは言っていたから、そこは任せておきましょう。新しん情報が出てくるまでは保ほ留りゆうって感じかしら」

　そう言って、先せん輩ぱいはバッグを抱えてくいっととある方向を指ゆび差さした。

「じゃあ、私は稲葉さんに連れん絡らくを取ってこれを渡してくるわ」

「ってことはつまり、今からアイドル科の校舎へ行くってことですか？」

「ええ、そうよ」

「そうなると……生徒会の見張りも多くて危ないのでは？」

　普通科とアイドル科は校舎が別なのだ。

　アイドル科は中ちゆう等とう部ぶ高こう等とう部ぶ関わらず、専せん用ようの校舎で授業を受ける形になっているのだ。まあカリキュラムも違うし、セキュリティの面から見てもその方が安全だからだろう。

　そして当然、そのアイドル科校舎は生徒会特とく殊しゆ部ぶ隊たいによって厳げん重じゆうに守られている。

「放課後ごだしね、さすがに生徒会の巡じゆん回かいも多いと思う。だから私一人ひとりの方がいいわ。天てん道どう君は先に部室に戻っていてちょうだい」

　確かにやるべき事は手紙の受け渡しのみだし、俺が付いていく必要性も特にない。

　それになにより、もし生徒会に追われるような事になった時に俺がいたら確実に足あし手でまといになるだけだろうからな……。

「分かりました」

　俺は頷うなずいて、一人そそくさと旧きゆう校舎へと向かうことにした。







　そして旧校舎群ぐんへと到着し、俺は青春革かく命めい部ぶの部室へと向かっていた。

　途と中ちゆう先せん輩ぱいに付いていくべきだったかなーなどと考えたが、それは即そく座ざに否定した。

　なにせあの先輩は催さい涙るい弾だんやらフラッシュバンやら粘ねん着ちやく弾だんやら駆く使しして校内で暴あばれまわっているような人なのだから。俺おれが心配なんて百年早い。近きん接せつ戦せん闘とうとかワイヤーアクションも軽くこなせちゃうんじゃないのか？

　なんか冗じよう談だんで言ったつもりだけど、本当にこなしそうだな先輩なら。黒マントなびかせながら生徒会役やく員いんをなぎ倒す絵え面づらがありありと想そう像ぞうできちゃったよ。

「さて……」

　とりあえず、俺もちんたらはしてられないな。生徒会役やく員いんが巡じゆん回かいしているのはアイドル科校こう舎しやの周囲だけじゃないんだ。見つかる前にさっさと部室に────────────

「ねえ」

　そこで、背後から声がかかる。

　振り返ると、そこにはすらっとした小さな男子がいた。

　中学生くらいだろうか。金きん髪ぱつのボブカットに細っこい身体からだ、顔は大きなサングラスによってはっきり見ることは出来ないが頭がめちゃくちゃ小さい。そして唇くちびるからはみ出してる棒ぼうは……ああ、チュッパチャップスか。体を見るに成長期前まえの中学生って感じだ。

　身につける服装はポップな柄がらのパーカーの上に白はく桜おう台だい中ちゆう等とう部ぶの学がくラン、そして下は七しち分ぶ丈たけに調ちよう整せいしてある男子用スラックス。靴くつは学校指定のローファーだが、バッジが数すう個こ付いている。

　おしゃれではあるが……すげえ改かい造ぞう制服着きてるな。こんなん生徒会に見つかったら即そく座ざに捕つかまるぞ。

「天てん道どう優ゆう馬まって、君だよね？」

　飴あめを口から取り出して、その丸い飴の先で俺を指す。

　彼は俺の名前を知っているみたいだった。でも、俺はこんな奴やつ知らないぞ。

「そう、だけど……」

　俺は恐る恐る返事をする。

　いや中ちゆう坊ぼう相手なんだからもっと高こう圧あつ的に出るべきだったか？　いや、でも出だしがこうなった以上これで通すしかない。

「あの娘こをちゃんと見ておいて」

　声こえ変がわりもしてないような高い声で、意味の分からん言葉を告げてくる。

「あの娘？」

「天道使し織おりのことだよ。君の妹でしょ？」

　返ってきた言葉に俺はびくりと身体を震わせる。

　こいつ……使織の事を知ってるのか？

「……お前、なんで使織の事を……？」

　舐なめられないように声を低くして俺は尋たずねる。

　急に現れて使し織おりに忠ちゆう告こくなんて……こいつ、なんだか不ふ審しん過すぎるぞ。

「………………………」

　金きん髪ぱつの男子は俺おれの問いには答えずに、飴あめを口に戻した後にもごもごと告げた。

「今夜の仮か面めん夜や会かい、気を付けたほうがいい」

「っ！」

　さらに重要な単たん語ごが男子の口から出て、俺の心しん臓ぞうは跳ねた。

「どうやら、色々と思惑おもわくが渦うず巻まいているようだからね。面めん倒どうになりそうなんだ」

　……まさか、こいつが例の使織についてるストーカー？　でも写真で見た奴やつとは背せ丈たけが随ずい分ぶん違うような……いやいや、でも怪あやしい奴には変わりないぞ。

「まあとにかく、注意して動いてね」

　そう言って金髪の男子が身を翻ひるがえす。

「お、おい」

　声をかけて動きを止めようとしたその時、俺の携けい帯たいがブルブルと震えた。

「！」

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを突くようにして、金髪の男子はそのまますたたっと旧きゆう校舎群ぐんの外へと駆かけていった。小さな身体からだの持ち主らしく、やはり身み軽がるで足が速い。あっという間にその姿すがたは遠く小さくなっていく。

　もう、追いかけても無む駄だだろう。

　なんだったんだあいつは……。

　最低でも名前は聞いておくべきだったか……？

　まあ追いかけて探れない以上……もう仕方ないか。

「……くそっ」

　まったく、こんな大事なときにメールしてきたのは一体誰だれだよ……とりあえず俺はポケットから携けい帯たいを取り出して確かく認にんする。

　……先せん輩ぱいか。

『任にん務むは無ぶ事じ完了！　すぐ戻ります────────』

　なんなく仕事を終えたようだけど、タイミングが悪すぎるなあ。口を尖とがらせつつ、メールの続きを読むために俺は画面を下へとスクロールしていく。

『─────私が戻るまでの間、天てん道どう君は今夜のための準備をばっちり整えておいてね。今夜は仮面夜会に備えて、女子寮りようにある私の部屋で作さく戦せん会議だから♪』

　ふーん、なるほど。

　今夜は女子寮にある先輩の部屋で、仮面夜会についての作戦会議か。

　しかし先輩ってばなんでもかんでもこうやって自分一人ひとりで決めちゃうんだから。急に言われたって色々と準備が必要で……

「って──────えええええええええええええええええええっ⁉」

　俺おれは思いっきり携けい帯たいを二度見みして叫んでしまった。

　せ、先せん輩ぱいの部屋⁉

　いや、さすがに……それはなか倫りん理り的に色々とまずいような気がするんだけどっ⁉　つーか女子寮りようにはどうやっても男子入はいれないでしょ！

　あたふたしつつも、もしかして俺がメールの文ぶん面めんを読み違えているんじゃないかと一いち字じ一いつ句く間違えないように目で追って確かく認にんしていた時、もう一度携帯が震えた。

　またも先輩からのメールだ。

『普通科の女子寮に造ぞう作さなく潜せん入にゆうする方法は知ってるから安心して。詳しくは合流した後に話すわ。仮か面めん夜や会かいは深夜に行われるし、校門が閉まってからここに入り直すのはセキュリティが厳きびしいからちょっと面めん倒どうよ。学校内で過ごしたほうが楽だから──────』

　そしてそのメールの文ぶん末まつにはたった一ひと言こと、こうあった。

『─────今夜は天てん道どう君と、二人で過ごしたいの……』







[image: 第三幕　暴風は深夜に凪ぐことでしょう]







　これは、先せん輩ぱいの部屋に漂う甘やかな香りがそうさせたのか。

　女子の部屋に誘われたというシチュエーションのせいなのか。

　そもそも若い男女が夜中、部屋で二人きりなんて状況がやってきたら……それはどういう事が起きたって仕方のない事だと思う。先輩がしつこく誘ってきたとか、俺おれもそれに根こん負まけしてしまったとか、行為に至るまでの経緯いきさつはもうどうでもよかった。

　ただ今は、先輩の持つ極ごく上じようのテクニックにもっとずっと溺おぼれていたい……ひたすらにそう思っていた。その美しく白い手が生み出す壮そう絶ぜつな快感に。

「────────んっ」

　そして俺は最後の瞬しゆん間かん、必ひつ死しに抑えていた声を漏もらしてしまった。自分の声は予想よりも高くて大きくて、思わず口を押さえてしまう。

「うふふ、よく頑がん張ばりました♪」

　ゆっくりと手の動きを止めながら、先輩は嬉うれしそうに言った。

「わあ……いっぱい出たね」

　俺の身体からだが精せい製せいした物質を、先輩はティッシュで受け止めていた。それを見る先輩はどこか嬉うれしそうだ。

「あ、あの恥はずかしいのであんまり見ないで……」

「そう？　私これ見るのが好きなのに」

　残念そうに呟つぶやきながらそれを丸めて捨てると、先輩は追加でティッシュを数すう枚まい取る。そしてその物質を吐き出したばかりの俺の器き官かんを拭ぬぐってくれた。丁てい寧ねいな手付きで、隅すみ々ずみまで。

「ちょ、自分でやりますからっ」

　まだその部分は敏びん感かんになってる。あんまり触られると、その……。

「やらせて。天てん道どう君の形、可愛かわいいんだもん」

「か、形が可愛い？」

　ええ……俺のって可愛いの？

「うん。それに……とっても大きかったわ」

　そ、それはそれでなんか言われると恥はずかしいな……。

「……はい、終わり。どう？　気持ちよかったでしょ？」

　先輩はゆっくりと俺へと顔を近づけると、優しく囁ささやいた。

「は、はい……」

　目を背そむけながら答える。きっと俺の顔は今めちゃくちゃに真まっ赤かだと思う。恥ずかしい。

「うふふ、男の子って終わった後に顔を見ると嫌いやがるよね」

「い、いや、その……お、女の人にこういう事されるの、俺初はじめてで……」

「顔もこんなに真っ赤よ？」

「だ、だって……」

「そんなに気持ちよくなってくれて……私も嬉うれしい」

　こっちこそお礼を言いたいくらいだ。こんな快かい感かん今まで味わった事がない。上じよう手ずな人にしてもらうとこんなに気持ちのいいものだったなんて……。

「本当はお風ふ呂ろに入る前が良かったのに……」

「い、いやさすがにそれはマナーとして入らせてください……」

　人にしてもらうのだって恥はずかしいのに、その上うえ風呂に入る前とかはさすがに……。

「ねえ、もう一回してあげようか？」

「そ、そんなもう出ないですよ……」

「そう？　じゃあもう一回見みせて」

　そう言って、先せん輩ぱいは俺の穴の奥をペンライトで照らす。

「……あー、全部取とっちゃったかな……」

　綿めん棒ぼうでくいっと耳の穴を押し広げながら、入にゆう念ねんにチェックしているようだ。

「じゃあ両りよう耳みみ終わったし、そろそろ解放してあげようかな」

　そう言って、先輩は上じよう体たいを起こした。

　ようやく俺の顔に影を作っていた大きな胸のひさしが退ひき、蛍けい光こう灯とうの明かりが降り注そそいでくる。俺は目をしぱしぱさせながら、先輩の膝ひざ枕まくらから頭を持ち上げた。

「ふう……」

　いやあ、まさに至し福ふくの時間だった。

　白い手先が編み出す耳かきテクニックもさることながら、頭を乗せたふとももクッションのなんと柔やわらかかったことか。馥ふく郁いくたる先輩の香りに包まれての耳かきはまさに天にも昇る心地ここちと言って過か言ごんではなかったほどだ。

「私、人の耳を掃そう除じするの大好きなの」

「そういう人、たまにいますね」

　先輩の部屋へと到着後ご、どうしても耳かきしたいとせがまれたので俺おれはその熱意に負けて耳を預けたわけだが……いやあ、大だい正解だった。

「それに、大きい耳みみ垢あかが取れてよかったわ。もっと見ていたかったけど……」

「いや、さっさと捨ててください。耳垢なんて見られるの恥ずかしいじゃないですか」

　俺は照れながらいまだに熱くなっている顔をぱたぱたと手で扇あおいだ。

「だって大きな獲え物ものを取ったみたいで、達たつ成せい感かんがあるんだもの」

　まあその気持ちは分からないでもないけど……。

　とりあえず、段だん々だんと気持ちは落ち着いてきた。

　壁にかかっている時計を見ると現在は夜十時。ってことは俺が先輩の部屋へと到着してから約やく二時間か。今夜の作戦のあらましやら耳かきやらやってたらずいぶん経たってたな……。

　この普通科か女子寮りようへの侵しん入にゆうは意い外がいにも簡単だった。

　生徒会警けい備び部ぶはアイドル科か女子寮りようにその力の大たい半はんを集中させているため、普通科女子寮の守りは薄かったのだ。先せん輩ぱいからもらった巡じゆん回かい表ひようを参考にして警けい備びを切り抜け、そのまま建物の外がい周しゆうへと向かって先輩の部屋から垂らされた縄なわ梯ばし子ごを昇れば、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと寮内に侵しん入にゆうできた。まあ、これは先輩という寮内ない部ぶからの協力者がいたこと、先輩の部屋が二階であった事が大きいだろう。

　よくよく考えれば大変なことをしてしまった気がしないでもないが……青春革かく命めい部ぶとしての日々を送っている俺おれにとってもはやどこがボーダーなのかよく分からなくなっていたので、あまり深く考えないことにした。

「じゃ、私は軽くシャワー浴びてこようかな。その後に仮か面めん夜や会かいの準備を始めましょう」

　先輩は立ち上がりながらぐいーっと伸びをする。そして準備を整えると、玄げん関かん脇わきにあるバスルームへと向かっていった。

　ちなみにこの女子寮は三点ユニットバスではなく、きっちり洗面所とトイレと風ふ呂ろが分かれている。細かい所に金がかかっている学校だと改めて思う。

「覗のぞいちゃダメよ♪」

「覗きませんよ」

　呆あきれたため息で返すと、先輩はいたずらっぽい笑えみを残して奥へと消えていった。

「まったく……」

　シャワーの音が聞こえてきて、こちらとしては特にやる事がなくなった。

　改めて、自分が今いる部屋を見回す。

　必要最さい低てい限げんの家具が効こう率りつ的に配置されたシンプルな部屋だ。とは言っても決して殺さつ風ぷう景けいというわけではなく、カーテンの柄がらなどを可愛かわいらしくしたりベッドのヘッドボードに小こ物ものを飾ったりと余よ計けいにならない範はん囲いで装そう飾しよくが置かれている。華か美びでなくさりげない感じで女の子っぽい部屋だと思う。それに部屋の掃そう除じもきれいに行き届いていて清せい潔けつ感かんが───────って、あんまり女子の部屋をじろじろ見ちゃ失しつ礼れいか。

　別に経験があるわけじゃないが、礼れい儀ぎとしてそういうもんだよな。

「………………」

　───────あ、そういえば……。

　窓からお邪じや魔まするという奇き抜ばつな招かれ方をしたから今まで忘れていたけど……女子の部屋に来るのって、人生で初めてだな。使し織おりの部屋になら入った事はあるけど、さすがに妹は普通カウントしないだろうし……。

　そっか。冷静に考えれば俺って今いま女子の部屋にいるんだ。しかも部屋の主あるじは現在シャワー中で俺は一人それをベッドに座りながら待つ身。

　……あれ？　実は今って結けつ構こうすごいシチュエーションなんじゃ……？

　な、なんか意識しだすと止まらなくなっちゃうな……部屋の中の目に見えるものすべてに想そう像ぞうが膨ふくらんでしまうっていうか……。

　先せん輩ぱいは俺おれが今いま座すわってるこのベッドで毎日寝ねていて、朝起きてここで制服に着替えて、眼めの前にある机で毎日勉強したり読書したりして、今みたいにお風ふ呂ろに入って、またここで寝て……だからその、当たり前なんだけど、先輩はここで毎日暮くらしているんだよな……。

　つまり先輩は学生じゃない日常をここで過ごしていて、今そんな場所に自分が立ち入ってしまったってことは、なんていうか先輩の特別な部分に踏み込んだみたいで───────

　い、いかんいかん。余よ計けいな事は考えないようにしよう。ここに来たのはあくまで作さく戦せん会議のためなんだから。

　はー、なんか飲み物でももらって気分を落ち着けよう。

　俺おれはベッド脇の小さなテーブルへと目を向ける。そこには大きなペットボトルの紅こう茶ちやとマグカップ、そして皿にのったクッキーがあった。先輩がこんなもので悪いけど……と言って用意してくれたやつだ。せっかく用意してくれたんだからなんも手を付けないのも悪いしな。

　俺はクッキーをつまみつつ、既すでに注つがれてある紅茶を一ひと口くち。

「ふう……」

　そこでようやく気持ちが落ち着く。こう食べたり飲んだりするのは、手持ち無ぶ沙さ汰たな時間も削けずれるからちょうどいいな。

　ちびちびとコップの中身を減らしていると、そのちょうど中央に白い物体。陶とう器きで出来たなにかがぴょこんと紅茶の水面から飛び出していた。

「？」

　不ふ思し議ぎな場所に突とつ起きがあるものだと思いながらコップの中身を飲み干ほすと、その正しよう体たいはうさぎの耳であった。正確に言えば、カップの底にうさぎを象かたどった小さな陶器がくっついていて、さっきはその耳の部分だけが水面から飛び出していたのだ。

　飲み干した時に底から動物が姿すがたを現すというギミックのマグカップらしい。

「へー……」

　先輩、おしゃれなカップ使ってるなあ。部屋の趣しゆ味みから言って小こ物もの集めとかは好きみたいだし、お気に入りなのかな？

　先輩のお気に入り……

「………………」

　せ、先輩もこれを使って毎日飲み物を飲んでるのかな？

　いや、さすがに俺に出すのは分かってるんだから来らい客きやく用だよな？　待てよ……普通来客なんて寮りようの部屋に来るか？　あっちの小さなガラス棚だなにはなんか同じシリーズっぽいマグカップがいくつか見えるし、間違いなく自分用ようだよなこれ。

　ってことは先輩が日常的に使ってるもの……。

　先輩が毎日あの薄くてきれいな唇くちびるでキスしているマグカップ……俺は今その日常に割りこむようにして口をつけてしまって───────ってダメだ！　気持ちを落ち着けるはずだったのになんかすげえもやもやしてきた！

「天てん道どうくーん、ごめーん」

　ちょうど良いというかちょうど悪いというか、そんなタイミングで先せん輩ぱいがバスルームから声をかけてくる。

「な、なんですか？」

　平へい静せいを装いつつ、俺おれはマグカップをテーブルへと戻しながら返答する。

「悪いんだけど、私の下した着ぎ持ってきてくれない？」

「は？」

　これまた奇き妙みような注ちゆう文もんに、俺は間の抜けた声をあげてしまう。

「だから、私の下着。パンツ忘れちゃったんだもん」

「い、いや、ありえないでしょ」

「本当なんだからしょうがないわ」

　なぜかそこで偉そうに先輩。

「ベッド脇に籐とうで編んだ五段の引き出しがあるでしょ？　そこの二段目にあるから」

　とりあえず言われた通りの場所へ向かう。逆らったら後が怖こわいからだ。

　そ、それにしても……し、下着だって？　先輩のプロポーションを包んでいた下着────ふっくらとした胸や、柔やわらかそうなおしりを包む─────あの───────

　いやいや待て待て。常識的に考えて年とし頃ごろの女子が自分の下着を男子にさらすわけがない。

　どうせ先輩の事だから中にびっくり箱ばこ的てきなギミックでも仕掛けてあるとか、そういうのだろ？　俺が驚く様さまを見て笑うのが目的とかそういう事だろ？　ここでたじろぐのは先輩の術じゆつ中ちゆうにはまってしまうようなもの。素そ知しらぬ顔して例の籐の衣い類るい入れとやらを開けてやるさ。

　さらっと引いてみよう。

　えいっ。

「えっ」

　そこには─────────────────────

　乙女おとめの秘密を優しく包みこむ、小さく丸まった布たちが整せい然ぜんと並んでいた。

　基本である純じゆん白ぱくをはじめとした縞しまや水みず玉たまといった遊び心のある柄がらモノ、子供っぽさが可愛かわいいクマやいちごなどのワンポイント系けいから紅あか、紫むらさき、黒くろというアダルティな方面、そしてリボンレースなどをあしらった細さい工くの細かい一いつ品ぴん物ものやすべすべシルクの高級感溢あふれるものまでばっちり押さえてある。幅広い品しな揃ぞろえだ。

　本ほん物ものだ！　まさによりどりみどり！　ここは桃とう源げん郷きようか⁉

　だ、男子高校生にこれを見せるとか正気なのかあの人⁉　てゆーかすげえ良い匂においするなこの籐の引き出し……先輩の匂いなの？　なんなの？　女子高生が穿はいた下着にはいい匂い成分でも宿すような仕組みになってるの？

「なんでもいいよー」

　見み計はからったかのようなタイミングで先せん輩ぱい。

　えっ、なにそれ逆に嫌いやだ。

　だってここで俺おれが選んだら……なんか……その……俺が先輩に穿はいて欲しい下着をチョイスしたみたいじゃないか！　そ、そうか！　巷ちまたでよく言われる女の人の「なんでもいい」って言葉は一番困こまるってのはこういうことなのか！

「し、指定してくださいよ」

「天てん道どう君の好みで選んでいいって」

　だから、その好みを知られるのが嫌なんだって！

　脱いだ下着についてのイタズラでからかわれるのならばまだ分かるけど、まさかこれから穿く下着を選ばされる羽は目めになるなんて！

「はやくー。風邪かぜ引いちゃうわ」

　ああもう分かった！

　覚かく悟ごを決めて、最高にベストな下着をチョイスしてやる！

　えーっと、そうだなあ……そもそもあの人クマとかいちごのワンポイントが入ったパンツとか穿くのか？　全く想そう像ぞうがつかん。こんなの持ってったら「天道君ってロリコンなの？」とか言われるに決まってる。却きやつ下か。

　ああ、じゃあこのレースが細かい奴やつとかシルク地のやつはいいのかもな。先輩は色っぽさもあるしイメージは合ってる気がする。いや待てよ。でも「天道君ってえっちな目で私を見てたのね……」とか言い出しかねないな。却下。

　ここは無ぶ難なんに縞しまパンとか水みず玉たまでいくべきか？　いわゆる女子高生せいってこんな感じだよな。単なるイメージだけど。まあこの辺のを適当に見み繕つくろって……適当？　今いま自分で「そういう可かもなく不ふ可かもなく、みたいなの選んでて人じん生せい楽しい？」っていうカウンターを思いついてしまったぞ。こ、これもダメだ。

　他にはないのか他には！

　ああ、なんで俺は女子に穿かせる下着選えらびでこんな真剣になってんだろ……。

　と、とりあえず、この段はバリエーションが多すぎてちょっと絞しぼれない。別の段をちょっくら覗のぞいてみて他の方向性を見てみよう。せめて好みの系けい統とうが分かれば活かつ路ろは……。

　そう思い、一段目にある引き出しを引いた。

　しかし、そこには下着はなく……

「？　これは……？」

　そこには様々なアクセサリーと陶とう器きの入れ物がひとつ。その中に一ひと際きわ大事そうに入っていたのは三角の形をした銀のペンダントだった。正せい三角形ではなくちょっとかっこよく崩くずしてあるものだ。裏を見てみると刻こく印いんがある。

　これは……『Ｔ[image: ]ＹＺ』？

　……トライズって読むのかな？　なんだろう。聞き覚えのない単語だ。この『Ｔ[image: ]ＹＺ』って字じ面づらからして造ぞう語ごだとは思うけど……。

「遅いよー天てん道どう君」

　そこで、ぺたぺたというスリッパの音とともに先せん輩ぱいの声。

「もしかして、変なこと考えてるんじゃ…………」

　視線を向けた瞬しゆん間かん、先輩の姿すがたが目に入る。バスタオルだけを巻いた扇せん情じよう的な姿が。

「な、なんですかその格かつ好こはっ⁉」

「っ！　それは……っ！」

　俺おれは慌あわてふためき両目を覆おおい隠かくそうと手を勢いよく上げ───────────その勢いで手に持っていたペンダントが指から抜けて高く舞う。

「だめっ！」

　そして先輩は今までに見たことがないほど真剣な表情をして、今までに聞いたことがないほど痛つう切せつな声をあげて、空に放られたペンダントへと飛びついた。

　そしてその勢いのまま──────────バスタオル姿で俺へとダイブ。

「うわわっ⁉　ちょっとっ⁉」
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　そのまま、俺おれは迫せまり来る先せん輩ぱいの豊ほう満まんなバストの感かん触しよくを味わうとほぼ同時に─────────────床へと倒れこみ後こう頭とう部ぶを強打した。







「大だい丈じよう夫ぶ？　ごめんね、天てん道どう君……」

　俺おれの後頭部をさすりながら、先輩は心配そうに尋たずねてくる。もうさすがにバスタオル姿すがたではなくジャージを着ている状態だ。

「だ、大丈夫です……もう平へい気きですから」

　俺はやんわりと先輩のさする手に制止をかけた。実際怪け我がの程てい度どは大したことないのだ。そんなことよりも問題なのは…………

「……………………」

「……………………」

　なんだか、場の空気が変わってしまったこと。

　いつもならばさっきの下着選えらばせ行為で得たネタを使い、散さん々ざん俺をいじってくるはずだ。何が起きても全く動じず我が道を突き進み、その独どく自じのノリに俺が突っ込むのがいつものパターンであり俺と先輩の関係なのだが……今、その先輩は静せい寂じやくを保ったまま。

　その理由は、さすがに俺だって分かる。

　先輩、怒ってる……よな。

　下着選ばせ自体は先輩からの指し示じでありイタズラだったけど、他の引き出しを勝かつ手てに開けてしかも大事そうな品物に触っちゃったのはさすがにやり過ぎた。俺も感情が昂たかぶってて判はん断だん力りよくが欠けつ如じよしていたのは事実だけど、きっとそんなの言い訳わけにしかならないよな……。

「そ、その、すいませんでした…………」

　俺は、先輩に向き直ってしっかりと頭を下げた。

「勝手に女性の部屋の棚たなを開けて、大事なものを触っちゃって……謝って許されるようなことじゃないかもしれませんけど……でも、その………」

「何なに言ってるの。天道君は悪くないわ。私が下着探さがしてって言ったから棚を開けたんだし……単なる私の不ふ注意よ」

　先輩は優しくそう言ってくれた。言葉に棘とげも含まず、ただ柔やわらかな表情で。

「本当に大事なら、金きん庫こにでもしまっておけばいいんだもの……いっそ、もう二度と取り出せないように、奥深くへ……」

　先輩はそう呟つぶやいた後、ゆっくりと立ち上がった。そして籐とうの引き出しへと向かいそっとそれを元の場所にしまった。

「……あれはね、私が青春革かく命めいを決意した証あかしってやつなの」

　そう言って振り向いた先輩の顔は、どこか悲しい笑えみに彩いろどられていた。

　青春革かく命めいを決意した証あかし……。

「…………」

　思えば、麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいは謎なぞに包まれている。

　今まであの地下部ぶ室しつで他た愛あいのない会話はたくさんしてきたが、青春革命部の根こん本ぽんに触れるような会話は一度もなかった。俺おれは青春革命部の部員にも関わらず、部長であるこの人の事を何も知らない。

　俺は少し迷ったが、ここでその根に当たる部分を聞いてみることにした。

「その……どうして先輩は青春革命を起こそうと思ったんですか？」

　確かに生徒会の組織体たい質しつは良りよう好こうとは言えない。アイドル科の保ほ護ご権けんを高々と掲かかげ、過か剰じような権けん力りよくを手に圧あつ政せいをしいている状態。虐しいたげられた生徒達は渋しぶ々しぶそれに従い諦てい観かんするほかない。誰だれもが生徒会を許せないと思うだろう。

　しかし──────────────

　いくら生徒会という組織が独どく裁さい的で暴ぼう虐ぎやく的てきだからと言って、その圧あつ倒とう的な超ちよう巨きよ大だい体制にたった一人で反はん旗きを翻ひるがえすなんて──────────ちょっと尋じん常じようじゃない。

「……それは………」

　先輩はうつむいて、自らの手をぎゅっと握りしめて……

「……この学園で、悲しい想いをしている人を放っておけないからよ」

　儚はかなげに、しかし芯しんを通したかのようなしっかりした声でそう言った。

　まるでアニメやゲームの主人公こうのような、聖せい人じん君くん子しめいた理由だ。

　そりゃ誰だって笑顔がいいし平へい穏おんを望むものだろう。困ってる人を見たら悲しくなるもんだし、手を貸してやりたくなるのは当たり前のことだと思う。

　だけど……それってちょっと噓うそくさい。

　いや、原げん則そく的なところや先輩の言葉を疑っているわけじゃなくて……なんていうか、その、それだけの理由で果たして人間って動けるものなんだろうか？　ってことだ。

　本当にたったそれだけの理由で、巨大な敵に一人で立ち向かえるものなんだろうか？　折れずに強く、潰つぶれずに揺るがず、強きよう[image: ]じんなまま持ち続けられるものなんだろうか？

　この白はく桜おう台だいという広大な世界を革命するなんていう途と方ほうもない覚かく悟ごを、たった一人の人間が背負う事なんて……本当に出来るんだろうか……？

「……なーんてね」

　そこで先輩は腰を曲げて急に俺へと顔を近づけてきた。接近してきた先輩の顔を見て、思わず胸が高鳴ってしまう。

「信じた？」

　そして先輩はいたずらっぽく笑った。

　え？　な、なんだ？　あれ？

　今のもしかして………………冗じよう談だん？

「ま、また先せん輩ぱい、俺おれをおちょくったんですか……」

「うふふ」

　先輩は俺の憮ぶ然ぜんとした言葉を受けて、おかしそうに笑った。

　く、くそ、真面目まじめな雰ふん囲い気きだからつい騙だまされてしまった。

　いつもこの先輩はこうなんだよな。こっちの意い思しをなどおかまいなしに巻き込んできて、うまく逆らえない所を絶ぜつ妙みように突いてきてやられっぱなし。俺の注意力で麒き麟りん堂どう先輩のイタズラを看かん破ぱ出来たことなど一度としてなく、予防策さくも対たい抗こう策も立てられない。対たい処しよ療りよう法ほうすらままならず、根こん治ち療法などもっての外だ。

　まったく、真面目に聞いて損そんしたよ。

「あ、もうこんな時間」

　そこで先輩は、壁かべ掛かけの時計に目をやった。

　時刻はもう十一時。

　そうか、仮か面めん夜や会かいの開始は深夜の十二時からだっけ。

「もうそろそろパーティーの時間だわ。天てん道どう君、準備しましょう」
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　仮面夜会。

　それは非ひ公こう式しきの会合、深夜の密みつ会かい、秘密を嗜たしなむ紳しん士しと淑しゆく女じよの出会いの場。白はく桜おう台だいの校内で秘密裏りに行われる裏イベントの一つである。

　月に三回、第三音楽室にて開かい催さい。参加者は制服を着用の上、顔を隠かくせる仮面を用意しなければならない。携けい帯たい及びスマホは秘密保ほ持じのため使用禁きん止し。そして会は招しよう待たい制せいとなっているので紹しよう介かい状じようなしや飛び入り参加は不ふ可かとなっている。ちなみに俺は先輩から紹介状を書いてもらうという形なので問題なしだ。

　そして俺と先輩は準備を整えて、早さつ速そくその現場へと潜せん入にゆうしていた。

　第三音楽室内ないには、既すでに結けつ構こうな数の生徒がいた。大だい体たい三十人～四十人程てい度どだろうか、一クラス弱くらいの人数はいると思われるが……しかし、照明が点ついていない上にカーテンもしっかり引かれているのではっきりとした数は分からない。

　こんなに人数がいてしかも深夜ならば、照明を点けないと危ないのでは……と普通ならば思うところだろう。しかしこれは非ひ合ごう法ほうな集会。照明を点けていたら生徒会に怪あやしまれあっという間に発見されてしまう。なので仮面夜会はこの薄うす暗ぐらい中で行われるらしいのだ。

　ただその代わりとして各所に点てん々てんと置かれているのは蠟ろう燭そく。実用的な意味で用意されたものだが、ぼんやりとした明かりはこの密みつ会かいの穏おだやかでいて妖あやしい雰ふん囲い気きを醸かもしだすのを手助けしているようにも感じられた。

「さて、今夜も盛せい況きようね」

　翁おきな面めんを付けた先せん輩ぱいが腕うで組ぐみをしつつ周囲を見渡す。

「へえ、こんな風ふうにやってるんだ……」

　好こう奇き心しんと背はい徳とく感かんを胸に抱えつつ俺おれは小こ声ごえで呟つぶやく。俺が付けている仮か面めんは目め元もとだけを隠かくす、いわゆる普通のドミノマスクだ。

　もちろんこの二つの仮面は先輩の所しよ有ゆう物ぶつである。部室の正面にある青春革かく命めい部ぶ保ほ管かん庫この中にたくさんのコスプレ衣い装しようと共にこれが存在していたのだ。やたらと種類と量が豊ほう富ふではあったが……果たしてなんのために使うつもりなんだろうか……。

「さて、最終確かく認にんするわ。私達の目的は傷きず仮面の男子の確かく保ほよ。彼の参加率りつは高いから今回も来ているとみていいはず」

　先輩はそっと近づいてきて、俺に耳みみ打うちをした。

「注意事じ項こうは二つ。怪あやしまれるような派は手でな行動は避けること。そして、もし彼を発見しても一人では絶対に行動しないこと。必ず二人での行動を心がけましょう。いい？」

　俺はその言葉に首だけで肯こう定ていを返す。

「とりあえずは適当に歩いてみて、まずはこの雰囲気に慣れてちょうだい。なにかあったらこの入口付ふ近きんに集合ということで」

「了りよう解かいです」

　囁ささやくように返事をして、俺は先輩と別れた。

　教室のつくり自体は確かく認にん済ずみではあるが机の配置などは違っているし、照明が蠟燭のみでまた心こころ許もとない。改めて夜の第三音楽室を自分の目で確認する必要があるだろう。

　ひとまずはグランドピアノがある前部の方までぐるっと歩いてみるとするか……。

　広々とした教室内にはぽつんぽつんと机が点てん在ざいしており、その上にはお茶とお茶菓が子しが置かれていた。片付けの手て間まを考えてのことだろう、チョコやクッキーを載のせるのは紙かみ皿ざらでティーバッグの紅こう茶ちやが注つがれているのは紙コップだ。

　その紅茶は湯ゆ気げとともに香り、教室の匂においと混じって立ちのぼっている。二つの香りは決して珍めずらしくないはずのものなのに混ざるとなんだかちぐはぐで、まるで立ち入ったことのない見知らぬ場所に迷い込んだみたいだった。

　壁を見上げれば著ちよ名めいな音楽家達たちの肖しよう像ぞう画ががずらりと並ぶ。夜よる見たらなおのこと怖こわいだろうと思っていたが、ゆらゆらと頼りない蠟燭の火のおかげか彼らはどこか優しい表情をしているようにも見える。

　そんなシチュエーションの中で、いつもの制服を着た生徒達が仮面を付けて、思い思いに談だん笑しようしている─────────────

　夜の教室に集まってお茶をするだけなのに、結けつ構こう独どく特とくな雰ふん囲い気きが生まれるもんだな……。

　そんな仮か面めん夜や会かいの空気を肌はだで感じながら、俺おれはとりあえず教室を二、三周。

「………………」

　そして一人の男子生徒の背後で立ち止まり、視線をやる。周囲を観察した甲か斐いあってか、怪あやしげな男子を見つけたのだ。

　背せ丈たけは俺よりも少し高い程てい度ど、いわゆる中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。俺も人の事こと言えるタマじゃないけど、いわゆる普通をそのまんま形にしたような感じだ。特とく徴ちようといえば……胸のポケットに高そうな万まん年ねん筆ひつを差してるって事くらいか。

　今いま時どき万年筆なんて、珍めずらしいなー……。

　この男子、背せ格かつ好こうがあの写真で見た傷きず仮面の男子と非常によく似ている。そしてマスクは『オペラ座の怪かい人じん』のもの。仮面に傷があったかどうかはっきり判はん別べつできなかったが……注意は払っておくべきだろう。真しん偽ぎを確かめるまではマークを外すわけにはいかない。

　俺には気付いていないみたいだけど……どうする……？

　とりあえずは先せん輩ぱいに報告したいところだけど……俺とは結けつ構こう位い置ちが離れてる。

　この秘密裏りに行われている仮面夜会で大声を上げて呼ぶわけにもいかない。とはいえ先輩はこちらに向かって歩いてきているので、そのうち俺の近くまでやってくるだろう。それまでは俺がこのストーカー候補を見み張はっていればいいか。

　幸運なことにこの男子もここから動く様よう子すはないし、背後でうろうろしているだけなら怪しまれるような心配もない。

　……あ、もしかして今なら背後から飛びかかれば捕つかまえられるかも？

　いや、腕わん力りよくにはあんまり自信がないし、下手へた打って逃げられでもしたら大変か。そもそも先輩に派は手でな動きも単たん独どく行動も控ひかえるようにって言われているわけだし、ここは静せい観かんしておくのが安定だな。

　一いつ見けん普通でも、こいつはあの麒き麟りん堂どう先輩が探れないほどの相手。甘く見たらきっと痛い目に遭あうに違いないはずだからな……。

　──────しかし、こいつ本当に動かないな……。

　ずーっと一点を見つめたまんまで直ちよく立りつ不ふ動どう。まるで彫ちよう像ぞうみたいにぴくりとも動かさない。まるで誰だれかに視線を奪うばわれているかのようで──────

　……あれ、そういえば傷仮面の男子って、使し織おりをずっと見つめていたんだよな……。

　写真がそうだったんだ。撮さつ影えいした時間も状況もまばらだったのに、あの傷仮面の男子は必ず使織へと視線を向けていた。寒さむ気けがするほどに例外なく。

　つまり、今このストーカー候補が視線を集中させるような相手と言えば────────────使織しかいない！

　ま、まさか使し織おりがここに参加してるのか⁉

　俺おれは慌あわててこのストーカー候補の横へと向かって、その視線の先を追う。

　その視線の先にいたのは……パピヨンマスクをした中ちゆう等とう部ぶの女子だった。

　薄いクリーム色のロングヘア、ちんまりとしていて特に目立つというわけでもないが決して地じ味みというわけでもない。そっと添えられた花のような、その一いち輪りんでぐっと全体をよく見せるような、そういう脇で輝くって感じの娘こだ。

　ストーカー候補の男子は、その控ひかえめな感じの女子へと歩を進めていく。そして自らのポケットから質の良さそうな封ふう書しよを取り出すと、恥はずかしそうに彼女に渡している。

　あれは……手紙か。

「──────あっ」

　手紙で思い出した！

　あの中等部の女子生徒、稲いな葉ばさんだ！

　昨日きのう、使織とともに部室にやってきた中等部の生徒。仮か面めん夜や会かいで文ぶん通つうしていて、相手の手紙が無くなったので探して欲しいとの依頼をしに来た娘だ。まあ依頼自じ体たいは今日きようの夕方にはもう先せん輩ぱいが解決していたので、俺との接せつ点てんはほとんどないけど……。

　でも……そうそう。おどおどしたあの感じは間違いないはずだ。

　そしてここ仮面夜会において、その稲葉さんにわざわざ手紙なんていう奥手で古こ風ふうなコミュニケーションを取る人物といえば……俺は一人しか思いつかない。

「つまり……」

　あいつはストーカーではなく、稲葉さんの文通相あい手てだってことだ。

「な、なんだよもう……」

　体中からどっと力が抜ける。

　あー、すっげえ冷ひや汗あせかいちゃったよ。

　あの男子紛まぎらわしすぎだろ……いやまあこっちの早とちりだし、文もん句くをいう筋すじ合あいなんてないし、別にあの男子自じ体たいに落ち度もないけどさ……体格も似てる上に『オペラ座の怪かい人じん』の仮面付けてるから……つい……。

　あー、それによく見るとあの男子の『オペラ座の怪人』の仮面に傷は付いてないや。この分じゃあの男子は完全にシロだろうな……。

　ま、二人はどーぞお幸せにってことで。

　あんまりジロジロ見つめるのもアレなので、俺はとりあえずその場から離れる事にした。

　そして適当なテーブルに用意されている紅こう茶ちやを口にして、無む駄だに緊きん張ちようしてしまった今の気分を解きほぐす。

　さて、今のは勘かん違ちがいと分かったところで改めて観察と散さん策さくを続けるか……。

　ん？　なんかあっちの方やけにざわめいているな……なんかちょっとした人だかりが出来ている。

　傷きず仮か面めんの男子と関係ないとは思うが、ちょっと覗のぞいてみるか。

「っ！　あれは……っ」

　人だかりの中央にいたのは金きん髪ぱつの男子だった。

　フード被かぶってるけど、あの金髪のボブカットにサングラスという特とく徴ちよう的な組み合わせを見み間ま違ちがえるわけがない！　あれは今日きよう、旧きゆう校舎裏うらで俺おれに意い味み深しんな忠ちゆう告こくをしてきた生なま意い気きな中ちゆう等とう部ぶの男子だ！

　なんか怪あやしげな奴やつだとは思ってたけど、まさか仮面夜や会かいの参加者だったとは……。

　てゆーか女子多おおいな。もしかして、ここにいる女子全ぜん員いん金髪の男子が目当てなのか？　すごいモテるんだな……まさにハーレム状態。そしてさりげなくボディタッチなどを交えながらその女子達をうまくあしらっているところを見ると、金髪の男子自身もう相当手て馴なれているのだろう。くそ、リア充じゆうめ……。

　……いやまあ俺の個人的感かん情じようは抜きにしても、こいつは俺達が追ってる傷仮面の男子ではなさそうだな。

　だって髪かみ型がた違うし仮面じゃなくて大きなサングラスしてるし背せ丈たけや体格もちっこいし、近しい要素は皆かい無むだ。この条件で怪しむ方が無む理りなほどだろう。

　だとすると……謎なぞの存在なんだよな、こいつ。

　情報が中等部の男子っていう、本当に外がい見けんから得られるものくらいしかない。

　放課後ご俺に声をかけてきたってことは、もしかして俺が忘れているだけでどこかで会ったことがあるとか？　いや、この学校に入って俺が知り合ったのは先輩と猿さる倉くらのみだ。なによりあんなイケメンだったら忘れるわけがない。

　わざわざ俺の前に現れて、使し織おりの名前を出して、仮面夜会に関しての注意を促うながしてきたって事はなにかしら動いた理由なりなんなりがあるはず。

　少なくとも、俺達たち兄妹の事をこいつは知っているのだ。

「………………」

　とりあえず正しよう体たいを探っておく必要はあるだろう。

　ま、こういう時はストレートに近付いて聞いてみるのが───────

　─────ってダメだ！　なんなんだよこの女子の集団は⁉　がっちり金髪男子を取り囲んでいて、入り込む隙すき間まがないじゃねーか！

「ちょ、ちょっと、通りたいんですけど……」

　声をかけてもどいてくれる気け配はいが全くない！　それどころか背後からも次々と女子が迫ってくる始し末まつで……ど、どんだけ人にん気きなんだよこいつ⁉　そんなに押さないでくれ！

　やばい。このままじゃ動けなくなっちゃうぞ。こんな人が多くなってきた状態じゃあの金髪男子に近付いても、話すことなんて出来やしない。

　くそ、ここは一時退たい却きやくして作戦を練り直すしかないな……。







「ふう……」

　とりあえず、俺おれは第三音楽室の近くにあるトイレで用を済ませた。先せん輩ぱいの部屋でも仮か面めん夜や会かいでも紅こう茶ちや飲のんでたから、それが響ひびいてしまったみたいだ。

　さて、この暗い廊下をもう一度通って会場へと戻るとするか……。

　仮面夜会の高い人口密みつ度どから解放されたせいか、この涼すずし気な廊下は実に心地ここちよい。蛍けい光こう灯とうに照らされないひんやりとした廊下、窓から差し込む月の光も柔やわらかでいい感じだ。深夜の学校というオカルトの鉄てつ板ぱんであるシチュエーションも、さすがに仮面夜会なんかが開かい催さいされてるとインパクトで負けてしまうもんなんだなあ。

　さて、これからどうするべきか……。

　もう一回あの金きん髪ぱつの男子に近付いてみる？　あの女子のみで構成された城じよう壁へきをなんとか強ごう引いんにでも打ち崩くずして──────あ、でも派は手でな動きは避けないといけないからな……。

　うーん。そろそろ一度、先輩と合流しておいてもいいかもな。

　先輩の事だから傷きず仮面の男子についてなにかしら摑つかんだかもしれないし、そろそろ二人の得た情報をまとめてもいいだろう。俺の摑んだ情報は金髪の男子に関わる事くらいだけど、この件についても先輩に尋たずねればなにかしら知ってるかもしれないし。

　てゆーか先輩の部屋にお邪じや魔ました時にでも金髪の男子について話しておけばよかった。女子寮りよう潜せん入にゆうしてから耳かきだのなんだのってイベントが連続したせいですっかり忘れてたな……。

　そんな思し考こうを巡らせつつ、俺が会場内へと戻ってきたその瞬しゆん間かんのことだった。

「⁉」

　ぞくっと────────

　まるで背せ筋すじを氷で直接撫なでられるような、強きよう烈れつな悪お寒かんが走った。

　悪あく意いで仕組まれたような奇き跡せき。

　薄うす気き味みが悪くなるような偶ぐう然ぜん。

　今、ちょうど俺の目の前を……目的の人物が通ったのだ！

　背せ格かつ好こうは標ひよう準じゆん的な中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい────────

　顔を隠かくす仮面は『オペラ座の怪かい人じん』───────

　そしてその白い仮面には亀き裂れつのような傷───────

　あの写真で見たそのまんまだ！　間違いない！　こいつが使し織おりを付け狙ねらっている、傷仮面の男子だ！

　まさかこんな突然、不ふ意いに出会う事になるなんて───────っ⁉

　ど、どうする⁉

　まずは一いつ刻こくも早く先せん輩ぱいに報告するべきだろうけど……近くには見み当あたらないし、この仮か面めん夜や会かいでは携けい帯たいは使えないために連れん絡らくは取れない。声を出すなんてもってのほかだ。

　考えている間にも、傷きず仮面の男子はゆっくりだが確実に俺おれから離れていく。

　落ち着け。深しん呼吸をしろ。

　犯人が目の前に現れたんだ……このチャンスをみすみす逃のがすわけにはいかない。ここは気付かれないように、後を追うしかない。とりあえずは付かず離れず、難しいけどその距離感かんを保ちながら尾び行こうしよう。

　俺はそっと足を踏み出して、傷仮面の男子を追う。

　傷仮面の男子は、人ごみの中をまるで泳ぐようにすいすいと進んでいく。こいつ、人の海を歩き慣れてるな……だけど、その速度は特に変化はない。気付かれてはいないはずだ。

　心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなほどにバクバクする。その激しい振動が耳にまで届いて、まるでくぐもった轟ごう音おんのように聞こえる。ぐつぐつと沸わき立つマグマみたいに。

　自然と息いき遣づかいも荒くなっていくのが分かる。声が漏もれないように口くち許もとを手で覆おおう。

　周囲の音はなんだかまるで別べつ世界であるかのように、全てが遠い音に聞こえた。

　隠かくり世よの感が一いつ層そう強くなった仮面夜会の中、柳やなぎのように揺らめく人々の波なみ間まを越えて、煙けぶる茶ちや葉ばの香りを抜けて、ゆらゆらと歩き続けて──────やがて月の光が照らす舞台へと出た。

「……っ」

　月光に目をしかめ、呼び戻されるような形で俺の意識は現うつし世よへと舞い戻ってきた。

　傷仮面の男子がやってきたのはバルコニーだった。彼以い外がい特に人ひと影かげは見み当あたらず、ぽっかりと開けた場所だ。

　……一体、こんな所でなにをするつもりなんだ？

　俺がそんな疑問を感じると同時に、傷仮面の男子は流れるような動きで振り返った。

「！」

　やばいっ！

　俺はすぐさまたっぷりとしたカーテンに身を隠かくして、カーテンの隙すき間まからそーっと様よう子すをうかがう。特にこちらに目を向けたわけでもなく、ただ振り返っただけのようだった。

　き、気付かれなかったか？

　しかし、なんでバルコニーに？　単純に外の風を吸ってからまた使し織おりを探しに会場へと戻るんだろうか……まあ考えていてもキリがない。とりあえずは先輩を見つけて──────

　ピイイイイィィッ‼

　そこで唐とう突とつに、第三音楽室に鋭い笛ふえの音が鳴り響ひびき、室内灯とうが光を放つ。

　目をしかめつつ、音の方に振り向くと……

「全員大人おとなしくしなさい！」

　まさに水を打ったようにしてざわめきは収まり、その隙すき間まを縫ぬって告げられた言葉はその場にいる全員の背せ筋すじを凍りつかせるものだった。

「生徒会よ！　ここに集まった生徒全ぜん員いん、不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆう罪ざいの現げん行こう犯はんで逮たい捕ほします！」

　瞬しゆん間かん、夜や会かいが大きくどよめく。

「生徒会、生徒会だ‼」

「な、なんでこんなところに⁉」

「よりによって副ふく会長じゃない‼」

「い、一いつ斉せい摘てき発はつか⁉」

　ここで生徒会のガサ入れかよ！　なんつータイミングだよ！

　指し示じを出した声の発はつ信しん源げんを探れば……陣じん頭とう指し揮きは雛ひな井い副会長！　こりゃまた融ゆう通ずうがきかなそうな奴やつが相手だな……っ！

「騒さわいでも無む駄だよ！　もう出で入いり口ぐちは封ふう鎖さしたわ！　さあ、ここにいる不ふ届とどき者な生徒達を一人も逃のがさないようにしなさい！」

　続いて、出入口からは俊しゆん敏びんな動きの生徒達たち十人程てい度どが教室へと入ってくる。

　生徒会と書かれた腕わん章しようを付けたその生徒達は、仮か面めん夜会の参加者達をあっという間に教室の中央へと集めていく。その手て際ぎわはおそろしくスムーズだ。

「お前もこっちに来い！」

「うわっ⁉」

　カーテンに隠かくれていた俺おれもあっさりと見つかって、ついに生徒会役やく員いんの手によって強ごう引いんに部屋の中央へと追いやられる。

　くそ！　傷きず仮面の男子に集中しすぎて、生徒会に気付かなかった……っ。

　周囲を見回せば、仮面夜会の参加者を包囲している生徒会役員は数人。その中に副会長の姿すがたもある。そして唯ゆい一いつの出入口である前後の扉とびらを大おお人にん数ずうで固めているところを見ると、教室の構こう造ぞうをしっかり把は握あくして動いていると考えていいだろう。

　これで俺達は完全に第三音楽室に閉じ込められたことになる。

　バルコニーの方は警けい備びもないが、さすがに五階から飛び降りるのは自じ殺さつ行為に等し───────そ、そうだ！　あいつは……傷仮面の男子は……っ⁉

　そう思って参加者達のひしめく隙すき間まからバルコニーに目をやると、もはやそこには誰だれの影も存在していなかった。ただ月光が照らす冷たい床があるのみ。

　……なにかしらの手段で、外から逃げたのか……？

　確かく保ほする絶ぜつ好こうのチャンスだったが……今は仕方ない。とりあえず目の前に迫った危き機きを乗り越えなければ……。

「天てん道どう君」

　不ふ穏おんなざわめきの満ちるの中、背後から自分を呼ぶ声がする。そちらの方に視線をやると翁おきな面めんを付けた銀ぎん髪ぱつの女子がいた。

「先せん輩ぱい」

「ガサ入れ対策はしてあるわ。落ち着いて行動しましょう」

　先輩と俺おれは人ごみに身を隠かくしつつ、小こ声ごえでぼそぼそと会話を交わす。

「ふふふ、この時をどれだけ待ちわびたことか……」

　副ふく会長は心しん底そこ嬉うれしそうに、くつくつと笑い声混まじりに言葉を漏もらす。そして、教室の中央に集められた生徒達を侮ぶ蔑べつするように眺ながめた。

「地じ道みちに潜せん入にゆう捜そう査さを繰り返し、怪あやしまれない範はん囲いで参加者を数人逮たい捕ほし、一いつ斉せい摘てき発はつの段だん取どりのための情報収しゆう集しゆうをすること約やく半年……ようやく仮か面めん夜や会かいの一斉摘発が実じつ行こう出来たわ。守るべき規き律りつを破り風ふう紀きを乱した罪は重いわよ……罰ばつとしてアイドル科は幽ゆう閉へい室しつ行き、普通科か生徒は停てい学がくを覚かく悟ごしておくことね……」

　その言葉を聞いて思い出す。

　そういえば……使し織おりに対してのストーカーの事ばかり気にしてたけど、同時に仮面夜会の参加者が連れん続ぞく逮たい捕ほされてるって事件もあったんだよな。

　てっきり生徒会に情報を流している内ない通つう者しやがいるものだとばかり思ってたけど……

「なるほど。まさか副会長自じ身しんが潜入捜査して、直じき々じきに動いていたとはね……」

　先輩が納なつ得とくしたように呟つぶやく。

　やっぱりそういう事だよな。

「傷きず仮面の男子に内通容よう疑ぎをかけていたけど、そこはまた洗い直すしかないわね。とりあえず今はこの場を何とかしなきゃ」

「具体的には、どうするんですか？」

　俺の言葉を聞いて、先輩は自らの懐ふところからごそごそと道具を取り出す。

「こっちのカードは缶かん型がた煙えん幕まく二個、粘ねん着ちやく弾だんが二個、爆ばく竹ちくにまきびし……」

「こ、これで戦えるんですか……？」

「基本戦せん力りよくが違うんだから正せい攻こう法ほうなんて狙ねらわないわ。ここは逃げの一いつ手て。なにも正面きって立ち向かうだけが戦いじゃないわ」

　俺の気き弱よわな発言を、先輩はさらりと吹き飛ばしてくれた。

「幸いなことに、生徒会役やく員いんは前後の出で入いり口ぐちに集中してるわ。この状態なら避ひ難なん用よう滑り台を使って窓まど側がわから逃げることが出来るはず。この参さん加か人数だと緊きん急きゆう用ようのものと仮面夜会のもの、二つとも展開するのがベストね」

　そうか。そういえばこの教室には緊急用の滑り台の他に、仮面夜会にトラブルが起きた時に迅じん速そくに逃げるための滑り台が用意してあるんだったな……。

「まず、この教室の前後にある出入口にそれぞれ煙幕を投げて注意を引きつける。その後、私達は参加者達を誘ゆう導どうしつつ二ふた手てに分かれ、それぞれ別の避難用滑り台へ向かう。そしてその滑り台から生徒達を脱だつ出しゆつさせて流れを作るっていう形ね」

「え……お、俺おれにそんな大たい役やくを？」

「安心して。脱だつ出しゆつ口こうを確かく保ほしたら後は自然に流れるわ。その後、私は遊ゆう撃げき手しゆとして粘ねん着ちやく弾だんやらまきびしやらで場を混乱させて時間を稼かせぐから」

　先せん輩ぱいはそう言いながら、小さなリング状の鍵かぎ束たばを俺にぎゅっと握らせてくれた。

「この鍵で滑り台が収しゆう納のうしてある扉とびらが開くはずよ」

　先輩の手の温ぬくもりと……

「大だい丈じよう夫ぶ、最悪の事じ態たいにはさせないわ」

　優しい言葉。

　それを託たくされて───────

「……わ、分かりました」

　俺は、頷うなずいた。

　ここまで来て、怖おじ気けづいてるわけにはいかないよな。

　いや今いま現在だって充分に怖こわいままだけど、ここで駄だ々だこねてたってなんも変わらない。先輩の作戦はいつだって完かん璧ぺきじゃないか。そう、それを信じればいいだけの話だ。

　なけなしの勇気、ここで振り絞しぼってやる！

「では、行きましょう」

　先輩は中ちゆう腰ごしのまま、こそこそと人ごみの中を縫ぬうように歩いて行く。俺はそれに付いていって二人で廊下側がわまでやって来た。

　ここからならば前後の扉の様よう子すが見える。やはりいまだに厳げん重じゆうな警けい備びがされたままだ。

「心の準備はいい？」

　俺は首しゆ肯こうした。その直後、先輩は目にも留まらぬ速さで缶かん型がたの煙えん幕まくを放った。スローの動作は全く見えないほどに素す早ばやい。

　缶型煙幕は包ほう囲いしている役員の頭上を飛び越えて……床へと落ちた。

　その瞬しゆん間かん、軽い破は裂れつ音おんが響ひびく。わざとらしい着ちやく色しよく料りようで染められた毒どく々どくしい緑みどり色いろの煙が噴ふん出しゆつし、ドア付近を中心に爆ばく発はつ的な勢いで一いつ気きに広がっていく。

「ぐわっ⁉」

「な、なんだこれはっ⁉」

　まずは教室の前部ドアで悲鳴。

「ま、前が見えないぞっ⁉」

「これは……毒どくガスっ⁉　毒ガスなのかっ⁉」

　続いて教室の後部ドアでも似たような声が連続して聞こえる。

　とめどなく膨ふくらんでいくそれによって、あっという間に夜の教室はファンタジー世界のように緑みどり一いつ色しよくに染そめられてしまった。

　それを確かく認にんして、俺と先輩は顔を見合わせて頷うなずく。

　今度は一気に窓まど側がわへと走って、避ひ難なん用ようの滑り台を展開しなければ。

「みんな、こっちだ」

　俺おれはまず周囲の連れん中ちゆうだけに聞こえるように小声で伝えると、手て招まねきした。

「出来るだけ周囲の人を誘って、ゆっくりと付いてきてくれ。逃げ道を作る」

　まずこの言葉が信用されるかどうかが不安な部分ではあったが、意い外がいにも皆あっさりと頷いて周囲に声をかけ始めてくれた。ふう、助かった。

　それを見て、俺は姿し勢せいを低くしながら教室前ぜん部ぶの窓側へと一いつ気きに走る。なるべく音も立てないようにしながら、可能な限り速すみやかに。

　もともと俺達を包ほう囲いしている人数は少なかったけど、それも唐とう突とつな煙えん幕まくの方へ向かっていたため包囲陣じんはもはやグズグズの状態だ。なんなく俺の進行を許してくれた。

　よし！　これはいけるぞ！

「な、何が起きたの⁉　報告をしなさい！」

　慌あわてふためく副ふく会長の声が聞こえる。イレギュラーな事じ態たいに弱いのは相変わらずらしい。

「す、すみません！　何者かが煙幕を……」

「敵てき襲しゆうかと思われるのですが……っ！」

「そ、そうならすぐにでも調べなさい！」

　よし、誰だれも俺の事は認にん識しきしていないな！　今のうちだ！

　あっという間に俺は窓側へと到着っと。避難用滑り台の収しゆう納のう箱ばこに、先せん輩ぱいから預かった鍵かぎを普通に差し込んで……無ぶ事じに解かい錠じよう。開くと、内部に図入りの解説が載のっていた。

　なるほど、この中に入ってるマットみたいなものを窓の取り付け口にセットしてボタンを押せばあとは自動で滑り台が展開するんだな。そこは特に難しい手て順じゆんもなかったので、素す早ばやく準備を整えることが出来た。

　そしてボタンを押すと、ぼふっと重いのか軽いのかよく分からない音が外から響ひびく。

　窓から外を確認すると、蛇じや腹ばらのトンネルが下へと落ちていくのが見える。着ちやく地ち地点のマットも無事大きく広がったようだ。

　よし、これで後は誘ゆう導どう作業だけだ！

　背後を振り返ると、参加者は不ぶ恰かつ好こうながら列を形けい成せいしながら付いてきていた。

　もしかしてこういう非ひ合ごう法ほうな会合の参加者達だから、緊きん急きゆう時じの避難手て順じゆんは事じ前ぜんにしっかりと認識してるのかもしれないな。

「じゃあこれで一人ずつ降りてくれ」

　そう言って俺はそっと参加者達を促うながした。皆ちょっと焦あせり気ぎ味みだが、緊急時なのだ。仕方ないだろう。

　いまだ教室内にこもっている煙幕の中からは、連続した破は裂れつ音おんなんかが聞こえてくる。

「うわあああああっ⁉」

「た、ただの爆ばく竹ちくだ！　騒さわぐな！　落ち着け！」

「痛ってっ‼　こ、これは……まきびし⁉」

「な、なんだこのねばねばはっ⁉　おい！　誰だれか助けてくれ！」

　その騒がしい声と音だけで、阿あ鼻び叫きよう喚かん具ぐ合あいはこっちにも伝わってくるようだ。先せん輩ぱいはちゃんと手持ちの道具で生徒会を混乱させてくれているらしい。

　よーし順じゆん調ちようだぞ。

　窓から確かく認にんするに先輩側がわの滑り台も人の流れは滞とどこおりない。この速さならばさほど時間もかからずに全員逃にげ切れるはずだ。そして最後、この滑り台で俺おれと先輩も脱だつ出しゆつすればいい。

　やっぱり先輩の立てる作戦は完かん璧ぺきだな。

「きゃっ」

　そこで、慌あわててしまったのか人に押されてしまったのか、一人の女子が俺の目の前へと倒れこんできた。少し細っこい体の女子だ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　足をさすっている目の前の少女を無む視しする事はさすがに出来ず、俺は手を差し伸べた。

「す、すいません」

　手を取りながら、中ちゆう等とう部ぶの少女はこちらを向いた。

　黒くろ髪かみの艷つややかなストレート、背の小さい華きや奢しやな体つき、すっきりとした鼻に乗ったヴェネチアンマスク越しから覗のぞく瞳ひとみは見み覚おぼえがあるほどにくりくりとしていて大きく──────ってまさか⁉

「使し織おり⁉」

「お兄にいちゃん⁉」

　俺達は二人同どう時じに声を上げて、そして同時に自分の口をふさいだ。

　えっ、ちょっ、だって、前にメールでもダメって─────────っ！

「お、おま……っ」

　言いたいことは一いつ気きに頭の中に溢あふれかえってきたが、溢れかえりすぎてもはやうまく言葉に出来なかった。

「誰かの声が聞こえたぞ！」

「こっちだ！」

　だああもうっ！

「説せつ教きようはあとだ。今は逃げるぞっ」

「う、うんっ」

　さすがに使織もそれには即そく座ざに従ってくれた。

　俺はすぐに使織を立ち上がらせて、目の前の脱だつ出しゆつ列れつを確かく認にんした。

　幸運なことに、もうそろそろ列が途と切ぎれるようだ。そこに入れて先に逃げさせてやれば──────────と思ったその時……

　一人の男子生徒が、強ごう引いんに割り込むようにして滑り台の入口へとやってきた。

　な、なんだこいつ！　順番くらい守れ！

　俺おれや順番待まちの生徒達がそんな抗こう議ぎの声をあげる前に、当の男子は脱出口にどかっと足をかけながら低い声で呟つぶやいた。

「まさかここから逃げていたとはな……盲もう点てんだ」

　─────忘れることなど出来ない、陰いん険けんな声。

「しかし、ここからはもう一人も通さん……」

　─────そしてこの高こう圧あつ的な態度……鋭い目付きをしたこの男子の顔は……っ！

「風ふう紀き委員長の鮫さめ島じまだ！　貴き様さま等ら不ふ甲が斐いないぞ！　それでも白はく桜おう台だいの生徒会か！」

　鮫島っ⁉　な、なんでこんなところにこいつがいるんだよっ⁉

　今回の黒くろ幕まくは副ふく会長のはず。

　その上風紀委員の委員長までスパイしてたって言うのかよっ⁉

　ただのガサ入れにここまで注力するなんて……やりすぎだろっ！

「これより俺が第二指し揮きを執とる！　いいですね副会長！」

　鮫島は張りのある声でそう告げる。

「ふえぇ⁉　さ、鮫島君⁉　りょ、了りよう承しようします！」

　半年もかけて練ってきた計画があっという間にぼろぼろになってしまったせいか、もはや涙なみだ声ごえで返事をする副会長。

　そして順番待ちをしていた参加者達は、まるで蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。

「参加者達は避ひ難なん用ようのスライダーを利用して外へ逃げていたんだ！　脱出口はもう潰つぶしたのだから、他の役員は早く参加者達を捕らえろ！」

「す、すみません！」

「煙えん幕まくやらなにやらで、今は身動きが取れない状況でして……っ！」

　もう随ずい分ぶんと薄くなってきた煙幕の中から、役員達の弱よわ気きな報告が聞こえる。

「煙幕ならば前後のドアを開けてさっさと換かん気きすればいいだろう！　頭を使え！」

　ああまた面めん倒どくさくなるような的てき確かくな指し示じを出しやがって……。

　本当に厄やつ介かいだなこいつ！

「まずはお前だ。来い！」

「くっ！」

　ゆっくりと迫ってくる鮫島から、俺は後あと退ずさりする。

　こいつ、厭いや味みったらしい外がい見けんそのまま負ふ傷しよう者狙ねらって逮たい捕ほ者しや稼かせぎかよ……っ

　幸運にも、鮫島はまだ先せん輩ぱいの展開した滑り台──────仮か面めん夜や会かい脱出用の滑り台の存在には気付いてないようだ。俺一人ひとりなら、このままもう一つの滑り台まで走っていって逃げる事は出来るかもしれない……。

　でも、今は使し織おりがいるんだ。

　妹を見捨てて逃げるなんてクズな真似まねは、さすがに出来ないんだよ……っ！ 

「お、お兄にいちゃん……」

　使織から不安げな声がかかる。

　それにつられて振り向くと、背後はもう窓。追い詰められた。

　距離を稼ぐことも……もう出来ない。

「人を庇かばったままでは逃げられんだろう。観かん念ねんしろ！」

　くそっ！　せめて、せめて使織だけは守らなきゃ！

　使織にはアイドルとしての未来が待ってるんだ。ここで逮捕されるわけには─────

「鮫島君」

　そこで舞い落ちてきたのは女子の声。

　まるで天上から降り注そそぐかのような美しいものだ。

「私と踊りましょう？」

　姿すがたの見えないまま、その声は続ける。

　こ、この声はまさか……っ！

「……誰だれだ？」

　鮫さめ島じまは訝いぶかしげに周囲を見回す。

「これが用意してた最後の最後。とっておきをくれてやるわ」

　そんな軽やかな言葉とともに軽い火ひ花ばなが散る。そして次の瞬しゆん間かん、鮫島の周囲で派は手でに連続して炸さく裂れつ音おんが鳴り響ひびく。爆ばく竹ちくか⁉

「ぐうっ⁉」

「さ、今夜はとことん付き合ってあげる」

　やっぱり先せん輩ぱいだ！　先輩が撹かく乱らんしてくれたんだ！　よし、このチャンスを逃のがすわけにはいかない。今のうちにここを離れてせめて使織だけでも！

「行くぞ使織」

「う、うんっ」

　使織の手を引いて俺おれは教室の端はしへと急ぐ。

　煙えん幕まくの向こうに、もう一つの避ひ難なん用よう滑り台が見えた。

　脱だつ出しゆつ口こうを分ぶん散さんさせたおかげなのか、そこに並ぶ参加者はもうわずかなものだった。こちらの滑り台は特に生徒会に脅おびやかされることもなくスムーズに脱出が行われていたらしい。使織をその列の最さい後こう尾びに並ばせると、それ以い降こう列に並ぶ者はやってこなかった。かかった時間、参加人にん数ずうを考えるとおそらく参加者のほとんどは逃げ切れたはず。

　列の流れも問題ない。これなら……っ！

　そして、使し織おりが脱出する番がやってくる。

「さ、早く逃げろ」

「お、お兄にいちゃんは……？」

　そこで使織から不安げな視線を向けられた。

「………………」

　先せん輩ぱいはまだ撹かく乱らんのために戦っているはず。この状況で、さすがに先輩を残して俺おれ一人で逃げることは出来ない。逃げるときは先輩と一いつ緒しよだ。

「後からすぐに行く。だから使織は先に」

　そう告げて、俺は滑り台の方へと使織の背中を軽く押す。

「で、でも……」

　それでも使織はためらいがちだった。もう強ごう引いんにでも脱出用よう滑り台に押し込んでやるしかないか……そう思った時、煙えん幕まくの中から伸びてきた手によって俺は突き飛ばされた。

「いてっ⁉」

　唐とう突とつな衝しよう撃げきに抗あらがえず、大きく尻しり餅もちをつく。

「きゃっ⁉」

「ようやく一人捕つかまえたぞ……」

　不ふ穏おんな台詞せりふにつられて視線を上げると、使織は一人の男子に捕まっていた。爆ばく竹ちくでところどころ制服が焦こげているが……こいつ鮫さめ島じまか！

　くそっ……しつこい！

「まさかこっちにも脱出口があったとはな……貴き様さま等らがここに残った最後の参加者なんだ。逃のがすと思うなよ……ふ、ふふふふふふはははっ！」

　もはや執しゆう念ねんで動いているのか、目の焦しよう点てんがまるで合ってない。

　ど、どうすれば……っ⁉

「その娘こを放しなさい」

　そんな声とともに、背後から俺の隣となりへとやってきたのは翁おきな面めんを付けた銀ぎん髪ぱつの女子。

「！　せんぱ────────」

　俺が立ち上がりながら声をあげようとしたところ、彼女の人ひと差さし指ゆびによって止められた。

「私が身み代がわりになるわ。だから、その娘だけは」

「……なんだ貴様？　ふん、身代わりも何もお前ら全員ここで捕まえるだけだ」

　鮫島は鼻で笑いつつ、まるで相手にしない様よう子すだ。

「あら。あんなに情じよう熱ねつ的に私のことを追いかけてくれているのに、忘れちゃったの？　悲しいわね」

　そう告げて、なんと先輩は自らの仮か面めんを外してこの場で素す顔がおを晒さらした。

「っ！　麒き麟りん堂どう奏かな子こ！」

　さすがにそれを見て、鮫さめ島じまもその声こわ音ねを変化させた。

「麒き麟りん堂どうですって⁉」

　それにつられて副ふく会長がどこかで大きな声をあげ、その場に残った生徒会役員全員をも大きくざわめかせながら波は紋もんのように広がっていく。

　さすがに、この名前を聞いて動どう揺ようしないわけがない。

「ここにいる生徒会役員を総そう動どう員いんしろ！　今すぐにだ！　他の参加者などどうでもいい！　麒麟堂を仮か面めん夜や会かいの現行犯はんで逮たい捕ほする千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ！　絶対に逃のがすな！」

　鮫島が血けつ相そうを変えて煙えん幕まくの向こうへと指し示じを出す。

　当然だ。この場で顔を明かしたら確実に現行犯。今までのようにのらりくらりと逃げることなんて出来はしないのだから。

「私が囮おとりになる。その隙すきに使し織おりちゃんを奪うばって逃げなさい」

　先せん輩ぱいは小声で指示を出す。

「だ、だけどそれじゃあ先輩が……」

　ろくな武器なんてなにも持っていないのに、この数の生徒会役員を一人で相手にするなんて無む理りに決まってる！　さっきの爆ばく竹ちくだって、最後の最後だって……っ！

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐに追いかけるわ」

　いつもの調子で平へい然ぜんと告げてくる。

「で、でも……っ」

「迷いは禁きん物もつよ。手段はそれしかないんだから」

　鮫島の号ごう令れいのせいか、煙幕の向こうから黒い影が続々とこちらへと迫ってきている。まさに予よ断だんを許さぬ状況だ。

　確かに……方法は、それしかないのかもしれないけどっ！

「さあ、その手に彼女を捕らえたまま……私を捕つかまえることが出来るかしら？」

　先輩は煽あおるようにそう言って、誘うようにじりじりと……俺おれから距離を取っていく。

「……………………」

　鮫島の視線はもはや先輩にのみ向けられていて、きっと俺など目に入っていないだろう。この状況ならば、確かに使織は助けられるかもしれない。いや、確実に助けられる。

　……先輩がこのチャンスを作りだしたのはなんのためだ？

　……どうしてわざわざ正しよう体たいを明かしてまで時間稼かせぎしたんだ？

　考えるまでもない。

　答えはひとつで───────

　俺に出来ることも──────

　また、たったひとつしかない。

「さ、パーティータイムよ」

　先せん輩ぱいは美しく微笑ほほえみながら、渦うず巻まく緑の濃のう霧むの中へと身を翻ひるがえした。

　そして同時に俺は駆かけ出す。一いつ直線に。

「麒き麟りん堂どうが動いたぞ！　教室内だ！」

　号ごう令れいを飛ばしつつもやや惑まどいのある鮫さめ島じまに突とつ進しんし、俺はなんとか使織を強ごう引いんに奪うばい取る事に成功した。お姫ひめ様さまだっこで使織を抱えて、そのまま滑り台へとまっすぐに直ちよく進しんする。

「───────ちっ！　何よりも今は麒麟堂だ！　総そう力りよくを以もつって追い詰めろ！」

　鮫島はやはりこちらを諦あきらめて、先輩の後を追っていったようだった。

　俺は使織を抱えたまま、蛇へびのようにぽっかりと口を開けた暗くら闇やみへと飛び込んだ。

　すぐ追いついてきますよね⁉

　だって、大だい丈じよう夫ぶだって言ってましたよね⁉

　先輩が追い詰められるなんて、そんな事あるわけないですよね⁉

　────────────先輩っ。

　まるで自分の不安をかき消すかのように、俺は暗闇の中で強く使織を抱きしめた。







　麒麟堂先輩が生徒会によって逮たい捕ほされたとの衝しよう撃げき的な報道が白はく桜おう台だいを駆かけ巡ったのは、その翌よく日じつの事だった。
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『生徒会お手て柄がら‼　風ふう雲うん児じ麒き麟りん堂どうを逮たい捕ほ！』

『華か麗れいなるカリスマ、ついに堕おつ！』

『悲ひ願がんならず！　革かく命めいを胸に秘めた美しき姫ひめ君ぎみは今……』

　仰ぎよう々ぎようしい見出しが目立つ各かく種しゆ学生報道機き関かんの号ごう外がいが白はく桜おう台だいに舞う。

　校舎の内外に関わらず敷しき地ち内ないを歩く生徒達は必ずいずれかの新聞を手に持っており、情報に尾ひれ背びれを付けては周囲へと大量に放ほう流りゆうする事を朝からずっと繰り返していた。

　放課後ごになる今まで、ずっと。

「さすがにあの美び少女革命家かの逮捕ともなれば、この騒さわぎも当然ってか？　中ちゆう等とう部ぶ高こう等とう部ぶ含めて今日きよう一日この話題で持ちきりだったからなー」

　昇しよう降こう口ぐちへと向かう途と中ちゆうのこと。

　俺おれの隣となりを歩きながら周囲を見まわしているのはお調ちよう子し者ものの友人、猿さる倉くらだ。お祭り好きなだけあってこのビッグウェーブにしっかり乗っているらしい。

「いやー、しかしあの麒麟堂先せん輩ぱいが捕つかまる日が来るとはね……白桜台でも最大であろう逮捕劇げきだったろうなあ……」

　全種コンプリートした学生新聞に目を通しながら、猿倉は視線を俺に向けてきた。

「麒麟堂先輩とアヤしい関係を持つ天てん道どう優ゆう馬ま君なら、もしかしてその瞬しゆん間かんを間ま近ぢかで見たんじゃないのかな？　なあなあ、どんな感じだった？」

「……煙えん幕まくに遮さえぎられて、なんも見えなかったよ」

　猿倉の好こう奇き心しん旺おう盛せいな視線を、俺はため息と共に振り払う。

　別に間違ったことは言っていない。俺は確かに先輩とともに仮か面めん夜や会かいに参加していたが、捕まる瞬間を目もく撃げきしていないのは本当のことだ。

　だって俺はあの煙幕の中、先輩を囮おとりにして逃げたのだから。

　……ほんと、最低だ。

「ふーん、そっかー」

　猿倉はあっさりと引き下がった後に、何気なく続けた。

「でもま、逮捕の瞬間は地じ味みでも処しよ刑けいの方は大だい々だい的かつ派は手でにやるみたいだけどな」

「……処刑？」

　あまりにも穏おだやかじゃない言葉を聞いて、俺は足を止めた。猿倉はなにやら手持ちの学生新聞の束たばをばさばさと漁あさり始める。

「ほら、今日きようの夜に新入生歓かん迎げい会かいがあるだろ？」

「ああ、そういえばそんなのあったな……」

　新入生歓迎会。

　その名の通り、生徒会が主しゆ催さいとなって今年の新入生をもてなしてくれる会だ。かなり豪ごう華かな催もよおしらしく、高校生じゃ手の届かない高級な料理も用意されるとかなんとか。毎まい年とし行われる白桜台の恒こう例れい行事だそうだ。

　先せん輩ぱいのことで頭がいっぱいで、今の今まですっかり忘れていた。

「さっき俺おれが手に入れた新しん情報によると、その新入生歓かん迎げい会かいの中で麒き麟りん堂どう先輩の公開処しよ刑けいが行われるってさ」

　そう言って、猿さる倉くらは数枚の号ごう外がいを差し出してきた。

「っ！」

　俺はそれらをひったくるようにして奪うばい、慌あわてて目を通す。

『新入生歓迎会にて麒麟堂の公開処刑執しつ行こうか』

『白はく桜おう台だいの革かく命めい家か、今夜断だん頭とう台だいへ』

　紙面にはインパクトを出すためか、真まっ赤かな血のような大おお文も字じで構成されたコピーがでかでかと躍おどっている。

　麒麟堂先輩の……公開処刑……？

　な、なんだよこれ……処刑なんて仰ぎよう々ぎようしく銘めい打うって吊つるし上げるなんて、悪あく趣しゆ味みにも程ほどがあるだろ……っ！

「ま、革命家の最さい期ごは処刑と相そう場ばが決まってるわけで。生徒会としても外せないんだろうな」

　猿倉の言う通り、この公開処刑の意味は誰だれにでも分かることだ。

　麒麟堂奏かな子こという稀き代だいの革命犯はんを断だん罪ざいするその瞬しゆん間かんを衆しゆう目もくに晒さらすことによって、生徒会の勝利を大たい衆しゆうに知らしめるためだ。

　先輩は青春革命を標ひよう榜ぼうし、風ふう紀きを乱し、派は手でに暴あばれまわっていた。強大なる生徒会に真まっ向こうから叛はん意いを突きつけ、自由を謳うたう美しき革命家。そんな反はん乱らん分子の象しよう徴ちようたる先輩を処刑する事が出来たのならば、生徒会の権けん力りよくは今度こそ盤ばん石じやくなものとなるだろう。

　演出したいのだ。

　生徒会の権けん威いが絶対となるその決けつ定てい的てき瞬間を。

　特に入学したての新入生への見せしめとしては効果絶ぜつ大だいだろう。今後きっと革命を企くわだてようとする輩やからなど現れることなく、白桜台は完全に生徒会の掌しよう中ちゆうに落ちる。

「公開処刑を見せつけられちゃ、みんな去きよ勢せいされたみたいに従じゆう順じゆんになっちゃうだろうな。俺としては毎日派手な事件が起きてる方が好きなんだけど」

「……これ、さんきゅ」

　そっと猿倉に号外を返して、俺は歩みを再開させた。

　どうする？

　俺はどうすればいい？

　今この現状で、このまま手をこまねいていいのか？

　生徒会主しゆ催さいの新入生歓迎会は夕方五時から開始される予定だったはず。時間を確かく認にんすれば開始まであと二時間程てい度ど。わずかだが俺に残された貴き重ちような時間だ。

　でも……この間に俺おれが出来ることって、なんだ？

　特に頭が切れるわけでも、体力に自信があるわけでもない。マンガやゲームみたいになんの特とく殊しゆ能力だって持っていない、血ち筋すじだって普通のごくごく一般的な人間だ。

　俺は先せん輩ぱいを犠ぎ牲せいにして助かっておいて……なにも……なにも出来ない……。

「おーい、天てん道どう。聞いてるか？」

　猿さる倉くらの声と共に、体が揺すられる。

「───────え、あ、ああ……」

　俺は沈み込んでいた意識を取り戻して、慌あわてて返事をする。

　無む意識のまま歩き続け、いつの間にか昇しよう降こう口ぐちに到着していたらしい。

「えっと…………新入生歓かん迎げい会かいの話だっけ？」

　後ろ頭をかきながらそう尋たずねると、猿倉からは呆あきれたようなため息が返ってきた。

「ちげーよ。あっちを見ろ、お前をご指し名めいだぞ」

　猿倉の指ゆび差さす先は出で入いり口ぐちとなっているガラス戸。

　まだ高い位置にある太陽の光を反射しているタイルの上、そこには申もうし訳わけなさそうに俯うつむいている黒くろ髪かみの美び少女がいた。

「使し織おり……」







　白はく桜おう台だいの校内は、整せい然ぜんとしていて美しい。

　青々とした緑の芝生しばふが敷しき地ち全体に敷しかれ、そこを直線と曲線を用いた白い遊ゆう歩ほ道どうで区切っている感じだ。点てん在ざいする芝生部分では男子達がボール遊びに興きようじていたり、大きな樹きの下では女子達がお喋しやべりに花を咲かせていたり、思い思いの放課後ごを過ごしている。

　周囲に建てられた校舎や講こう堂どうなどもスタイリッシュなデザインで統とう一いつされておりなんか近代的な美術館かんみたいな雰ふん囲い気きがある。私立らしく金がかかりすぎてる感じはするが、過ごしやすくいい学校だと思う。

　そんな遊歩道の端はしにある木こ陰かげのベンチに、俺と使織は揃そろって座ることにした。

「飲む？」

　購こう買ばいで買った紙パックのレモンティーを差し出してやった。

「あ、ありがとう……」

　使織は両手でそれを受け取ると、ストローを差して一ひと口くち。

「………………」

　さすがの使織も、今はバツが悪そうにうつむいている。

「その……足は？　なんともない？」

　さすがにいきなり本ほん題だいに突っ込むのははばかられたので、周辺の事こと柄がらから尋たずねてみる。

「うん。ほんの軽い捻ねん挫ざだから……」

　こくこくと頷うなずきながら使し織おり。

　見れば足には簡単な湿しつ布ぷが貼はってある。歩く様よう子すも普通だったし、大したケガじゃないってのは本当のようだ。これには俺おれもほっと胸を撫なで下ろした。あんなつまらないケガでアイドル活動に支し障しようをきたすような事があったら、泣くに泣けないからな。

「………………」

　遠くから聞こえる生徒達たちがはしゃぐ軽い声。

　それらが混じる途と切ぎれがちで爽さわやかな静せい寂じやく。

　そんな中、使織はもう一回ちゅうとレモンティーを飲み……

「……ご、ごめんなさい」

　ぽつりと零こぼすように告げた。

「私のせいで、先せん輩ぱいが……」

　そして声を震わせながら、膝ひざの上の紙パックをぎゅっと握る。

「生徒会に、捕つかまっちゃって…………私なんかを、かばったから……っ」

「………………」

　俺はそれを聞いた後、自分の鞄かばんから昼に買った緑りよく茶ちやのペットボトルを取り出す。それで少しだけ喉のどを潤うるおした。

「……使織」

　そして後ろ頭をかきながら続ける。

「まず根っこを考えなきゃ。使織がいけなかったのは、俺が参加するなって言ったのに仮か面めん夜や会かいに参加した事だろ？」

　俺は、自分の頭の中で本ほん質しつがどこにあるのかを探りながら尋たずねた。

「なんで使織は仮面夜会にいたんだ？　どうしてそこまでして、昨さく晩ばんの仮面夜会に参加していたんだ？」

　使織は、今までうつむいていた顔を少しだけ上げて答えた。

「それは……兎と夜よ子こちゃんのため……それと、自分達のために……」

　兎夜子ちゃんってのは……稲いな葉ばさんのことか。

「あのね─────────これはまだ秘密なんだけど、兎夜子ちゃんは今度私がＣＤデビューするユニットのメンバーの一人なんだ」

　使織はゆっくりと語り出した。

　じゃあそのユニットは主役に使織を据すえてその脇を稲葉さんで固めるって感じか。素人しろうと意見だが、なかなかバランスは考えられていると思う。

「でもね、兎夜子ちゃんは男性恐きよう怖ふ症しようであがり症なところがあるの。正式なデビューまでにそれを治したいって言ってて、私もそれに協力してあげたいって思って……その時に仮面夜会の噂うわさを聞いて、じゃあ参加してみようって。最初は私も同どう行こうしてあげたんだ」

　ああ、なるほど。じゃあ仮か面めん夜や会かいに参加していたのは色いろ恋こい目的と言うよりは、アイドルデビューに向けた特とつ訓くんってことか。

「ほら、仮面夜会なら仮面を付けているから男の人とも平へい気きに話せるかなって。それでもやっぱり難しくって……なんとか読書の趣しゆ味みとかが合う人を探してあげて、まずは文ぶん通つうでじっくり練習することになったんだ」

「それでわざわざ仮面夜会で文通なんて形を……」

　理由を詳しく聞いていると、色々と腑ふに落ちる。

「文通で特訓して、昨さく晩ばんはいよいよ直接話はなす機会だったんだけど……やっぱり兎と夜よ子こちゃんは怖こわいってなっちゃって……その後あと押おしをするために私も付いていったの」

「それで、結果は？」

「大だい丈じよう夫ぶだったよ。二人ともお手紙のやりとりしないで、ちゃんと会話出来てた。少し慣れたみたいだから、今度はクラスメイト相手に少しずつ頑がん張ばってみるって」

　それを聞いて、俺おれの頭の中にささくれのように疑問が浮かんだ。

「手紙のやりとりなし……？」

「うん。昨晩ははじめっから直接お話しする予定だったから、二人ともお手紙は持ってきていなかったよ。私隣となりで見てたから」

　あれ？　俺の記き憶おくだと稲いな葉ばさんに手紙を渡していた男子は、確かに存在していたはずなんだだけど……。

「それが、どうかしたの？」

「いや……」

　まあ、あんま深く突っ込むところでもないか……今言うべきは違う言葉だからな。

「使し織おり、昨日きのう体験した通り、仮面夜会にはああいう危険性もあるんだ。もう二度と参加しちゃダメだぞ。お兄にいちゃんと約束してくれ」

「う、うん。それは絶対の絶対に約束するよ……」

　使織はちゃんと俺の目を見て告げた後……

「だけど……その……」

　再びその顔を不安で染そめていく。

「……やっぱり私のせいで、先輩が捕つかまっちゃって……それは変わらないことだから……」

「先輩が捕まったのは、使織のせいなんかじゃないよ」

　俺は泣きそうになっている使織の頭を撫なでてやりながら、優しく言った。

「ふぇ？」

「副ふく会長の潜せん入にゆう捜そう査さもあったし、鮫さめ島じまがいたのだって運が悪かった。昨晩は使織の参加とは別に想そう定てい外がいの事が立て続いていたんだ」

　先せん輩ぱいは最さい善ぜんの手を尽くしていて、使し織おりは友達のために懸けん命めいだったんだ。

　ここで使織を責めるような事は出来ない。

「……だから」

　ここは、俺おれが言うべきだ。

　言わなくちゃいけない言葉だ。

「俺は絶対、先輩をなんとかして助けてみせる。だから使織は泣かなくてもいいんだよ」

　無む理りと無む茶ちやを飲み込んで、俺は虚きよ勢せいを張って使織に笑いかけた。

　作戦も展てん望ぼうもまるでない。状況は良くなる兆きざしも見えなければ、一発逆ぎやく転てんの目だってどこに転がっているのやらって感じだ。

　でも、ここで俺が戸と惑まどって使織を不安がらせちゃダメなんだよ。俺は年とし上うえで……お兄にいちゃんだからな。

「先輩は大だい丈じよう夫ぶだから、使織は気にするな」

「う、うん……」

　もう一度繰くり返したところでようやく使織の顔に晴れ間が差し込んできた。よし、やっぱり使織には笑顔が一番似に合あってる。

「さ、話はこれで終わりだ」

　そう言って俺は立ち上がり、使織の手を引いて立ち上がらせた。

「そろそろアイドル科のレッスンの時間だろ？　頑がん張ばってこい」

「う、うんっ」

　使織は振り切るように返事をして、立ち上がった。

「お兄ちゃん……ありがとう！」

　そして使織はそう告げると、アイドル科の校舎に向かってぱたぱたと遊ゆう歩ほ道どうを駆かけていく。

「………………」

　俺は使織の背中が見えなくなるまで見送った後、ぎゅっと決意するかのように自らの拳こぶしを強く握りしめた。

「……なんとか、してみせる……」







　生徒会はやはり新入生歓かん迎げい会かいの準備でてんてこ舞いらしく、いつもより巡じゆん回かいの生徒会役やく員いんは少なかった。おかげで旧校舎群へは楽に到着することが出来た。

　その中にある古びた旧校舎のひとつ、その南口玄げん関かんから入って廊下を進んでいく。特に変わった点はない。

　目め指ざすは、青春革かく命めい部ぶの部室だ。

　もしかしたら……

　あの先せん輩ぱいなら、もしかしたら……

　もしもの時のためになにか手を打ってくれているかもしれない。二に手て三さん手て先を読むあの先輩ならば、最悪の事じ態たいも想そう定ていしてなにかを用意してくれているかもしれない。

　ぶっちゃけ、今の俺おれに頼れるものといえばそれくらいしかなかった。

　そのわずかな期待に、懸かけるしか───────

　考えを巡らせているうちに中央フロアの大おお階段へ到着。そして階段裏うらの非常口ぐちへと向かった時、一つの異い変へんを見つけた。

　非常ドアが、開いていたのだ。

　いつもならばしっかりと閉じられてカードキーによってセキュリティが守られているはずのドアが、今は開けっ放しだ。

　……もしかして先輩が捕つかまったから、この部室の場所もバレたのか……？

　その予想が脳のう裏りをよぎった瞬しゆん間かん、一いつ気きに心しん臓ぞうの音が早くなり手に汗がにじんでいく。まず非常ドアにおかしな部分がないか確かく認にんする。

　しかし、ドアの電子ロック部分を見てみても破は壊かいされた形けい跡せきなどはなかった。そしてセキュリティランプは緑。つまり正式な方法で解かい錠じようされたという事になる。

「……？」

　もし生徒会がガサ入れするなら、こんな丁てい寧ねいな方法を取ったりはしない。強ごう引いんにでもこじ開けて力任まかせの横おう暴ぼうな立ち入り捜そう査さをするはず。相手は権けん力りよくを振りかざせる生徒会。まどろっこしい手段を取る必要はないのだから。

　そもそもこの旧きゆう校こう舎しや内ないに大おお人にん数ずうが出入りしたような形跡は見み当あたらなかったし、捜そう索さくしているのならばここに誰だれも立ち入らないよう生徒会役やく員いん達たちが巡じゆん回かいしていてもいいはずだ。

　そっとドアの奥を覗のぞいてみると、なんの音かまでは判はん別べつできないが風にのってかすかに音が聞こえる。

「………………」

　ここは……先へと進んでみるしかないな。

　内部へと足を踏み入れて、非常ドアを後ろ手に閉めた。

　冷たい静せい寂じやく、暗い地下、コンクリートの階段……ここは音が響ひびきやすい環かん境きようが整っている。大きな音を立てないように慎しん重ちようにゆっくりと進んでいく。

　非常ドアが開いていた事、奥から音が聞こえてくるという事。この二点を考えると、この先にはやはり人がいると考えていいはずだ。

　しかし、一いつ体たい誰が……？

　問題なく階段を降りきって、地下へと到着する。

　左右に二部屋ずつ存在する計けい四部屋をここで見み渡わたす。特に変わったところはない。声は右手て前まえの部屋……即ちいつも使用していた部室から聞こえてくる。

　ドアに近づいていって、俺おれはそっとしゃがみ込んだ。

　こ、こういう時はどうするべきだ？　いきなりドアを思いっきり開けて飛び込んだほうがいいのか？　いや、でも中から聞こえてくる声からして一人じゃない。安あん易いに飛び込んだらそのまま取り押さえられてしまうだろう。

　えーっと、こういう時は……こういう時は──────────

「やっと来た」

　唐とう突とつに、声が聞こえた。

　その言葉とともに、思いっきりドアが開かれる。扉とびらに体重をかけていた俺は、そのまま部室内へとごろごろっと転がり込んでしまった。

　ま、まずい！　先に見つかった！

　慌あわてて身を起こし、相手を確かく認にんすると─────────

「⁉　おまっ……」

　俺は絶ぜつ句くした。

　そこにいたのはあまりにも予よ想そう外がい過ぎる人物だったからだ。

　ボブカットの金きん髪ぱつに大きなサングラス、パーカーの上に白ラン、七しち分ぶ丈たけのスラックスという改かい造ぞう制服。このインパクトを見み間ま違ちがえるわけがない。

　以い前ぜん旧きゆう校舎で俺に声をかけてきた、中ちゆう等とう部ぶの男子だ。

　な、なんでここにこいつが……？

「やあ、昨さく夜やぶりだね」

　そう言いながら、チュッパチャップスをぴっとこちらに向けてきた。

「お前……なんでここに……？」

「君こそ随ずい分ぶんと遅い到着じゃないか。待ちくたびれたよ」

　金髪の男子はそう答えると、椅い子すへと歩いていく。どうやら今いま部室にはこいつ一人しかいないようだ。

　そういえば……おかしいな。中からは数人の声が聞こえていたんだけど……。

　部室内を見回すとすぐにその理由は分かった。机の上のラジオだ。てっきり複数の人間がたむろしてるかと思っていたが、どうやらそれはラジオの音声だったらしい。それが地下の空間に響ひびいて非常口ぐちの入口にまで微かすかに届いていたんだろう。

　いやそれよりも、だ。

「待ちくたびれたって……なんの話だよ」

「行動が遅すぎる」

　金髪の男子はラジオをこんこんと叩たたきながら、椅子にすとんっと腰こし掛かけた。

「ラジオの学生放ほう送そう局きよくだってこうやって先せん輩ぱいの公開処しよ刑けいを放送し始めているし、号ごう外がいだったらもう昼ひる頃ごろには撒まかれはじめていただろう。もっと早くここに来れるはずだ。的てき確かくかつ効こう率りつ良く動きたまえ」
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　な、なんだよこいつ。

　中ちゆう坊ぼうで部ぶ外がい者しやのくせに、いきなり部室に入っていて偉そうに……。

　それに、ここは俺おれと先せん輩ぱいだけの部室なんだぞ……ずけずけと入っていきなり説せつ教きようされるいわれなんてない。

「お前はなんでここにいる。てゆーか、なんでここに入れるんだよ」

　俺は少し強い語ご気きで質問した。

　ここは青春革かく命めい部ぶの部室、いわば革命軍ぐんのアジトだ。そう易やす々やすと突とつ破ぱできるセキュリティではないはず。一体どういうトリックを使ったんだ？

「なぜ？　そんなの、これを持っているからに決まっているだろう」

　そう言って取り出したのは─────────

　そ、それは入口を開けるカードキー！

　なんでこいつが所しよ有ゆうしてるんだ⁉

「手紙の調ちよう査さ結果を届けに来たのさ。手紙を盗ぬすんだ犯はん人にんが分かったんでね」

　金きん髪ぱつ男子は何かの書類をひらひらと空に泳がせる。

「……手紙の調査結果？」

「稲いな葉ばさんとやらの盗まれた手紙の件さ。発見してそっちに渡しただろう？」

　ああ、あの文ぶん通つうの手紙のやつか─────────ってまさか……っ⁉

「稲いな葉ばさんの手紙を見つけ出したのって……お前なのか⁉」

「そうだよ。その様よう子すだと、先せん輩ぱいから話を聞いていなかったみたいだね」

　金きん髪ぱつの男子は椅い子すに座りつつ足を組む。

「その結果を伝えに来たらここに先輩はいないし、それどころか生徒会に捕つかまってるっていうじゃないか。それで、君が来るのを待ってたわけさ」

　確かに先輩はあの稲葉さんの手紙は盗とう難なんされたものだから、引き続き調査してもらってるみたいな事を言っていた。今回はそれを届けに来たってわけか。

　そういう背景があるのならば、この金髪の男子が部室に入れるのも納なつ得とくだ。

　この改かい造ぞう制服を一ひと目め見た時からまともな奴やつじゃないとは思ってたけど、まさかそういう繫つながりがあったとは……。

「先輩が追っている事件の概がい要ようは、こちらもほとんど知ってる。天てん道どう使し織おりのこと、その兄である君のこと、そしてストーカー容よう疑ぎをかけている傷きず仮か面めんの男子を昨さく夜やの仮面夜や会かいで確かく保ほしようとしたことも」

「！　そうだ。そういえばお前も仮面夜会にいたはず」

　その言葉を聞いて思い出す。

「ああ、仮面夜会ではもう少し自由に動いて先輩をフォローするつもりだったんだけど、あまりにも大おお勢ぜいの人に囲まれちゃってね。場を混乱させるだけだったから、すぐに撤てつ収しゆうしたんだ。だけど、まさかその後に先輩が捕まってしまうとはね……」

　金髪の男子は口を尖とがらせ、渋じゆう面めんを作る。

「今回の仮面夜会はかなりやばいと踏んでたんだ。傷仮面の男子もそうだけど、副ふく会長の動きも怪あやしかったし、先輩だけで相手にするには荷が重すぎる案あん件けんだったから……」

　金髪の男子はそう呟つぶやきながら、呆あきれたような視線とため息を向けてきた。

「だからこそ、保険として君に忠ちゆう告こくをしたんだけど……」

　忠告とは、おそらくあの旧きゆう校舎裏うらで告げてきた事だろう。

「あ、あんな中ちゆう途と半はん端ぱな言葉で─────────」

「でも、今回はストーカー問題だって事は認にん識しきしていたわけだろう？　ならば先輩が必ひつ要よう以上に躍やつ起きになってしまうのは読めたはずだよ。部員ならばきちんとフォローしたまえ」

「……ストーカーで……先輩が躍起になる？」

　その繫つながりが分からずに、そのままオウム返しする。

「あの事件だよ。先輩がアイドルだった時の─────────ああいや、正確には候こう補ほ生せいの頃だけど」

「先輩が……アイドル？」

　初めて聞いた。

　候こう補ほ生せいってことは……かつて先せん輩ぱいはアイドル科にいたってことか？

　確かに先輩はアイドル科に在ざい籍せきしてもおかしくないくらいの人じん材ざいだとは思っていたが、本当にアイドル科にいただなんて話は……一度も聞いたことがない。

「……ははあ、なるほど」

　そこで、金きん髪ぱつの男子はなにかに納なつ得とくしたのか声を上げた。

「どうやら君は……本当に、なーんにも聞かされていないみたいだね」

　肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつきながら、金髪男子は漏もらす。

「よし」

　そして決意したかのように椅い子すから立ち上がり、てくてくと歩いて自分の正面にある椅子へと向かっていく。

「こっちは少しでも情報が欲しい。たとえわずかだとしても、部員として動いていた君からの情報がね。そのために、まずはこっちが手持ちのカードをオープンするさ」

　そして、金髪の男子は椅子の背もたれをくいっと俺おれの方へ向けた。

「アイドルをやっていた先輩がどうして辞やめてしまったのか。そして……どうしてこの青春革かく命めい部ぶを発ほつ足そくさせたのか、その経緯いきさつを。ここで教えようじゃないか」

　時間がない状況であると認にん識しきしているにも関わらず、金髪の男子は口くち許もとに笑えみを残しながらその右手で俺を椅子へと案内した。

「……………………」

　きっと、この椅子に座らなければ事じ態たいは前に進まないのだろう。

　そして────────────

　そしてこれが先輩の事を知るチャンスであるのならば、それを拒きよ否ひする理由は俺の頭の中に浮かび上がってはこなかった。







「麒き麟りん堂どう先輩は中ちゆう等とう部ぶからこの白はく桜おう台だいに入学したんだ」

　長なが机づくえに向かい合って座るなり、金髪男子は前置きもなくさくさくと話を始めた。どうやら遊び心溢あふれる見た目に反して、効こう率りつ主義であるようだ。

「入学したのはアイドル科で、あの美び貌ぼうと才さい覚かくの持ち主だからそりゃもう期待の新人みたいな扱いだったらしい。いや、期待の新人どころじゃないな……麒麟堂先輩の登場前まえと登場後ごでアイドル界がまるで変わるとまで言われていたほどだって。まさにアイドル界の革命児じみたいな立ち位置だった。今となっては皮ひ肉にくみたいな褒ほめ言葉だけれどね」

　金髪の男子はもう随ずい分ぶんと小さくなったチュッパチャップスを振った後、口へと放った。

「そして、その年とし同時にアイドル科に入ってきた二人の新入生もまた、麒麟堂先輩と遜そん色しよくない容よう色しよくと才能を持つ人材だったのさ。その年は豊ほう作さくでね」

　つまり、その年一いつ気きに三人も有望な人じん材ざいが入ってきたってことか。

「これは歴史上でも裏付けのある事実なんだけど……その業ぎよう界かいを大きく、飛ひ躍やく的に変へん革かくするほどの天てん才さいが生まれる時っていうのは、なぜか同どう時期に複ふく数すう人にん登場するものなんだよ。三さん国ごく志し然しかり、画が家か然り、将しよう棋ぎの棋き士し然り……まるで競い合い、その業界を大きく躍やく進しんさせるべく歴史に運命づけられたかのようにね」

　人ひと差さし指ゆびを指し棒ぼうのように振って金きん髪ぱつ男子は注ちゆう釈しやくを加える。

「その三人は実力が近いせいか、気も合ったみたいでね。一いつ緒しよにトライズっていうユニットを組むことになったんだ。三人とも候こう補ほ生せいの時からずば抜けた成績を叩たたき出して、着ちやく実じつに実力を伸ばしていった。当時の白はく桜おう台だいも新しん世代アイドルユニットって位置づけで持ち上げまくり。デビュー前なのにファンクラブが出来るくらいの勢いだった」

　その単語を聞いて、頭に少し引っかかるものがあった。

「……もしかして『Ｔ[image: ]ＹＺ』って書いて、トライズって読むやつ？」

「なんだ、知ってるじゃないか」

「いや、たまたま先せん輩ぱいの部屋で見ただけだ。そのロゴが入ったペンダントを」

「へえ……」

　その言葉を聞いて、金髪の男子は初めて感かん嘆たんしたような声を上げた。

「随ずい分ぶんと珍めずらしいものを見たね。それは『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』のグッズだよ。かなりのレア物だ」

「レア物？　別に単純にロゴが入っただけの、普通の構造のペンダントだったけど……」

「いや、材ざい質しつとかつくりの問題じゃない。存在自じ体たいが希き少しようなんだ。『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』はデビュー前に解かい散さんしてしまったからね」

　……デビュー前に、解散？

「そのグループは、将来を嘱しよく望ぼうされていたグループだったんじゃないのか？」

「そうだよ。そして華はな々ばなしいデビューを飾って世を席せつ巻けんするほどの伝でん説せつ的アイドルグループになる─────────はずだった。だけど、デビューに向けて着々と準備が進む中でメンバーの一人が大きなトラブルに巻き込まれたんだ」

「トラブル？」

「ストーカーに狙ねらわれたんだ」

　金髪の男子は先せん端たんから飴あめが消しよう失しつしている棒きれでぴっと俺おれを指した。そして、それを背後のゴミ箱へと放って捨てた。

「この白桜台は今ほどじゃないけど、もともとアイドル科をかなり厳げん格かくに保ほ護ごする方針の学校だったんだ。大事に丁てい寧ねいに丹たん精せい込こめて、清せい純じゆんたるアイドル達が育成されていた。でもその神しん聖せい化かのせいかな、かなりタチの悪いやつに付きまとわれてね」

　新たなチュッパチャップスを口に放りながら、金髪の男子は続ける。

「そのストーカーはターゲットの行こう動どう予定を全部調しらべて、その行き先の全てに目め印じるしのコインと手紙を仕掛けるっていう偏へん執しつ狂きようだった。下げ駄た箱ばことか、撮さつ影えい現場とか、学校のロッカーとか……初めは大した事のないイタズラだろうって無む視ししていたらしい。だけど次し第だいにそのコインの登場頻ひん度どは高くなって、ついには寮りようの寝室やトイレにまでそのコインが現れて─────」

「……それは……きついな……」

「一人で抱え込んでてね、メンバーの二人がおかしいと気付く頃にはもう手て遅おくれだった。精神がかなり衰すい弱じやくしていて、とてもアイドルなんて続けられる状態なんかじゃなかったらしい」

　無む理りもないと思う。

　時間をかけてコインという象しよう徴ちようが意識に刷すり込まれていく中、次第に自分の周囲の環かん境きようからプライベートスペースへと踏み込んでくるのだ。

　たった一人でその恐きよう怖ふに立ち向かうのは、大の大人おとなだって厳きびしいはずだ。

「それを知った両親が慌あわてて手続きをして自主退たい学がく。こうして、伝でん説せつになるはずだった『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』はデビューすることなく解かい散さんとなった。白はく桜おう台だいの期待を一いつ身しんに背負っていたアイドルグループは、たった一人のストーカーのせいで潰つぶされたってわけ。その後あと犯人はちゃんと捕つかまったけど、そんなのなんの解決にもならないからね……」

　きいっと、軽く椅い子すを軋きしませながら金きん髪ぱつの男子はため息を混じえながら続ける。

「そして、白桜台に残った二人は自ら普通科に転てん科か届とどけを出した。三人一いつ緒しよでなければアイドルを続ける気はないと言ってね。あの時の麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいは相当怒おこってたけど……さすがに鳳ほう凰おう院いん先輩の比ではなかったかな」

「鳳凰院……その名前、どこかで……」

「高こう等とう部ぶ普通科二年生の鳳凰院姿子しなこ。『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』の元メンバーであり、この学校の現げん生徒会長さ」

　生徒会長。

　なかなか表おもて舞台に出てこないって話だから噂うわさに聞く程てい度どだったけど……確かに麒麟堂先輩と同じくらい仰ぎよう々ぎようしい名前の人だった。

「鳳凰院先輩は普通科に転科してからすぐ生徒会に入り、そして自らが『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』の一件を経験して導き出した結論を実行に移した。それがいわゆるアイドル科の保ほ護ご権けん……今いま白桜台を支配している独どく裁さい政治の主しゆ軸じくとなる権けん限げんさ」

　その言葉を聞いて、ピンと来た。今まで謎なぞめいていた白桜台という特とく殊しゆな学園の輪りん郭かくがだんだんと浮かび上がってくるようだ。

「より厳しく一切の容よう赦しや無く、アイドルを一いち分ぶの隙すきもない厳げん格かくな規き律りつによって守らなければならない。そしてアイドル科に仇あだなす者を徹てつ底てい的に排はい斥せきしなければならない。そうしなければ、他のアイドルも自分達と同じ末まつ路ろを辿たどってしまう……鳳凰院先輩はそう考えてアイドル科をがちがちに管理する法ほう案あんをいくつも生徒会に通して、あっという間に生徒会長に上り詰めたってわけさ」

「そして、この極きよく端たんな生徒会が完成して今に至るってわけか……」

「その通り。だからこの現げん生徒会は鳳ほう凰おう院いん先せん輩ぱいの方針なんだ。多少の弊へい害がいや歪ゆがみなどを生じさせても……あらゆる場所にしわ寄せがいったとしても……アイドルを絶対守しゆ護ごする事を至し上じようとした歪いびつな体制……そして、麒き麟りん堂どう先輩は─────」

　そこで、金きん髪ぱつの男子はがりっと口の中のキャンディを嚙かみ砕くだいた。

「この白はく桜おう台だいの圧政を自分のせいだと思ってる。自分達『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』のせいで生徒会による歪な運営が生まれたって。それによって、生徒が苦しんだり困ったりしているんだって……ずっと悩んでいた。一人でね」




　─────この学園で、悲しい顔をしている人を放っておけないの───────




　いつか聞いた先輩の言葉がリフレインする。

　歯が浮くような理想論ろん。まるでアニメやゲームの主人公こうのような、聖せい人じん君くん子しめいた理由。

　あれは、噓うそじゃなかったのか……。

「麒麟堂先輩だってストーカーに対する憎ぞう悪おは、ずっと消えないままだろう。それでも、だからって、それを理由に生徒達から自由が奪うばわれ犠ぎ牲せいを強しいられるような事があってはならないって……頑かたくなに信じてるんだ」

「………………」

　確かに現状、ほぼ強力な権けん限げんを持った生徒会によってアイドルはあらゆる害がい悪あくとなるものから保ほ護ごされてはいる。

　しかし、その生徒会によって様々な弊へい害がいは起きているのもまた事実。行き過ぎた規き律りつと秩ちつ序じよを掲かかげる生徒会に虐しいたげられる生徒達は……確実にいるのだ。

　鳳凰院先輩と、麒麟堂先輩。

　恐きよう怖ふ政治で統とう治ちする生徒会長と、自由を求めて反はん旗きを翻ひるがえす革かく命めい家か。

　二人とも元々は仲間で、事件の当事者で、きっと同じ事を望んでいるはずなのに……いつの間にか道がずれていってしまったって事なんだろうな……。

「別にこの現状は先輩のせいなんかじゃないのに。でも、なまじ自分が原因に関わっていたから……黙だまったままでいる事が耐えられなかったんだろうね。これが、あの人が革命を決意した理由ってわけさ」

　金髪男子は、キャンディの棒を口に含んだまま困ったように笑いかけた。

「どうだい？　お人好しだろう？」

「……ん」

　俺おれは、軽く頷うなずいた。もっと気の利いた返答もあったはずだが、情なさけないことに即そく座ざにリアクションが思いつかなかった。

　その話を聞いて、様々な疑問などが胸にすとんと落ちていくようだった。

　アイドル科が存在する白はく桜おう台だいという特とく異いな環かん境きよう、そこで起きた一つの事件、伝でん説せつになりそこねたアイドル『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』の消しよう滅めつ、肥ひ大だい化かしていった生徒会の権けん力りよく──────

　そして、虐しいたげられる生徒達に手を差し伸べる青春革かく命めい部ぶの誕生。

「………………………」

　俺おれは、どんな言葉を口に出していいのかも分からないまま話を聞き終えた。

「さて、と。少し話し疲れたな……」

　金きん髪ぱつの男子はくるくると細い肩をほぐしながら、部室の扉とびらへと向かっていく。

「ちょっと飲み物でも買ってくる。なにか先せん輩ぱいに関する事で思い出すことがあったら、ぜひ教えて欲しい」

「……思い出すこと？」

「あの先輩が危険性のある場所に乗り込む際に、なにも保険をかけないとは考えにくい。君は先輩からなにかしら託たくされているはず。その情報を聞きたいんだ」

　先輩から……託されている？

「言っただろう？　こっちも情報がほしいって。それに頼るしかもはや手はないからね」

　そう言い残すと、金髪の男子は部室を出て行った。







　静せい寂じやくが支配する部室に一人取り残された俺は、今いま聞いたばかりの話を反はん芻すうしながらただじっと机の上を見つめていた。

　──────そっか……。

　先輩は自分のかつての仲間がストーカーの被ひ害がいに遭あったから……

　それが原因で仲間がバラバラになり自分の夢さえも崩くずれてしまったから……

　だから……使し織おりにちらついていたストーカーの影に対してあれほどまでに注意を払い、詳しく情報を集めていたのか。家族のケアまで見み越こして、ストーカーの一件のために俺を入部させる段だん取どりまで仕組んでいたのは……過去のそういう経験があったせいなんだ。

　思えば、ストーカーの……傷きず仮か面めんの男子の話をする時に先輩は不安げな表情を浮かべていた気がする。その裏に、こんな事情が隠かくされていたなんて……。

「………………」

　今はとりあえず、金髪の男子の言葉を信じるしか……ないと思う。

　先輩が俺に託したと思われる、なにか。

　実際、本当にあるのかどうかすら謎なぞだけど……今頼れるとしたらそれしかないんだ。このわずかな希望にすがらせてくれ。

「託されたもの……」

　口に出して繰り返してみる。

　ぱっと思い出せるような記き憶おくの範はん囲いに、それに該がい当とうするような情報やアイテムなどは思い当たらなかった。

　先せん輩ぱいと最後に別れたのは仮か面めん夜や会かいの逃とう走そう間ま際ぎわ。あの時はお互いの姿すがたも見えないような状況の中で会話をしただけで、その会話にも怪あやしい点とかはないはずだ。

　もう少し前の記憶を遡さかのぼってみる。

　確か傷きず仮面の男子を尾び行こうしている時に副ふく会長が笛ふえを鳴らして包ほう囲いされ閉じ込められて、その時に俺おれは脱だつ出しゆつ経けい路ろの説明を聞いたんだ。そんで避ひ難なん用よう滑り台の鍵かぎを手渡されて──────

「………………」

　そういえば、先輩から避難用滑り台の収しゆう納のう台だいの鍵を手渡されていたんだ。あれはまだ俺が持ったままだったな……。

　ブレザーのポケットから取り出してその鍵束たばを確かく認にんしてみる。

「！」

　すると、その鍵束にはもう一つ、滑り台の鍵とは別の小さな鍵が付いていた。それにはネームテープが貼はってあり『部室ロッカー』とマジックで書いてある。

「……もしかして……っ！」

　部室内ないの奥に視線を向けると、使われていないロッカーが押しやられている。やや古びてはいるが、錆さびなどはなくまだ使用可か能のうなものだ。

　こ、これだ！　これに間違いない！

　俺は慌あわててその数台のロッカーに向かい、片かたっ端ぱしから鍵を差し込んでいく。この数台のどれかが必ずこの鍵で開くはずだ。そしてその中に……今の状況を覆くつがえすなにかがある！

　あの時点でちゃんと保険をかけていたなんて、さすが先輩！

　仮面夜会は規き模ぼが大きく見つかる可能性の高いもの。先輩ならばそれによって生じる最悪な事じ態たいをリカバリする方法を考えていたっておかしくはない。

　この最悪な現状を打だ破はできる起き死し回かい生せいの手段を、一発逆ぎやく転てんの作戦をしっかりと俺に残しておいてくれたんだ！

　これがあれば……先輩を助け出せるぞっ！

　かちゃり、と。

　軽い音とともに、一つのロッカーが開いた。

　俺はロッカーの取っ手を握り、引いた。

　ぎいっと音を立てて戸が開くと、中からはまだ新しい匂においがした。荷物はないので使われてはいないのだろう、金かな網あみとハンガーが残るだけだ。そして小さな鏡の付いた戸の内側に目をやると、取り付けてある小さなカゴの中に一通の手紙を見つけた。

　表紙には『天てん道どう君へ』と書かれているので、これで間違いないだろう。

「これか……」

　俺おれはそれを取り出した。たった一通の、何の変へん哲てつもない封ふう筒とうだ。

　恐る恐るそっと封を切って便びん箋せんを開く。




【天てん道どう君へ




　この手紙を読んでいるという事は、私の身に大事が起きたという事でしょう。

　下手へたを打ったか想そう定ていしていない罠わなか……いずれにせよ迷めい惑わくをかけてしまった事でしょう。大変なことに巻き込んでしまって、ごめんなさい。

　今この手紙を書いている現状では一いつ体たい全体どうなっているのか分かりませんが、最悪の事じ態たいを想定してここに『傷きず仮か面めんの男子』に関しての情報を載のせておきます。

　私の調べたところ、なんとか容よう疑ぎ者を七人にまで絞しぼることが出来ました。

　このリストを同どう封ふうしておきます。

　でも、相手はまだ実際に行動を起こしているわけではないので、こちらから手を出すのは危険かと思います。何か起きた場合の資料として使ってください。

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな形になってしまってごめんなさい。本当は最良の決けつ着ちやくを迎えるまでしっかりと見み届とどけたかったのですが、うまくいかなかったようです。

　これを参考にして、どうか使し織おりちゃんを守ってあげてください。

　そして……天道君はこれから青春革かく命めい部ぶとはなんの関係もない生活を送ってくれると、私も嬉うれしいです。

　白はく桜おう台だいはいい学校です。どうか、あなたの青春を楽しんでください。





麒き麟りん堂どう奏かな子こ】






　手紙はそう締めくくられていた。

　便箋は一枚。他に入っていたのは、文中にあった容疑者のリストとやらだけだった。

　それ以外には、なにもなかった。

「……え？」

　思わず声が漏もれた。

　な、なんだよこれ。

　なんでこんな、別れの手紙みたいなものが入ってるんだよ……。

　これから俺がどう動くべきかってのを、指し示じしてくれるんじゃないのかよ……生徒会の大スクープだとか、用意してたとっておきの秘密兵へい器きとか、そういうのがあるはずだろ……？

　俺が今真まっ先さきに知りたい情報は、これじゃないんだ……。

　傷きず仮か面めんの男子の事じゃなくて……俺おれが今いま一番知しりたいのは、生徒会に捕つかまった先せん輩ぱいをなんとかして助ける方法で……最悪の事じ態たいを想そう定ていしているって、書いてあるのに……なんで、どうして最後の最後まで使し織おりの心配をして─────────

「………………」

　……そう、そうだよ。

　先輩が俺に関わってきた動どう機きは、使織に関するストーカーに関してじゃないか。

　またストーカーによって誰だれかが悲しむのを見たくなくて、それを未み然ぜんに防ぐためにずっと動いていた。俺をこの青春革かく命めい部ぶに引き入れたのも、そのためだったはずだ。だって先輩自じ身しんがそう言ってたんだから。

　つまり……先輩にとって、俺は使織の兄ってだけの存在ってわけだ。傷仮面の男子を探っていた時に発見した、家族的なケアに役立つただの一般生徒。

　だからこうして、最悪の事態を迎えた際にはなんの気き兼がねもなく日常に戻れるように用意をしてくれた。俺に使織のストーカーに関しての情報を託たくし、青春革命部から距離を置くことを告げて。きっと今こん後ご青春革命部とも先輩とも関わらなくなれば、俺への扱いも自然と普通のものへと戻っていくだろうから。

　そういう風ふうに気を遣つかって、こういう指し示じをくれたんだろう。

　よくよく考えてみれば当たり前のことだ。

　麒き麟りん堂どう先輩はこの学園で困った人を見み捨すてておけずに手を差し伸べる人。

　いくら自分がピンチに陥おちいったからって、俺に救出を頼むようなことなんて……先輩はするはずがないんだよな。

　───そうやって……

　───一人で抱えて……

　いつも勝かつ手てで自由、気ままで破は天てん荒こうな事ばかり。

　柔やわらかな物もの腰ごしで俺を騙だましてはイタズラを仕掛け、驚く顔を見て満足そうに笑ってる。基本こっちの都つ合ごうはおかまいなし。

　でも、体制の悪あく政せいに苦しむ人々を見捨てておけずに手を差し伸べる、まるで超ちよう人じんのような美しき革命家か。

　いつも、俺のことを困らせてくる先輩。

　──────先輩っ。

「何か見つかったかい？」

　そこで入口から、声がかかる。

　目をやると、金きん髪ぱつの男子が戻ってきたところだった。

「……これ」

　俺は近づいてくる金髪の男子に、包み隠かくさず封ふう筒とうごと渡してやった。

　金きん髪ぱつの男子は封ふう筒とうを軽やかに開かい封ふうして、さくさくと全体に目を通していく。

「──────これは……」

「俺おれ」

　タイミング悪く相手の言葉を遮さえぎるような形になってしまったが、俺はそのまま続けた。

　これを逃のがすと勢いがつかないんだ、許せ。

「俺……この部に入ってから、ずっと先せん輩ぱいの言うとおりに動いてた。一見派は手でで無む茶ちや苦く茶ちやだけど、やってる事は正しいと思ってたし、間違いもないと思ってたから」

　青春革かく命めい部ぶに入ってから、ずっとそうだった。

　使し織おりを守るためとか言いながら、俺がやってる事はただただ先輩に頼りきって任せきって犬みたいに言うこと聞いて動いていただけだ。

「だから、俺がここに来たのも……先輩ならなんとかしてくれるって、簡単に形けい勢せい逆ぎやく転てん出来る手段を残してくれているんじゃないかって、そう考えていたからだ。それで……残されていたのはその手紙だ」

　先輩はご親切に手紙を残し、懇こん切せつ丁てい寧ねいに平へい凡ぼんな日常へと戻るルートを案内してくれた。

　でも──────

　でも──────っ

「その手紙に従って俺だけ助かって、それであとは逃げ帰って知らん顔して終わりなんて……そんなの、俺は絶対に嫌いやだ」

　だって、それって……俺には最初から期待してないよってことだろ？

　自分の過去も話せないほどに……

　痛みも分かち合えないほどに……

　俺は信頼されてないって事じゃないかよ、要ようはさ。

「たとえ先輩の言葉でも、指し示じでも、そんなもん知ったこっちゃない！　今までずっと先輩の言うことに従って聞いてたけど、こんな事に従えるわけない！」

　確かに俺は別に何の変へん哲てつもない一般人かもしれないよ。優れた頭ず脳のうも卓たく越えつした力も特とく殊しゆな能力だってないさ。

　でもな、女子一人ひとり目めの前で犠ぎ牲せいにして、のほほんとしてられるかよ！

「俺は俺のやり方で、無む理りでも無茶でも無む謀ぼうでも先輩を助けに行く！　公開処しよ刑けいに乗り込んで滅め茶ちや苦茶の台だい無なしにしてやる！　四し面めん楚そ歌か上じよう等とうだ！　俺はもう決めたんだ！」

　さあ、もう口に出したぞ！　後に引けないぞ！

　この第三者の、金髪の男子の前ででかでかと宣せん言げんしたんだ。

　あとはやるしかない！

「悪かったな。俺の託たくされたものが、お前の役に立つような情報じゃなくて」

　俺は金髪の男子にそれだけ言い残して、踵きびすを返した。早さつ速そく準備をしないと。

「お前じゃない」

「はあ？」

「須す藤どう」

　俺おれが振り返ると、金きん髪ぱつの男子はぽつりと呟つぶやいた。

「須藤っていうんだ」

　そう繰り返しながら、自らを人ひと差さし指ゆびで指し示した。

「共同戦せん線せんを張る仲間なら名前くらいは知っておかないとまずいだろう？　君の事は優ゆう馬ま君と呼ばせてもらおう」

　金髪の男子─────須藤はきびきびした動どう作さで私し物ぶつらしきドラムバッグに、荷物をまとめ始めている。

「共同戦線……？」

「今からぶっつけ本ほん番ばんで、先せん輩ぱいを助けるために新入生歓かん迎げい会かいに乗り込むんだろう？　特になんの計画も作戦も起き死し回かい生せいの一いつ手ても思いつかないままで」

　須藤は、不ふ敵てきな笑えみとともに続けた。

「乗ろう。その話」

「はあ？」

　思わず間の抜けた声を上げてしまう。

「こっちの握っているネタだけじゃ心こころ許もとなかったから、先輩の力を借りたかったんだが……まあいいさ。そういう勢い任せも時には必要だと思うからね」

　そう言って、金髪の男子は肩をすくめながら続けた。

「何にも出来ないからといって何もしなかったら、何も始まらないからね」

「お前……」

　俺は須藤を見つめながら……

「……頭良よさそうに見えたけど……バカなのか？」

　呆あきれた声で尋たずねた。

「なぁに、バカはお互い様だろう？」

　煽あおるようにそう答えられて……

「はっ」

「ふふっ」

　お互い顔を見合わせて笑ってしまった。

　どうやらこいつ、思ってたより悪い奴やつじゃなさそうだ。

「さあ、もう時間がない。まずはなによりも決けつ戦せんの舞台に赴おもむこうじゃないか。考えるのはそこからだ」
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　時と計けい台だい校舎の乾いた鐘かねの音ねが、すっかり紅くれないに染そまった白はく桜おう台だいに大きく鳴り響ひびく。

　白桜台の鐘は一時間ごとに時刻を知らせる仕掛けになっていて、今告つげた時刻は夕方五時ジャスト。それはつまり、新入生歓かん迎げい会かいが開始された時刻だ。

　歓迎会は、まさにその時計台校舎の中にある大だい舞ぶ踏とう室しつで行われる事になっている。

　時計台校舎は白桜台の中でも最大規き模ぼを誇る校舎で、主な目的は多た目的催さい事じ場じよう。アイドル科が存在するだけあって、校内で企き業ぎようとの交流が行われることが少なくない。時計台校舎はそのために大おお幅はばに増ぞう改かい築ちくされたというなかなかにバブリーな建物なのだ。

　俺おれと須す藤どうはその白桜台中央にある時計台校舎に向かっているところなのだが……

「おい」

　俺はがたがたと揺れる暗くら闇やみの中から須藤に声をかける。返事はない。

「おい須藤」

　聞こえなかったのかと思い、今度は大きめの声で呼ぶ。

「なんだね優ゆう馬ま君。乗り心地ごこちについての文もん句くなら聞かないと言ったはずだが？」

　ようやく須藤から疎うとましげな声が返ってくる。確かに揺れまくってて乗り心地としては最悪だが、そうじゃない。

「本当にこんな手段で潜せん入にゆう出来るのか？」

　俺は生徒会にマークされているため、正面から会場入りしたんじゃおそらく監かん視しが付けられる事は必ひつ至し。いや、そもそもまともに入場させてくれるかどうかすら怪あやしい。なので隠かくれて会場内に入らなければならないという理由は分かる。

　それは分かるのだが……

「問題ない。それより、騒さわがしいとバレないものもバレてしまうぞ」

「バレるバレない以前に、こんな怪しげな台だい車しやを通してくれるわけないだろう」

　俺は今、須藤が押す台車に載のせられたダンボールの中に隠れているのだ。上から全体を覆おおうように布を被かぶせてあるので傍そばからは荷物を運んでいるだけに見えるだろう。

　しかし、これで生徒会が主しゆ催さいする歓迎会の入場口ぐちを通つう過か出来るとはとても思えない。

「もう本当に時間がない。先に会場入りしておく必要があるんだ」

「だからって……」

「いざという時は強ごう引いんに突っ切ればいいさ。人を轢ひいた所で大おお怪け我がにはなるまい」

「お前……」

　俺は頭を抱えた。

「草そう食しよく系けい男子かと思いきや、意い外がいに度ど胸きようあるのな……」

　こんなバカな計画にも乗ってきたし、こいつ意い外がい性せいに満ち溢あふれすぎだぞ……。

「……草そう食しよく系けい、男子？」

　須す藤どうはそう繰り返して、ぴたりとストップした。

「……ふむ」

「？　な、なんだよ」

　仮か面めん夜や会かいでは女子にめちゃくちゃモテてたかもしれないが、あれは肉にく食しよく的に狙ねらいに行ったというよりは周囲が勝かつ手てに集まってきたって感じだったからな。自分から迫ってる様よう子すもなかったし、やっぱり草食系だと思うんだが……なんで須藤は笑いを堪こらえてるんだ？

　もしかして……もう草食系男子とかって言わない？

「……いや、なんでもない。さ、いざ突とつ入にゆうといこうじゃないか」

　須藤はこほんと咳せき払ばらいをして、カートを再び押し始めた。

「おい、本当に正面突とつ破ぱ出来ると思ってんのか……？」

「正面突破？　バカを言ってはいけない」

　そして自信満まん々まんに続けた。

「裏うら口ぐち突破だ」







　さっきまで周囲に聞こえていた人ごみの声が一いつ気きに減った。

　かしゃかしゃという地面がキャスターを転がる音だけが大きく響ひびき、遠くからはメロディアスな音楽と談だん笑しようの声が聞こえてくる。これはおそらく会場内の音だろう。

　周囲の音からして、確かに人ひと気けのない場所へと向かっているのだけは分かる。

「もうそろそろ裏口に付く。声を出さないでくれよ」

　そして須藤から忠ちゆう告こくされる。

　裏口って言ったって人が少ないだけで生徒会役やく員いんの監かん視しがないわけじゃない。結局のところ声をかけられるに決まってるし、こんな怪あやしげなものの中身を確かく認にんしないとも思えない……結局のところ、ダメじゃないか？

　俺の不安をよそに、台だい車しやはがくっと斜めになって軽い坂道をあがっていく。もう裏口に到着してしまったようだ。

「ご、ご苦労様です！」

　ぴしっとした男の声が聞こえる。おそらくは警けい備びを担当している生徒会役員だろう。

　しかし……なんか随ずい分ぶんかしこまった挨あい拶さつだな。かしこまったというか……緊きん張ちようしているような感じかな？

「うむ、ご苦労」

　須藤は上から目め線せんで対応している。誰だれにでも等しく偉そうだなこいつは。

「……あの、失礼ですがそれは……」

　さすがに見み逃のがすわけはないだろう。男の訝いぶかしげな声がかかる。

「これ、今夜ここから通すと連れん絡らくしておいたはずだが……聞いてないかな？」

　須す藤どうは動じることなく返答した。すっとぼけ具合はなかなかのものだが……。

「い、いえ、そのような連絡は入っておりませんが……」

　警けい備びにあたっている男は困ったように返す。紙がめくられる音がするので、おそらく予定表ひようかなにかを確かく認にんしているのだろう。

「ふむ、それは困ったな。これは仕事で使う予定のものなんだが……」

「そ、そう申もうされましても……さすがに許可のない荷物を通すのは……」

　なんだか変な会話だな。この感じじゃあ、まるでこの警備にあたっている役員はどっかのお偉いさんを相手にしているようじゃないか。

　相手は須藤。ただの中ちゆう等とう部ぶの男子生徒のはずなのに。

　つーかむしろ先輩が協力を要よう請せいするような危ない筋すじの人間なら、生徒会に捕つかまってもおかしくないのでは……？

「あの、申し訳わけありませんが、中身だけ確認させてもらってもよろしいですか？」

　男の声とともに布が動く。ま、まずい！

「困るな。これはサプライズなんだ」

　そこでがしゃんと台だい車しやが揺ゆれる。おそらく須藤が止めたのだろう。

「もし損そん失しつが生じた場合、生徒会で補ほ塡てんしてくれるのならばいいが……出来ないのならば勝かつ手てな真似まねはやめてもらおう」

「し、しかし……」

「職しよく務むに勤いそしみ点数稼かせぎするのは結けつ構こう。だがこっちのサプライズイベントを潰つぶした場合、責任は全て君に取ってもらうぞ。そんなに大おお穴あなを狙ねらいたくば、布を取り払うといい」

　須藤の凄すごみをきかせた声は、変へん声せい期き前のものであるにも関わらずかなりの迫はく力りよくを醸かもし出していた。俺おれも正面から聞いたらぞっとしていたことだろう。

「……わ、分かりました。確認は後ほど。どうぞお通りください」

「無む理りを言ってすまない。ありがとう」

　そして須藤は、俺を内ない蔵ぞうした台車をがらがらと押し進めながら時と計けい台だい校舎内ない部ぶへの侵しん入にゆうを成功させた。

「成功だ。まずは部屋に向かおう」

　須藤は誰だれにも聞こえないくらいの声で俺に告げた。

　……意味が分からない。一体どういうマジックを使ったんだ？

　そっと布の隙すき間まから背後を確認してみる。

　そこは輝くような真しん紅くの絨じゆう毯たんの敷かれた廊下で、美術館かんのように潔けつ癖ぺきな白い通路の先にあるのは……薄うす汚ぎたない裏うら口ぐちなどではなかった。

　高い地ち位いや身み分ぶんの要よう人じん……いわゆるＶＩＰのみが出入り可能である専用の入口だった。

「？？？」

　ま、ますます分からん。

　ＶＩＰ？　須す藤どうが？　一体どういう事だ？

　須藤って……一体何なに者ものなんだ？
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　そして到着した部屋がまた豪ごう華か極まりない部屋だった。

　気が遠くなるような歳さい月げつをかけたであろう刺し繡しゆうの入った絨じゆう毯たん、肘ひじ掛かけに凝こった彫ちよう刻こくが施ほどこされた柔やわらかそうなソファ、歴史を感じさせる重じゆう厚こうな絵画……それらが光を放ちながらきらびやかに部屋を飾っている。ラグジュアリーって言葉はおそらくこういう時に使うんだろう。

　じょ、冗じよう談だんにならないレベルだぞこりゃ。

「こ、この部屋はなんだ？」

「迎げい賓ひん室しつだ。招かれる際はいつもここを指定して使ってる」

「いつも……？」

　あまりにも不ふ可か解かいな現げん象しようを目にして、さすがに俺おれも問いかけずにはいられなかった。

「もしかして……須藤って親が超ちよう金持ちのＶＩＰなのか？」

「親は普通だよ」

「？？？」

　駄だ目めだ。俺の想そう像ぞう力りよくじゃこれ以上特とくに思いつかん。

「さて、作戦の話をしようじゃないか。ここからは迅じん速そくかつ慎しん重ちような行動が求められるぞ」

　須藤は台だい車しやを適当な感じで部屋の隅すみにたたむと、呆あつ気けにとられている俺に喝かつを入れるように背中を叩たたいてきた。

　そ、そうだ。今はそんな事こと気にしてる場合じゃない。

「優ゆう馬ま君の言うとおり、公開処しよ刑けいに飛び入り参加して暴あばれてもいいがそれは最終手しゆ段だん。もう少しスマートな手段が取れる可能性がある」

「と、言うと？」

「こっちの持ちネタ、残された時間、このシチュエーション……現実的に考えて何を目的とすべきなのか、結論から述べよう。ずばり、先せん輩ぱいの逮たい捕ほに関わった鮫さめ島じまを告こく発はつすることだ。先輩を捕つかまえたその方法が不ふ当とうなものであると証しよう明めい出来れば、この案あん件けんは審しん問もん会かいに持ち込める」

　須藤はそう告げながら、ぴっとひとつの書類を掲かかげた。

　あれは……先輩に頼まれてたという手紙の調ちよう査さ結果ってやつか。

「こっちが握っている情報はこれ。稲いな葉ばさんの探していた手紙、発見する事は出来たけど盗ぬすんだ犯はん人にんは分からずじまいだっただろう？　犯人は鮫さめ島じまなんだ」

「鮫島が……？」

　俺おれは思わず名前を繰り返す。

「手紙が捨ててあったのが男だん子し寮りようのゴミ集しゆう積せき所じよ。辿たどったら鮫島の部屋から出たゴミ袋ぶくろだったから間違いはないだろう」

　男子寮のゴミの出どころ調べるとかこいつ捜そう査さ能力すげーな。さすが先せん輩ぱいが頼るだけの事はあるというかなんというか……。

「でも、なんで鮫島がそんな事を？」

「動どう機きは不ふ明めいだ。だが、鮫島が昨さく晩ばんの仮か面めん夜や会かいの逮たい捕ほ劇げきに参加していた事がどうも匂におう。副ふく会長が潜せん入にゆう捜査で動いているはずなのに、特に生徒会役やく員いん同どう士しで連れん携けいを取っていなかったのも妙みようだし。そのちぐはぐな背景を考えると、おそらく彼は捜査ではなく個人的な理由で参加していたんじゃないかと思う」

　言われてみれば、仮面夜会にはなぜか鮫島がいたんだよな。

　潜入捜査していた副会長がいたのは流れとして理解できるけど、鮫島は突とつ然ぜん現れていたしあの場にいたのは謎なぞだ。

　須す藤どうの言うとおり、個人的な理由で参加していたと考えるほうがむしろ筋すじ道みちが通る。

「で、でもそれってスキャンダルなんじゃないのか？　生徒会役員、しかも風ふう紀き委員長なんて役やく職しよくに就ついてる奴やつが非ひ合法の深夜の密みつ会かいに出で逢あいを求めて参加してたなんて……吊つるし上げるには充分過すぎる大スクープだろ」

「そう。仮面夜会への参加をネタに鮫島を糾きゆう弾だんしたいんだが……証しよう拠こがないんだ」

　そこで須藤は腕うで組ぐみをして、渋じゆう面めんを作った。

「稲葉さんの手紙を盗んだ犯人が鮫島って事もあって、仮面夜会への参加に繫つながる確かく定てい的な証拠を見つけたかったんだけど……捜査は難なん航こうしていてね。先輩とその辺を話し合って詰めたかったんだけど……捕つかまってしまったから。なんとかして二人で証拠を探し出さないと」

「でも、それだったらどうしてここに？　鮫島の寮の部屋を探したほうが証拠とかは見つけやすいんじゃないか？」

　俺の質問に、須藤は首を横に振って答えた。

「それは手紙を捜そう索さくしている際にもう当たったよ。ダメだった。鮫島は相当に慎しん重ちような男らしくてね、重要な品は肌はだ身み離はなさないタイプのようだ。だからこそ、鮫島も参加しているこの新入生歓かん迎げい会かいの会場に来たってわけさ」

「それはつまり、もしかしなくても……今から生徒会の控ひかえ室に忍しのび込んで、鮫島のカバンや部屋に持ち込まれている道具を探るってことか……？」

　人の荷物を漁あさるってのはさすがに人じん道どう的に気が引けるんだけど……。

「ご明めい察さつだ」

　須す藤どうはサムズアップしてきた。

　当たってほしくない時だけ予想って当たるもんだな。

　……まあ、ここまで来てなりふりかまっていられないか。とことんやってやるって決めたんだからな。

「先せん輩ぱいの公開処しよ刑けい前まえまでになんとか証しよう拠こを探し出し、歓かん迎げい会かいの途と中ちゆうに割り込んで鮫さめ島じまを告こく発はつ出来ればパーフェクトってところだ。ちょうど今ここには新入生歓迎会という大おお舞台がおあつらえ向きに整っているんだ。大たい衆しゆうの前で生徒会の信用と権けん威いを失しつ墜ついさせてやろう」

「ああ、話は飲み込めた」

　躊躇ためらってなんか、いられない。

「生徒会控ひかえ室の場所はもう分かってる。早さつ速そく向かおう」
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　ここに来る前、須藤が教えてくれたおかげで時と計けい台だい校舎については頭に入ってる。

　二十メートル程てい度どの高さを誇る時計台の横に、かまぼこ型の建物を隣となりにくっつけたかのような形状の校舎だ。建物の中央には大だい舞ぶ踏とう室しつ、いわゆる催さい事じ場じようとしての多た目もく的てきホールが据すえてあり、その周囲には調ちよう理り場ば、物もの置おきなどいわゆる裏うら方かたとしての準備室などを配はい置ち。大おお階段のみで繫つながれた二階には来らい客きやくのための迎げい賓ひん室しつが用意されている。

　数年前まえに大おお幅はば改かい装そうされて以降もはや催事場としての用よう途としか果たしていないのだが、以い前ぜん校舎として使用していた名残なごりが抜けずここは未いまだに時計台校舎と呼ばれているとのことだ。

　俺おれはその迎賓室がずらりと並ぶ二階の廊下を、須藤と一いつ緒しよに走り抜けていた。

　廊下は改装されているだけあってかなり清せい潔けつだ。

　格こう子しの感覚が広い大きな窓、その間を縫ぬうようにランプ型の照明が設置されている。床の絨じゆう毯たんはふかふか過ぎて、足を取られそうになるくらい。

「人、少ないな……」

　廊下には人ひと影かげがほとんど見えなかった。不ぶ気き味みなほどに。

「新入生歓迎会が始まっているからね。ラッキーではあるけど……」

　須藤は俺のつぶやきを拾って返球してくれた。

　そうか……新入生は大舞踏室に集まってるし、生徒会役やく員いんも主しゆ催さいなんだから場の段だん取どりなどで一階から離れることは出来ないだろう。これは好こう機きだ。

　しかし、遠くからの歓かん声せいやマイクによって拡かく声せいされた声はヒートアップする一方で、その盛り上がりは俺の心を不安にさせた。

「……急がなくちゃ、いけないな」

「そういう事だ」

　歓かん迎げい会かいが始まっているという事は、先せん輩ぱいの処しよ刑けいまでの秒びよう読よみが始まった事と等しいのだ。

　先輩の公開処刑はメインイベントなのでプログラムとしても最後になるはずだが……こっちはまだなにも相手を切り崩くずす武ぶ器きがない状態だ。

　急いで証しよう拠こを摑つかまないと！

「ここだ」

　迎げい賓ひん室しつのひとつに到着し、須す藤どうはすぐさましゃがみこんで扉とびらに耳を当てた。

「よし、誰だれもいない。優ゆう馬ま君、周囲を見張っててくれ」

　そう言って須藤は鍵かぎ穴あなを凝ぎよう視しし、腰に付けたポーチから色々と道具を出していた。

「い、いいけど、鍵なんか持ってないだろ？」

「ピッキングくらい出来るさ」

　さも当然のように答える須藤。なんか色々と突っ込みたいところではあるけど、もはやそんな暇ひまもない。今は周囲をちゃんと見張ることに専せん念ねんしよう。

　……うん、大だい丈じよう夫ぶだ。左右の廊下からは誰の人ひと影かげも見えないままだ。

「よし、開いた！」

　よっぽど手て馴なれているのか鍵が簡かん素そだったのか、素す早ばやい手て際ぎわだ。

「優馬君も早く」

　須藤の後に続いて、俺おれもその部屋の中へと入っていく。

「ここか……」

　部屋内は結けつ構こう広く、内ない装そうは先ほどの部屋よりはずっと落ち着いた感じだ。調ちよう度ど品ひん自体は質がいいが、ずらっと並んだロッカーが学生用の控え室を象しよう徴ちようしている。

「さて、まずは鮫島のカバンを探さないとな……」

　須藤は早さつ速そく端はしのロッカーを開き、中をがさごそと漁あさり始めた。

「じゃあ、俺は机に散らばってる書類に怪あやしいもんがないか探してみるよ」

「頼んだよ」

　部屋の中央には長なが机づくえが二つくっついた形で置いてあり、何かの打ち合わせでもやっていたのか書類やら筆ひつ記き用具やらが雑ざつ然ぜんと置かれていた。

　探す、とは言ったものの……果たしてなにが証拠に繫つながるものなのかは分からないな。

　とりあえずは端から机の書類に目を通していく。内容はまさに今行われている新しん入にゆう生せい歓迎会の事で、スケジュールやら予算内ないでの料理の品やらが細かく書かれている。それぞれに個人的な手書きメモなども記されているが……それはただそれだけのものだ。

　……いや、こういう風ふうに漫まん然ぜんと探していては駄だ目めだ。目的がなんなのかをちゃんと認にん識しきしないと。探しているのは、鮫島が仮か面めん夜や会かいに参加していた証拠。参加していた事を確実に証明してくれるものだ。

　仮か面めん夜や会かいなんだから仮面とかが見つかれば手っ取り早いか？　鮫さめ島じまが被かぶっていた仮面が見つかれば、それって参加の揺るぎない証しよう拠こになるんじゃないか？

　……いや、でも、鮫島がどんな仮面を被っていたのかが分からないか……。

　あそこでは参加者全ぜん員いんに仮面を被る事が義ぎ務む付づけられているから、誰だれが誰だか分からないんだよな。ましてや教室は広いし照明もないような薄うす暗ぐらい中だし……多た分ぶん俺おれの知り合い、例えば猿さる倉くらとかが仮面被ってすれ違っても見つけるのは難しいだろう。

　他に目立つアイテムとか身に付けてればいいんだけどな。誰にも身に付けていないような珍めずらしいアイテムを。

　そう思ったところで、俺の手になにかが触れた。

　それは万まん年ねん筆ひつだった。ああ、そうそう。そういえばこんな感じの万年筆を……仮面夜会で見たような記き憶おくが────────

「っ‼　これっ！」

　思わず大きな声をあげてしまった。おぼつかない手て元もとで万年筆を転がしながら、じっくりと確かく認にんする。裏うら側がわには鮫島の苗みよう字じがアルファベットで刻こく印いんされている。

　そうだ……これに間違いない！

　待てよ落ち着け……じゃあ、これが鮫島のもので、あの時の男子が鮫島だったとするのならば……もしかしてっ……もしかするとっ！

「優ゆう馬ま君、ちょっと声が大きいぞ。隠おん密みつ行動中ちゆうだというのを忘れるな」

　須す藤どうが俺のリアクションを見て近づいてくる。

「あ、ああ。悪い悪い。ちょっとこれを見てくれないか？　大だい発見なんだ」

　そう言って俺は万年筆を手渡した。

「これは、鮫島の万年筆か……名前が彫ほってあるのを見ると間違いないようだな」

「いいか、よく聞いてくれ。俺は昨さく夜やの仮面夜会でこれと同じ万年筆を身に付けた男子を見かけたんだ。見み間ま違ちがいとかじゃない。よく憶おぼえてる」

　あの時、万年筆を持つ男子は『オペラ座の怪かい人じん』の仮面を被っていたし、俺はてっきり傷きず仮面の男子だと勘かん違ちがいしてたんだ。

　めっちゃ観察したからこれに間違いはない。

「なるほど……今日きようび万年筆を持っているような生徒は少ないだろうし、優馬君の目が確かならば悪くない情報だ」

　しかし、そこで須藤は悔くやしそうに口くち許もとを歪ゆがめる。

「でも、証拠としては弱いな。君が仮面夜会で見たとどんなに主張してもそれを証明する事は難しいし、どうせ鮫島はしらばっくれ続けるから────────」

「いや、この話には続きがある」

　俺は須藤の言葉を手で制して、あの時の事を話した。

「万まん年ねん筆ひつを持った男子は、稲いな葉ばさんにラブレターを渡していたんだ」

　須す藤どうは顔をしかめ、首を傾かしげた。

「……それはつまり、稲葉さんの文ぶん通つう相手は実は鮫さめ島じまだったとでも言いたいのかい？」

「いや、違うんだ。稲葉さんとその文通相手は、昨さく夜やは手紙を交換してないはずなんだよ。これは使し織おりからちゃんと聞いて確かく認にんしてる。稲葉さんは自分の男性恐きよう怖ふ症しようとかあがり症を克こく服ふくするために仮か面めん夜や会かいに参加していて、昨夜はその成果を試すために手紙なしで直接会かい話わでのやり取りをしたって」

「……ふむ」

「だけど、稲葉さんに手紙を渡そうとした万年筆を持った男子は確実に存在する。その万年筆を持った男子と鮫島がイコールならば……稲葉さんに手紙を書いて差し出したのは鮫島だって事になるだろ。もし……もしその鮫島が書いたラブレターが見つかったとしたら、それって仮面夜会参さん加かの証しよう拠こにならないか？」

　瞬しゆん間かん、須藤の顔かお色いろが変わる。

「…………なる。どんなにしらを切っても筆ひつ跡せきで確かく定てい出来る」

　俯うつむきながら何度も頷うなずく須藤。頭の中で確かく認にん作業を行なっているようだ。

「稲葉さんは男性恐怖症なわけだから、おそらくラブレターなんて受け取らなかったはず。まだ鮫島の手て元もとにある可能性だって高いと思うんだ」

「ああ。それは鮫島が仮面夜会に参加していたという揺るがぬ証拠になる。しかもアイドル科との恋愛が禁止されているこの白はく桜おう台だいで、風ふう紀き委員長がアイドルに宛あてたラブレターならば……証拠としてはこれ以上なく完かん璧ぺきだ」

　須藤はそこで気付いたように、ぽんと手を叩たたいた。

「そうか……鮫島が稲葉さん狙ねらいで仮面夜会に参加していたとなると辻つじ褄つまが合うぞ。稲葉さんの大事にしている手紙をわざわざ盗ぬすんで捨てた動どう機きも、稲葉さんと文通相手の仲を切り裂さきたかったからだと考えれば納なつ得とくがいく……」

　そこまでほぼ一ひと息いきで言った後、須藤はサングラス越しでも分かるようなキラキラの笑顔をこちらに見せてきた。

「ナイスだ優馬君！　ようやく方向性が見えたぞ！」

「やった！　じゃあそのラブレターさえ見つけられればっ！」

　俺おれ達たち二人は思いっきりハイタッチを決めた。

　しかしその瞬しゆん間かん、背後から音がする。鍵かぎが解かい錠じようされる音だ。

「！」

　まずい！　ここにやってくる用事があるのなんて生徒会役やく員いんだけだ！

　気付いた瞬間、俺はすぐさま扉とびらに対してタックルをかました。ここまできて邪じや魔まされるわけにいくかよ！

「お、なんだ？　ドアが……」

　扉とびらの外から訝いぶかしむような声。派は手でに動かされるドアノブを必ひつ死しで押さえる。

「誰だれかいるのか？　おい、イタズラしてないで開けろ！」

「……須す藤どうは早くラブレターを探してくれ」

　俺おれは小こ声ごえで伝えると、須藤は頷うなずいてすぐさま荷物漁あさりに戻った。

「い、いやあ、今ちょっと、女子が着替え中なんでそれは無む理りかなー……なんて」

　すっとぼけた感じの口く調ちようで俺は返す。

「あー……そう。じゃあ……」

　さすがに相手の口調が柔やわらかくなる。

　よし、ここは大人おとなしく退ひいてくれ。今だけでいいんだ頼む！

「…………待てよ？　お前まえ声からして男子だよな？　なんで女子の着替え中の部屋に男子がいるんだ……？」

「っ！」

　こいつ鋭い！

　つーか俺の噓うそが甘すぎた！

「……お前、なにしてんだ？　開けろ」

　声に凄すごみが増す。もう取り繕つくろって返答しても無む意味だろう。

「……須藤、早くしてくれ」

「待って。もう少し耐えてくれ……」

　須藤は一いつ心しん不ふ乱らんにカバン漁りを続けている。まだどれくらいかかるのか見当もつかないみたいだった。ここで俺が踏ん張らないと……っ！

「くっ……そ……っ」

　やっべえ、こいつ力がめちゃくちゃ強い……だめだっ……もうっ！

「ふんっ！」

　軽い掛け声と同時に加わった力は、俺の力を軽く上回った。

「！」

　俺はドアノブから手を離し、一いつ気きに扉から飛び退すさった。

「やっぱり着替えなんかしてないじゃねーか」

　入ってきたのは背の高い、引き締まった身体からだの男子生徒だった。この体つきは明らかに運動部だ。まず間違いなく、俺なんかがまともに取っ組み合って勝てる相手ではない。

「しかもお前……天てん道どう優ゆう馬まだな。ここで何をしてる？」

　さすがに俺は顔バレしているようだ。全くもって嬉うれしくない。

　ケンカなんてした事ないが、なんとか……なんとかするしかない！

「ちょっとした探し物をね……」

　震える足を悟さとられないように、会話だけは強気に続行しておく。

　全ぜん速力でタックルを仕掛けて転ばすくらいは出来るかもしれないが……その後どうすればいいのかが分からない。気き絶ぜつとかさせられたらいいんだけど……ど、どうやったら……。

「優ゆう馬ま君！　使え！」

　そこで背後から須す藤どうの声。

　振り向くとなにかが俺おれに向かって飛ひ来らいしてくる。そして左手でキャッチしたそれを見てぞっとした。それは簡かん素そな形の銃じゆうだったからだ。

　じゅ、銃って！　まさかこれで人を撃うてってか⁉

　いわゆる拳けん銃じゆうの形じゃないから、先せん輩ぱいが以い前ぜん使っていた粘ねん着ちやく弾だんとかそういう特とく殊しゆなものなんだろうけど……さすがにこれは……っ！

　俺が体勢を元に戻す頃には、相手は既すでにこちらに突とつ進しんしてきていた。

　まずいっ！

　ああもうっ！　構えてる時間もねーのかよっ！　こうなったらタックル仕掛けられて密みつ着ちやくした時に、相手の太ももにゼロ距離で撃ち込むしかない！

　俺はすぐさま重じゆう心しんを低くして対応し────────

　次の瞬しゆん間かん、吹っ飛ばされそうなほどの衝しよう撃げきが襲おそい掛かってくる。

　ぐっ⁉　やっぱ俺じゃ運動部ぶ員いんのタックルに耐えられるわけないか！　押し倒されそうになりながらも、左手の銃を相手の太ももに押し付けて……引き金を引く！

　ばしゅっという軽い音の響ひびきが、殺さつ傷しよう能力の低さを物語ってくれた。

　よ、よし、これで相手はバランスを────────

「ぐえっ⁉」

　─────崩くずさないままに俺の上に全ぜん体重かけて乗っかって来やがったっ⁉

　くそ！　さすがの根こん性じようっつーか、もやし相手なんだから多少の手て加か減げんくらいしろよ！

　重い体に組み伏されながらも俺は必ひつ死しで抵てい抗こうを試みるが……なぜか相手はリアクションを取らなかった。

「…………あれ？」

「大だい丈じよう夫ぶか、優馬君」

　須藤が平へい然ぜんとした声のまま、ぱたぱたと駆かけ寄ってきた。そして俺の上でぐっすりと眠りについている男子を引き剝はがしてくれた。

　あれ、もしかしてこの銃って……あれ？

　麻ま酔すい銃じゆうってやつ？

「ま、麻酔銃ならそうと先に言えよ！　日本の学生にいきなり銃渡わたして即そく座ざに判はん断だん、行動できるわけないだろうが！」

「時間がなかったんだ。仕方ないだろう。それに……」

　須す藤どうは一通の手紙を掲かかげた。

「君が時間を稼かせいだおかげで、ラブレターは見つかったぞ」

　ったく、こいつは……。

　もう少し文もん句くを重ねてやろうと思ったが……

「なんか音がしなかったか？」

「どこからだ……？」

　遠くから、生徒会役やく員いんの声が聞こえてくる。まずいな。麻ま酔すい銃じゆうで眠らせた男子もこのままだし、今すぐ動かないと見つかってしまう。

「時間がない。急ごう」

　須藤から差し伸ばされた手を、俺おれはぎゅっと握った。

「ああ、そろそろ公開処しよ刑けいが始まってもおかしくないからな」

　文句も苦く情じようも全部後あと。

　今は先せん輩ぱいを助ける事が最さい優ゆう先せん事じ項こうだ。

　俺おれ達が生徒会控ひかえ室から出ると、ちょうど遠く右手の曲がり角から役員が数名。

「！　いたぞ！　あいつは……天てん道どう優ゆう馬ま！」

「あそこだ！　応おう援えんを呼べ！」

　くそっ、運が悪いな！

「こ、これからどうする？」

「二階から大だい舞ぶ踏とう室しつを一いち望ぼう出来る特別席があるから、そこに急ごう！」

「了りよう解かい！」

　俺と須藤は、追おつ手てを振り払いながら二階観かん覧らん席せきに向かって駆かけ出した。







『レディースエェェェンドジェントルメン‼　皆様お食事にご歓かん談だん、楽しんでいらっしゃいますか⁉　さてここで皆様お待ちかねの生徒会主しゆ催さい、新入生歓かん迎げい会かいのメインイベント‼　革かく命めい家か麒き麟りん堂どう奏かな子この公開処刑を開始したいと思います‼』

　マイクで拡かく声せいされた司し会かいの声が、階下からこの二階にまで響ひびき渡ってくる。賑にぎやかすためだろう、楽がつ器きやらＳＥやらを使用して豪ごう華かな感じに盛り上げているようだ。

「くそっ、もう開始かよ！」

　俺は走りながら毒どくづく。

　運が悪いことに生徒会控ひかえ室と二階特とく別べつ観覧席はほぼ正せい反対に位置していたために、移動に結けつ構こうな時間がかかってしまうようだ。かと言って、一階に降りるという選択肢しはそもそも存在しなかった。

　さすがにこの騒さわぎに気づいたのか、階かい下かの生徒会の連れん中ちゆうが続々と階段を駆け登って二階に集まっているからだ。さっきまであんなに静かだった二階廊ろう下かではいまや二対たい数十人の逃とう亡ぼう劇げきが繰り広げられ、まさに混乱を極めているような状態。大おお階段まで引き返すことなど出来そうもないのだ。

「くそ、数が多おお過すぎないか⁉」

「乗り込んだ以上は承しよう知ちしていたことさ」

　須す藤どうは落ち着き払って返答してくるが、背後には…………

「大人おとなしくお縄なわに付け！」

「生徒会の名の下に断だん罪ざいだ！」

「この狼ろう藉ぜき者ものどもめ！」

「今度は新入生歓かん迎げい会かいを荒らしに来たかっ！」

「これ以上罪つみを重ねる前に自じ首しゆしろ！」

　どんどん後こう続ぞくが増え続けてるんだけどっ⁉

　足止めしたり追い払ったりしたいところだけど、もはや多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。さすがにあの数はどうしようもないレベルだ！　ああくそ！　うっとおしいな！

　俺おれ達たちが進んでいる間にも司し会かいはどんどん話を進めていく。

『さあ稀き代だいの革かく命めい家か、反はん旗きの姫ひめ、白はく桜おう台だいの魔ま女じよ、様々な二つ名を持つ彼女がついに生徒会の手によって逮たい捕ほされたのは皆様の耳にも届いている事かと存じます！　この悪あく名めい高い彼女に厳げん罰ばつを下し更こう生せいするのもまた生徒会の役目！　その仕事っぷりを新入生にも理解していただくために、この公開処しよ刑けいをする運びとなりました！　そして今回の処刑方ほう法ほうを考案した雛ひな井い副ふく会長と鮫さめ島じま風ふう紀き委員長に進行を務めてもらおうと思います！』

　よりにもよってここでもあの二人とは、よくよく縁えんがあるみたいだな。まあ先せん輩ぱいを逮捕したのがあの二人なんだから当然か？

　しかし、だ。

　処刑とは聞いていたが、未いまだにその内容は明かされていないままだ。ここはあくまで法ほう治ち国こつ家か日本の私立高校。まさか本当にギロチンやら打ち首なんて出来るわけでもない。

　果たして処刑って何をするつもりなんだ……？

　そんな事を考えながら、何度目めかの曲がり角を曲がった時……

「もうすぐ……あそこだっ！」

　須藤が真ま正しよう面めんを指ゆび差さした。樫かしの木で作られたがっしりとした扉とびら。あれが特別観かん覧らん席せきか！

「鍵かぎは⁉」

「かかっていないことを祈ってくれ！」

「はあ⁉　こ、ここに来てなにを無む茶ちやなことを！　背後にめっちゃ人いるんだぞ！」

「優ゆう馬ま君だって無む計画で乗り込もうとしていただろう！　細さい部ぶは詰められなかったんだ！」

「お前まえ頭良さそうに見えて時々めちゃくちゃだぞ⁉」

「それほど憎にくまれ口を叩たたけるなら充分だな！　二人でタックルするぞ！」

　須す藤どうは突とつ進しんを仕掛ける気満まん々まんらしく姿し勢せいを低くして速度を増していく。

　もうどうなってもいい！　やけくそだこのっ‼

　俺おれも須藤とタイミングを合わせるようにして、その扉とびらに思いっきりタックルを仕掛けた。

　衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、扉は強い抵てい抗こうを示すことなく開いてくれた。鍵かぎはかかってなかったんだ！　幸運の女め神がみに感謝しないと！

「すぐにドアを閉めるんだ！」

　須藤の指し示じ通りすぐにドアを閉めて鍵をかける。ついでに近くにあった廃はい材ざいやら重そうな椅い子すなどを扉の前に設置しておくが、はっきり言って気休めにしかならないだろう。

「な、なんだお前ら⁉」

　中には既すでに数人の生徒がいたようだったが……

「すまないね」

　須藤は殺し屋のように迷いなく麻ま酔すい銃じゆうを撃うちその数人を昏こん睡すいさせた。

「よ、ようやくここまで来たか……」

　俺は乱れた息を整えながら、安あん堵どした。

　中を見回すと、ここは少し薄うす暗ぐらいなにかの準備室のような感じだった。目の前には小さな階段が存在し、その先は鈍どん重じゆうなカーテンが光を遮さえぎっているのが分かる。

　おそらく、あの向こうに観かん覧らん席せきがあるのだろう。

「安心するのはまだ早いよ。本ほん番ばんはこれからなんだからね」

　須藤は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら……

「これを」

　鮫さめ島じまの書いたラブレターを手渡してきた。

「な、なんだよこれ……？」

「あのカーテンの向こうに観覧席がある。そこから舞台を見下ろして、マイクを使いながら証しよう拠こを突きつけてやるのがいいだろう。出来るだけ派は手でに」

　そう言いながら、なぜか須藤は観覧席とは逆の方向へと向かっていく。今さっき入ってきたばかりの、外からの衝しよう撃げきで大おお暴あばれしている扉の方へと。

「ど、どこ行くんだ？」

「この先は、優ゆう馬ま君一人ひとりで行きたまえ」

「な、なんでだよ？」

「鮫島の告こく発はつは、大だい々だい的かつ劇げき的にやらなければ意味がない。その最さい中ちゆうに何かの横よこ槍やりを入れさせる訳わけにはいかないんだ。だから……」

　そう言って、須藤は振り向いてにっと誇らしげに笑った。

「ドアの向こうの奴やつらが入ってこないように、誰かが時間稼かせぎをしなければ。それは君には出来ない仕事だからね」

「む、無む理りに決まってる！　あんな大おお人にん数ずうだぞ⁉　細っこい体の中ちゆう坊ぼうに何が出来る！」

「麻ま酔すい銃じゆうがあるさ」

「でも、あの人数だぞ⁉」

「心配はない。なに、こっちが片付いたらすぐに追いかけるさ」

「なんだよその死亡フラグみたいな台詞せりふは！」

「君と行動できて、なかなか楽しかったよ」

「なんだそりゃ！　バカか！　やめろ！」

「先せん輩ぱいを救うんだろう？　ここで駄だ々だをこねてどうする」

「そ、それは……そうだけど！　お前がいたからここまで来れたんだぞ！　一いつ緒しよに……！」

「いや……君があの時先輩を助けると決意しなければ、乗らなかったさ。ここまで来たのは紛まぎれもなく優ゆう馬ま君の意い思しだ。胸を張っていい」

「共同戦せん線せんを張る仲間だって言ってただろ⁉　最後まで一緒にやりとげて、鮫さめ島じまの間ま抜ぬけ面づらを笑ってやるんじゃないのかよ！」

「ははっ、それはもちろんそのつもりだ」

「だったらっ！」

「さあ時間がない」

　須す藤どうは素す早ばやく身をかがめて、突とつ進しんを繰り出した。

「うわっ⁉」

　唐とう突とつな衝しよう撃げきに逆らえず、俺おれは一いつ気きに観かん覧らん席せきへと押し込まれた。そのまま押し切られて俺は観覧席へと後こう転てんしながら到着した。

「派は手でに決めてやれ優馬君！　振り返るなよ！」

　その言葉とともに、鈍どん重じゆうなカーテンはばさりと閉じられた。

「す、須藤！」

　あのバカ！

　なんか常に偉そうでカッコつけた物言いの奴やつだと思ってたけど……最後の最後までカッコつけていくなんて…………。

「────────────っ」

　……いや、切り替えろ。

　須藤はなんのために自ら時間稼かせぎに走ったんだ。須藤はなんのためにその身を犠ぎ牲せいにしてくれたんだ。なんのために、俺にこの時間を作ってくれたんだ。

　先輩を救うっていう、ただひとつの目的のためだろ。

　そうだ、まずはそれを成し遂とげてやらなくちゃ……。

　俺は頭を左右に振って、観覧席から階下へと目をやった。

　見下ろす大だい舞ぶ踏とう室しつはメインイベントの真まっ最さい中ちゆうだからか、照明は落とされ暗かった。だがしかし状況や配置はなんとか確かく認にん出来る。

　ビュッフェスタイルらしく端はしっこには各かく種しゆ料理が取り揃そろえてあり、中央のスペースには白い円形のテーブルが点てん在ざいしている。その間を生徒達は思い思いにうろうろしているようだ。

　そして唯ゆい一いつスポットライトが当たっているのは、中央の壇だん上じよう。

　そこにはマイクを握る鮫さめ島じまの姿すがたがあった。

『お初はつにお目にかかる者も多いだろう。風ふう紀き委員長の鮫島だ。今回、様々な狼ろう藉ぜきを働いた白はく桜おう台だいきっての問題児じ麒き麟りん堂どう奏かな子こを我われ々われ生徒会が見事逮たい捕ほした。普通ならばその罪に応じた刑けい罰ばつに処しよすのみによって終わりにするところだが……彼女は悪あく名めい高い革かく命めい家か。よって、今回は処しよ刑けいという形でひとつ面白い趣しゆ向こうを凝こらすことにした』

　鮫島のそんな解説とともに、もう一つのスポットライトが壇だん上じようを照らす。

「！　先せん輩ぱい！」

　鮫島の隣となりに光が当たった場所には先輩がいた。派は手でな演出を狙ねらってか、十じゆう字じ架かを模もして立てられた台に磔はりつけにされている。外がい傷しようもなく制服も乱れていない無ぶ事じな姿すがたにひとまず安心はしたものの……磔にされるその姿は痛いた々いたしい。

　そして、十字架の傍かたわらには低い背の眼鏡めがねをかけた美少女。

『えー、こほん。生徒会副ふく会長の雛ひな井いです。では、これから私と鮫島風紀委員長の二人で考こう案あんした処刑────磔での脱だつ衣い刑けいを実行に移したいと思いますっ！』

　その瞬しゆん間かん、会場には好こう奇きと奇き異いと低てい俗ぞくの入り交じったざわめきが広がっていく。中にはぴいっと口くち笛ぶえを鳴らす者までいた。

　概おおむね好こう感かん触しよくなその反応を受けながら、副会長はマイク片手に先輩へと近づいていく。

『麒麟堂……私はまだ忘れたわけじゃないのよ？　新入生説せつ明めい会かいの時に、私のパンツを新入生に晒さらして辱はずかしめたことを……今、あなたの身を以もつてここに再現してあげるわ』

『あら。でも、あのおかげであなたの名前と顔と下着の趣しゆ味みがちゃんと新入生にも周しゆう知ちされたでしょう？　パンモロ副会長さん』

　先輩の煽あおりもきっちりと拡かく声せいされる。おそらくピンマイクでも付いているのだろう。

『口の減らない女ね……まあいいわ。鮫島君、早さつ速そく始めましょう』

　副会長がそう言って離れると、入れ替わるようにして鮫島が先輩へと近づいていく。その手には、おおよそ実用的とは言い難がたい装そう飾しよく過か多たな短たん剣けん。

『最初は右腕うでがいいだろう』

　そしてその短剣を先輩の右肩かた口ぐち辺りに当てると、まずはブレザーに多少の切れ込みを生じさせて……そこに刃やいばを合わせて一いつ気きに掌てのひら側がわへと短剣を流す。

　切れ込みは短剣によって大きく流れて、びりりりっと大きく裂さけた。脇から手首までにかけてばっさりとブレザーは切り裂かれた。

　中にあるブラウスも破れてしまい、そこからは白い二にの腕うでが覗のぞく。

　な、なんつー悪あく趣しゆ味みなやり方を……っ！

『……くっ』

　先せん輩ぱいのうめき声に触しよく発はつされてか、次し第だいに会場の熱は高まっていく。

　先輩ほどの美び少女が柔やわ肌はだを晒さらすとなれば、こういう反応になってしまうのは当然と言えば当然かもしれないが……そんな真似まねさせてたまるか！

　ぼーっと眺ながめてる場合じゃない！　まずはマイク、マイクを探さないと！

『スカートも、多少は刻んだほうが色いろ気けも出るかしら？』

　そんな副ふく会長の台詞せりふとともに、またも布ぬの地じが裂さかれる音が響ひびく。

　再び湧わく歓かん声せい。

『ふふ、うらやましいくらいの美び脚きやくね……ほうら、男子生徒の視線はあなたに釘くぎ付づけよ？』

『……なんなら、代わってあげましょうか？』

『あはは、何なに言ってるの。今回の主役はあなたなんだから。時間はたっぷりあるわ、遠えん慮りよしないで醜しゆう態たいを存ぞん分ぶんに晒しなさい』

　なんでこういう時に限って見つからないんだよ！　壁かべ際ぎわにある電源からコードを手た繰ぐっていったほうが早いかっ⁉

『次は左腕うでだ！』

『……んっ』

　鮫さめ島じまの声とともに聞こえた先輩の喘あえぎ声は、一部からの熱い喝かつ采さいを巻き起こす。
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『まさか、丁てい寧ねいに制服を一枚一枚脱ぬがせていくとでも思ったか？　貴き様さまには散さん々ざん泥どろを塗られたんだ。限りなく屈くつ辱じよく的に、背はい徳とく的に切り刻んでやる』

　早くマイクを……コード辿たどって行くと、あった！　くそ、配線がややこしいな！　とりあえず電源はどこだっ⁉

『……またずいぶんと、三流悪あく役やくらしい台詞せりふだこと』

『ふん、口だけは達たつ者しやだな。負け惜おしみならばせめて、長く続けるように頼むぞ。簡単に泣き喚わめかれたらせっかく温まってきた場が冷さめてしまうからな』

　────────よし、電源のランプが点ついたな！

　これでいけるぞ！

　考えろ。

　考えろ。

　考えろ！

　この場を打ち崩くずす、割りこむのにうってつけの言葉。

　第一声はどう考えても間違えちゃいけないぞ。須す藤どうが言ったようにこの告こく発はつは大だい々だい的かつ劇げき的にやらなければならないんだ。

『さあ、今からあなたはここに集まった多くの生徒達に下着姿すがたを晒さらす事になるのよ。気分はどうかしら？　覚かく悟ごなさい』

　どうすればいい？

　なにをすればいい？

　どういうふうにしたいんだ？

　ここで一発叫さけぶことでこの場の空気をぶち壊こわすような言葉が欲しい。

　この先せん輩ぱいに集中している生徒達を一いつ気きに振り向かせる言葉。

　俺おれに注目を集めるための言葉。

　生徒会を叩たたき潰つぶすための、一いち陣じんの風のような言葉。

「っ‼」

　そうだ。

　そんな劇げき的てきで苛か烈れつで猛もう烈れつな言葉は、この白はく桜おう台だいでは一つしかないよな！

　俺はマイクを強く強く握りしめて、大きく息を吸い込んだ。

　そしてっ！

『我は顔かお無なき断だん罪ざい者しや─！　鉄くろがねの理り念ねんと心の刃やいばを以もつて──────────ここに、青春革かく命めいを執しつ行こうするっ‼』

　腹の底からせいいっぱい叫んでやった。全力で。

　あまりにも声が大きかったせいか、若じやつ干かん自分の体にも空気の振動が伝わってきてぶるぶると震えた。しっかりと一いち字じ一いつ句く間違えずに告げた後、場はさらなる混乱に惑まどわされていた。

「い、今のは一体どこから？」

「青春革かく命めいって……まさか⁉」

「でも男子の声だったよね？」

「麒き麟りん堂どうはそもそも捕つかまってるし……どういうことだ？」

「い、一体誰だれが⁉」

　よしよしいいぞ！　一気に公開処しよ刑けいへの注目は一いつ気きに塗りつぶされた！

　ここで俺おれは鮫さめ島じまの手紙をはらりと開かい封ふうし……

『ああ、その指ゆび先さき。指ゆび差さす先はいかなる詩し篇へん。その紙し片へんを繰くるかすれる音は、指先が奏かなでる図書室の音楽にも似にて────────ただ冷たい書しよ棚だなから君を想うばかり』

　マイク音おん量りよう最大で朗ろう読どくした。感情込こめて。

『ああ、その眼まな差ざし。見つめる先はいかなる草花。慈じ愛あいで育つ草木は青く、咲き誇る花は芳かんばしく、集つどう虫は歌い────────ただ鬱うつ蒼そうとした木陰から君を想うばかり』

「なにこれ？　きめぇ」

「聞いててムズムズするんだけど……一体なに？」

「……これってさ、もしかしてラブレター？」

　くすくすと新入生、在ざい校こう生せい問わずに笑い声が聞こえていき、どんどんとその輪は生徒の間に広がっていく。

　そして同時に、みるみるうちに鮫島の顔かお色いろが変わっていく。

　真まっ青さおな顔して声の出で処どころを探しているぞ。ざまあみやがれ！　こんなんで止やめてやるほどお人好しじゃないぜ俺は！　むしろノってきたからな、ここからだ！

『ああ、その艶つや髪がみ。流るる先はいかなる銀ぎん河が。散りばめられた星と光と幾いく星せい霜そうの年月と、この思いすらも織り込まれ────────ただ天あまの川がわのほとりから君を想うばかり』

「そこはかとなくストーカーっぽいんだけど……」

「罰ばつゲームかなんかかぁ？」

「あ、観かん覧らん席せき！」

「え？　本当だ！　あれは、天てん道どう優ゆう馬ま！」

　気付いたみたいだ。姿すがたを見られているとなると少し恥はずかしいが、そのまま続けてやる。つーか最後まで読み切ってやらないと。

『ああ、その唇くちびる。囁ささやくのはいかなる愛。風に乗せて届けるのはその愛。ただ届く日を地の果てで待つばかり』

『天道優馬！　な、なぜお前がそれを知っているっ⁉』

　そこで鮫島も俺に気付いたのか、こちらを怒ど鳴なりつけてくる。

　俺おれはそこで朗ろう読どくを止めて、鮫さめ島じまへと視線をやる。

　軽く視線をやった後、俺は朗読を続けた。

『どれひとつ取っても紛まごう事こと無き純じゆん粋すいによってなり、柔やわく、清く、甘く。ただその純じゆん然ぜんたる結けつ集しゆうを視線に映しては────────』

『もうやめろっ‼』

　ふふん、さすがに耐えられないか？　怒りと恥はずかしさで顔かお色いろがもはや青とか赤とかじゃあなくなってるもんな。

『ロマンチックじゃないか！　立りつ派ぱな詩し人じんになれると思うぜ？』

　ひらひらと便びん箋せんを揺らし、俺は鮫島に向けて告げる。

『どうだ！　風ふう紀き委員長にして仮か面めん夜や会かいの参加者たる鮫島！　今ここで、大だい観衆の前で、お前の悪あく行ぎようと秘ひめたるアイドルへの恋こい心ごころが晒さらされた気分は⁉』

「仮面夜会って、麒き麟りん堂どうが捕つかまったイベントのことだよな……？」

「風紀委員長なのに、アイドルに？」

「え、でもうちってアイドル科と恋愛禁きん止しだったよね？」

「えー！　噓うそでしょ！　本ほん人にんも仮面夜会に参加してたってこと⁉」

　俺の一ひと言ことで、周囲は疑ぎ惑わくと好こう奇きがむくむくと膨ふくらんでいく。

　人の口に戸は立てられないように人の心に疑問はどうしても発生するもんだ。やり方としてはこれでいいはず。先せん輩ぱいの公開処しよ刑けいのために集まったカメラさん、しっかりこの場面を逃のがれられない証しよう拠ことして押さえておいてくれよ。

　後ご日じつこの手紙の調査を第三者機き関かんである審しん問もん会かいに依頼するんだからな。そこで正しい結果が出るはずだ。鮫島が真まっ黒くろだっていう結果がな。

『規き律りつに厳げん格かくであるはずの風紀委員長様さまが仮面夜会に参加して、まさかただで済むとは思ってないよな？　ここに、アイドルへの想いをしたためたラブレターっていう揺るがぬ証拠があるんだ！　大人おとなしく罪を認めた方が罪も重くならないはずだと思うけど？』

　煽あおるようにそう告げてやった。

『──────────』

　鮫島はうつむいたまま、沈ちん黙もくしていた。

『────────はっ』

　だが。

『は……はは……はははっ！　くだらない！　数えきれないほどの罪を散さん々ざん犯おかしてきた青春革かく命めい部ぶが俺を糾きゆう弾だんだと⁉　笑わせるな！　そんなものが通用すると本ほん気きで思ってるのか⁉　誰だれが信じる⁉　お前らの言葉など！』

『この手紙を筆ひつ跡せき鑑かん定ていにかけてやるさ。なんなら指し紋もんも検けん出しゆつしてやろうか？　ばっちりお前が書いた証拠が出てくるはずだ。審問会に提出すれば分かるだろ』

『青春革かく命めい部ぶが審しん問もん会かいに提出だと？　生徒会に対して牙きばを向いているお前らが審問会に依頼したとなれば、どうせ卑ひ怯きような事に都つ合ごうのいい方向に捏ねつ造ぞうするに決まっているだろう。信用できるはずがない』

『なっ』

　言うに事こと欠かいて、なんだそりゃ！

『公こう平へいを期すべきと言うのならば、生徒会と審問会共同で審しん査さすればいい。そもそも生徒会にだって審査部はある。そこに動いてもらうように取り計らうさ。我が校の二大機き関かんを挟むのならば、それでいいだろう？』

　え──────────

　そ、それってあんまりよくないよな？

　審問会って今は影えい響きよう力りよくが弱いって言うし、現状で生徒会が審査に嚙かんできたら圧力をかけてきて押し切られる可能性があるんじゃ……。

　つーか、こいつなりふり構わなくなってきたな……。

『じゃあ、私から訴うつたえて審問会に引っ張ってあげようか？』

　そこで、背後から声が聞こえてきた。マイク越しだが聞き間違えるわけがない。

　振り返れば──────────

「須す藤どう！」

　マイクを持った金きん髪ぱつの男子が観かん覧らん席せきへとやってきた。やっぱりだ！

　え、ていうか……あれ？

　あの、須藤ってさっき死んだんじゃ……？　い、いやいや！　ただ死亡フラグな台詞せりふを呟つぶやいただけで死んだわけじゃないよな。早とちりはよくない。

　いやそれよりも今……私って言ったか？

　須藤は俺の言葉に耳を貸す事なく、今まで身に付けていた大きなサングラスを軽やかな手付きで取り外した。

　その瞬しゆん間かん──────────

『きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ‼』

　今さっきまでの歓かん迎げい会かいも……

　麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいの公こう開かい処しよ刑けいも……

　勇気を振り絞しぼった俺のラブレター朗ろう読どくも……

　今までお膳ぜん立だてしてきた全てを、紙くずのように一いつ瞬しゆんで吹き飛ばすほどの大だい絶ぜつ叫きようが大だい舞ぶ踏とう室しつに轟とどろいた。今までのはざわめき程てい度どのもので、これはもはや場が沸ふつ騰とうしたと言っていい。

　つーか周囲の絶叫が比にならんほどにでかい。耳がいてえ！

「か、カルテットベリーの……スザク！」

「あれ、マジか⁉」

「きゃあああああっ‼　スザク様ぁっ！」

「生でカルテットベリーが見られるなんてっ！」

「うわあっ！　やっぱりオーラが違うわ！」

　えっ。

　カルテット……ベリー……？

『困るのだよ。アイドルにこういう手紙出だされるのは。アイドル達の士し気きに関わるし、こんなストーカーまがいの手紙だと皆怖こわがってしまう。しかも、それをやっていたのが品ひん行こう方ほう正せいなはずの生徒会の風ふう紀き委員長とあっては……安心してアイドルが活かつ動どう出来なくなってしまうと思うのだが……』

　カルテットベリー。

　白はく桜おう台だいの誇る超ちよう々ちよう人にん気きアイドルユニット。白桜台はこのグループの人気によって大おお幅はばに新入生を増加させたって言われるくらいで、数すう兆ちよう円えん規模にもなるという白桜台アイドル市し場じようの四割はこのグループ単たん体たいの人気によるものだと言われるほどで……。

　え、須藤が……そのうちの一人……？

『今まで信用していた生徒会が悪あく事じを働いてくれたんだ。しっかり審しん問もん会かいに一いち任にんするよ。カルテットベリーのスザクからの依頼でね。白桜台をたんまり稼かせがせてやってるんだ。これくらいのワガママ、聞く耳は持っているだろう？』

『ぐっ……ぐうぅ………………っ』

　鮫さめ島じまは初めこそ唸うなり声をあげていたが……やがてうつむいて地面に膝ひざをつき、やがて四つん這ばいとなった。

　これで轟ごう沈ちん。

　カルテットベリー相手となっては、いくら鮫島とはいえもう歯は向むかう材料はないだろう。これで先輩の罪ざい状じようと含めて、審問会行ゆきってわけだ。

　それを確かく認にんした後に、俺おれは隣となりへと視線をやる。

「……お前」

　驚きのあまりうまく声が出せなかったが、なんとかして言葉をひねり出した。

「女だったのか……」

　そうか、須す藤どうに関する謎なぞが全部分かったぞ。

　カルテットベリーの一人とあってはそりゃＶＩＰ用の入口だって使えるだろうし、ここに来ても迎げい賓ひん室しつを用意されるのも道どう理り。それにさっきまで背後に迫っていた大量の生徒会役やく員いんだって、扉とびらを開けて顔かお見みせ一発で退ひくはず。

　身体からだに傷きず一ひとつなくこの観かん覧らん席せきに現れたのも納なつ得とくだ。

「失礼なやつだな、君は」

　そう言いながら須藤───────いやスザクはこちらにその顔を見せた。

　うわ、猫ねこ目め超ちようでかい！　かわいい！　外国の人形みたい！

　え、俺おれ今までこんな可愛かわいい娘ことずっと一いつ緒しよに行動してたのか……。

「カルテットベリーのメンバーを捕つかまえて『女だったのか』とはね……」

「え、なんか、その、ごめん……」

　確かに前からきれいな顔してる男子だとは思ってたし、中ちゆう性せい的な顔してるとは思ってたけど……まさかサングラスの中にこれほどの美び少女がいたとは……。

「ま、いいさ。君と私の仲だ。特別に許そう」

　相変わらず偉そうな口く調ちようでそう告げて、スザクは微笑ほほえんだ。

　子こ猫ねこのような少しイタズラっぽい笑えみに、思わず胸が高鳴る。いやあ、さすが超ちよう一流アイドルだけあって人の心を摑つかむ笑顔も超一流というかなんというか……。

『ど、どういうこと鮫さめ島じま君⁉　あなたが仮か面めん夜や会かいに参加していたなんて、噓うそよね⁉』

　一方階かい下かでは、陥かん落らくした鮫島に対して副ふく会長が必ひつ死しに呼びかけていた。さすがにマイクは握っちゃいないが、床に落ちたマイクが勝かつ手てに会話を拾っているみたいだ。

『………………』

『だって、あなたは風ふう紀き委員長よ⁉　自分の立場だって分かってるでしょう⁉　仮面夜会なんていういかがわしくて汚けがらわしい催もよおしなんかに参加するわけないわ！　あまつさえアイドルにラブレターだなんて！　くだらないことしないわよね⁉』

『く、くだらなくない！』

『え……』

『俺は……儚はかなげで清せい楚そで、可か憐れんなあの少女に心奪うばわれた！　本ほん気きだ！　他の連れん中ちゆうとは違う！』

『ち、違わないわよ！　なにそんなありふれた言い訳わけを真ま顔がおでしてるのよ！　あなた風紀委員長としての自覚ないの⁉』

『ありふれてもいないし言い訳でもない！　なんのために手紙まで書いたと思ってる！』

『───────なっ……なんなのよ！　仮面夜会で困ってる私を助けてくれて、さっきまで一いつ緒しよに楽しく麒き麟りん堂どうの処しよ刑けい方法を考えて、ここまで二人でやってきたのに───────ばかばかっ！　なんでそんなにばかなのよ！』

『ああもううるさい！　叩たたくな殴なぐるな！　だから気が強くて暴ぼう力りよく的な女は嫌いやなんだ！』

『なによ！　こっちの気も知らないで！』

　二人は拡かく声せいされていることにも気付かずに、ぎゃあぎゃあと言い争いをしている。鮫島はもはやネジが外れて開き直ってるし、副会長も興こう奮ふんしているのかなんだか顔が赤い。

　もうしっちゃかめっちゃかだな、収しゆう拾しゆうつくのかこれ……。

「よし、今がいいだろう」

　スザクはそこで意い図との読めない言葉を呟つぶやいた。

「優ゆう馬ま君、これを摑むんだ」

　そして近くにあったカーテンのようなものをまとめると、俺おれに渡してきた。

「え？　ああ」

　俺は言われたとおりにとりあえずそれを摑つかむ。

「それを離すなよ！　先せん輩ぱいを頼んだ！」

　そう言ってスザクは、俺の背中を蹴けって二階の観かん覧らん席せきからたたき落として──────って冗じよう談だんだろ⁉

「うあわわああああああああああああああああああああああっ⁉」

　ターザンロープよろしく、俺は大だい舞ぶ踏とう室しつを縦じゆう断だんするような大型のカーテンを引きながら一階へと向かう。当然ながら握っているカーテンの質しつ量りようがみるみるうちに減っていく。

　こ、これは適当なところで降りないとまずいぞ！　ちょ、ちょっとずつ高度を下げて…………ていやっ！

　多少バランスを崩くずしたものの、周囲の生徒達は遠とお巻まきに退ひいてくれていたおかげでなんとか着ちやく地ち成功！

　スザクに言ってやりたい事はあるが、それは後あと回まわしにしてなによりもまずは先輩だ。先輩を救きゆう出しゆつしないと……。

　俺は大舞踏室の中央にある舞台へと駆かけて、その壇だん上じように登った。

「先輩っ」

　いまだに言い争いを続けている生徒会コンビを刺し激げきしないように、俺は十じゆう字じ架かに近付く。

　よかった。制服は派は手でに切り裂さかれているけど、下した着ぎ部分はいい具ぐ合あいに見えない状態を保ほ持じしてくれている。そしてよく見ると先輩を拘こう束そくしているのは簡かん素そな荒あら縄なわ。なかなか厳げん重じゆうに縛しばってあるな……おっと、ちょうどいいのが落ちてた。

　俺が拾い上げたのは装そう飾しよくの付いた短たん剣けん。さっきまで先輩の制服を切り刻むのに使われていたやつだ。

　俺はそれを拾って荒縄を切り、先輩の拘束を解いた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　先輩」

　俺はまず、柔やわ肌はだの覗のぞく刺し激げき的な姿すがたの先輩にブレザーをかけた。そしてそっと肩を貸す。

「天てん道どう君……」

　驚きを隠かくせない表情で、先輩は俺を見つめてきた。

　先輩の顔を見るのがなんだかとても久しぶりみたいで、その視線があまりにもまっすぐだったせいで、なんだか恥はずかしくて俺は視線を逸そらしてしまった。

　なんだろ……離れたのは昨日きのうの夜で、別に長い間会あえなかったとか、そういうわけじゃないはずなんだけど……直ちよく視しできないや……。

「どうしてこんな危険なこと……」

「ど、どうしてって……」

　ここまで来てそう言われてしまうとは……。

　先せん輩ぱいに言いたい言葉は色々あった。

　もっと信用してほしいとか、勝かつ手てな手紙残すなとか、ちゃんと過去の事だって話してほしいとか、その他の文もん句くもいっぱい。

　だけど─────────

「……俺おれも、青春革かく命めい部ぶの部員だからですよ」

　結局、たったそれだけを先輩に告げた。

　もっと色々言いおうと思ったんだけど、大おお声ごえ出したり人の注目とか浴びたり、連続して慣れないことして俺のキャパもいっぱいだったのかな？　全然うまい言葉が頭の中に浮かび上がってこなかったんだ。

　でも、これも俺の本当の気持ちだから。

「────────一部始し終じゆう、見せてもらいました」

　そこで、聞いたことのない女子の声が大だい舞ぶ踏とう室しつに響ひびき渡った。凜りんとした、よく通る澄すみ切った声だった。

　聞こえてきたのは大舞踏室の入口。

　そちらに目をやった瞬しゆん間かん、先輩の顔かお色いろが変わった。

「せ、生徒会長！」

　おそらく生徒会の誰だれかが叫んだのだろう、周囲に波は紋もんのようなざわめきが広がってあっという間に会場全ぜん体たいへと満ちていく。

　生徒会長は、堂どう々どうと真まん中なかを悠ゆう然ぜんと歩いてこちらへと近づいてくる。

　あれがうちの生徒会長……初めて見た。

　燃えるような真まっ赤かな長い髪かみ、鋭い瞳ひとみ、すらりとした佇たたずまいはそれだけで人ひと目めを惹ひきつけるほどだ。ボディラインの凹おう凸とつは先輩に劣るが、それはモデル系けいのスタイルだからだろう。逆に背の高さや足の長さで言えば先輩を凌りよう駕がしているのだから。

　これが伝でん説せつのアイドルグループ『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』の一人、鳳ほう凰おう院いん姿子しなこ。

　確かに素人しろうと目めにだってすぐ分かる。麒き麟りん堂どう先輩と匹ひつ敵てきする、とんでもない才さい覚かくの持ち主だってことが。麒麟堂先輩と比ひ肩けんするくらいのカリスマがある。

「雛ひな井い、鮫さめ島じま」

　生徒会長は麒麟堂先輩の目の前まで来ると、まずは部ぶ下か二名の名を呼ぶ。

『は、はいっ！』

　二人は声をハモらせてその場に立ち上がった。

「私がいない数日間、随ずい分ぶんと勝かつ手てな事をしたようですね。まさか新入生歓かん迎げい会かいで処しよ刑けいショーなんて催もよおしをやるとは……」

「い、いえ、そんな……」

「わ、私は……その……」

　副ふく会長と鮫さめ島じまも一気に縮こまり、その場で直ちよく立りつ不ふ動どうとなる。

　このワガママし放ほう題だいの二人をこうまで躾しつけてあるとは……さすがというべきだろうか。

「麒き麟りん堂どう……あなたも派は手でにやったそうね」

　そして今度は、先せん輩ぱいへと視線を向けてくる。まあ視線の先は麒麟堂先輩であって俺おれじゃないんだけど、見つめられるだけで……背せ筋すじが少し寒くなった。

　瞳ひとみもきれいな紅べに色いろで炎ほのおのようなのに、どこかぞくっとする。

「……もうかなちゃんとは呼んでくれないのね。しーちゃん」

　先輩は俺の肩から離れながら、悲しく笑った。

「その革かく命めいごっこ、いつになったら気が済むの？」

　生徒会長は全く意に介かいさず返す。少し、声がささくれだっているようだった。

「ごっこじゃないわ。言ったでしょう？　しーちゃんのやり方では不幸になる人がいる。強ごう引いんに生徒会に権けん力りよくを集中させて、それで恐きよう怖ふ政治をするなんて……バカげたこと……」

　先輩は軽く頭を振って、その先を続けた。

「生徒に関する規き制せいなんて、今よりもずっと緩かん和わされていていいはず。取り締まるべきはほんの一ひと握にぎりよ。犯はん罪ざい者のために規制を厳きびしくして、一般生徒が本ほん来らい得られるはずの恩おん恵けいが損そこなわれてしまうのならば……それは為い政せい者しやが無む能のうだという事の証しよう拠こだわ」

　先輩はその眼がん光こうを鋭くさせた。

「……そうかもね」

　意い外がいにあっさりと、生徒会長はその意見を肯こう定ていした。

「麒麟堂のように優ゆう秀しゆうな判はん断だん力りよくと大たい局きよく的な視し野やを持ち、かつ自身もフレキシブルに動けるような……そういう有ゆう能のうな人じん材ざいが山ほどいるのならば、私だってこんな手段は取らない」

　しかし生徒会長は先輩の視線を、全く怯ひるむことなく受けていた。その身に纏まとう炎のようなオーラも変化させずに。

「白はく桜おう台だいは広いわ。とてつもなく。この広こう範はん囲いに及んで取り締まりをするには結局のところマンパワーに頼るほかない。優秀な人が数人程てい度どいても足りないのよ。だからある程度の基準をやや強引であっても厳しく設定するしかない。誰だれであっても分かるような、明確な判断基き準じゆんを設けてね。私の目でも届かない範はん囲いがあるのならば、その叩たたき潰つぶすべき一握りがどこか分からないのならば、もう全体の法の網あみの目を細かくするよりほかはないわ。徹てつ底てい的に完かん璧ぺきに、アイドルを守しゆ護ごするためにはね」

　そう言って……

「きっちゃんのような被ひ害がい者しやを、また生み出すわけにはいかないもの……絶対に」

　生徒会長はそう言って、ぎりっと拳こぶしを握りこんでいた。

　きっちゃんってのは『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』の三人目のこと、なんだろうな……きっと。

「麒き麟りん堂どう、いつまでも子どもみたいな理想論ろんを振りかざさないで。あなたのやり方はあなたの目の届く範はん囲いでしか人を守れないわ。それだと意味がないのよ」

「でも……今回しーちゃんは目の届く範囲の事で落ち度があったでしょう？」

「……どういうこと？」

　訝いぶかしげな視線を向ける生徒会長に、先せん輩ぱいは意い地じ悪わるく微笑ほほえんだ。

「自分の部ぶ下かを制せい御ぎよ出来ていなかったもの」

　そう言って先輩が鮫さめ島じまの方を指さすと、鮫島はびくっと震えた。

「………………」

　生徒会長はそれを見て何か言いたげにしていたが……特に反はん論ろんも見当たらなかったのか、ふっと短くため息をついた。

「相変わらず言葉遊あそびが好きね」

　毒どつ気けが抜かれたかのように、生徒会長は軽く返答した。

「それで、麒麟堂の方はその部下が自分を助けてくれた……とでも？」

　生徒会長はそう尋たずねながら俺おれに視線を向けた。

「部下じゃないわ」

　だがそこで先輩は即そく座ざに首を横に振って……

「仲間よ」
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　迷いなく、そう断じてくれた。

「！」

「……今回は、こちらにも落ち度があった事は事実。あなたの処しよ置ちは追って報告するわ」

　生徒会長はそう言って、その身を翻ひるがえした。

「────────きっと私の手の及ばない範はん囲いで、私の手をすり抜けたどこかで……アイドル科を狙ねらって暗あん躍やくする奴やつらがいるはず」

　そう告げながら、背中に再び炎ほのおのようなオーラを纏まとわせる。

　地じ獄ごくの業ごう火かのような猛たけ々だけしい炎を

「そいつらを塵ちり一ひとつ残さず根こん絶ぜつするまで、私は現げん体たい制せいを崩くずすつもりはないわ。それだけは覚えておいて」

　そして、すうっと細めた瞳ひとみで先せん輩ぱいをにらむ。

「それが私の……手の差し伸べてあげられなかったきっちゃんへの手た向むけだから」

　そう言い残して、生徒会長は来た時と同じ道を辿たどり去っていった。

「ま、待ってください生徒会長！　留る守す中ちゆうの案件に関してお話が！」

「わ、私もその事でお話を～！」

　その直後、副ふく会長と鮫さめ島じまは慌あわてて壇だん上じようから駆かけ降りて、生徒会長の後を追っていった。

「あの……いいんですか？　せっかくなんだから、もっと話した方が……」

　俺おれが尋たずねると、先輩は小さく頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、私としーちゃんが平へい行こう線せんなのは……昔からだから」

　そう答えた後、先輩ははっとしたように俺を見た。

「そっか……色いろ々いろ調べて、動いてくれたのね……」

　そして先輩は、柔やわらかく崩くずした微笑ほほえみをくれた。

　懐なつかしくて、温かくて、いい匂においのする……

　とびきりのやつを。

「今回はありがとう、天てん道どう君。ひとまずは落らく着ちやくね」

「落着……」

　その言葉を聞いて、まさに溜りゆう飲いんが下がった。

　こ、これでやっと終わりか。

　いやあ、一いつ時ときはどうなることかと思ったけど……なんとかなってよかった……。

「───────あ、あれ？」

　なんか全部終おわったと思ったら……

　緊きん張ちようの糸が……切れて……

　目の前が……ぐるぐる回って……

　意識が─────────
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　白い光が───────

　様々な色しき彩さいが───────

　深い暗くら闇やみの中から俺おれの方へと放たれてくる。

「───────んっ」

　一度意い識しきするとそれは無む視しできなくて、煩わずらわしさのあまりまぶたを強く閉じた。そして今度はゆっくりと目を開いていく。

　ぼやけた瞳ひとみにまず映ったのは、見み覚おぼえのない白い天てん井じよう。照明は優しく柔やわらかい。

　……なんだここ？　病室？

　周囲を確かく認にんするために、俺おれは力が入らないままの体をのたのたと起こしにかかる。

「……お兄にいちゃん？　お兄ちゃん！」

　そこで声の聞こえた右脇わきを見ると、そこには椅い子すに座った女子が一人。

「……使し織おり？」

「おにぃちゃーっ‼」

「ぐふっ⁉」

　使織は俺を見た瞬しゆん間かん、一切の遠えん慮りよ無なく飛びついてきて真ま正しよう面めんから全力でタックルをかましてきた。その勢いに負けて俺は再びベッドに背中を打ち付ける。

　い、いきなりなにを……？

「お兄ちゃんのばかぁ！　急に倒れたって連れん絡らくもらって、病院に運ばれたって聞いて、すっごいすっごい心配したんだから！」

　使織は俺にのしかかるような形のまま、まるで罵ば倒とうするような勢いで言葉を放つ。病院に運ばれた相手になかなか乱らん暴ぼうな挨あい拶さつしてくれるな、とは思ったが……

　その瞳に浮かぶ大おお粒つぶの涙を見ては、強く抗こう議ぎすることは出来なかった。

「そ、そうか……ごめん」

　俺はとりあえず使織の頭を撫なでつつ、ゆっくり引き剝はがしてもう一度身みを起こす。

　しかし、今の一いち撃げきで一気に目が覚めてしまったな……。

「はー、もう。ホントによかったぁ」

　使織は小さな胸をなでおろし、椅子に座り直す。

「大だい丈じよう夫ぶ？　身体からだはなんともない？」

「ああ、全ぜん然ぜん平へい気きだよ」

　使織にタックルをくらった胸だけはじんじんと痛むが、まあそれは今尋たずねられている事こと柄がらとは違う範はん囲いの話なので今は黙だまっておく。

「よかった……とりあえず下に行ってお医い者しやさん呼んでくるね！」

　そう言って、使織は慌あわただしく駆かけ抜けてこの部屋から出て行った。

「ここは……」

　すっきりした頭で俺おれは辺りを見回す。

　白を基き調ちようとして構成されたシンプルな部屋。俺が寝るベッドの右横よこには、さっきまで使し織おりが座っていた丸まる椅い子す、そして簡単な作業台だいみたいなものが置いてあるのみ。いわゆるテンプレートそのまんまな病室だ。

「安心したまえ。ここは白はく桜おう台だいの系けい列れつグループが経営しているアイドル御ご用よう達たしの病院だ」

　そんな声をかけられて、窓まど際ぎわに背を預けている人物がいた事に気付く。

　金きん髪ぱつボブカット、パーカーに白ラン、七しち分ぶ丈たけのスラックス……サングラスはしてない状態だけど、こんな特とく徴ちよう的な奴やつを忘れるわけがない。カルテットベリーのスザクだ。

　こんな改かい造ぞう制服着きてて許される理由も、今なら納なつ得とくだな。

「優ゆう馬ま君は鮫さめ島じまへの告こく発はつをした後、極きよく度どの緊きん張ちようから解放されて気を失ったんだ。ただその際に頭を打ったかもしれないから、一応精せい密みつ検査をしてもらうために病院に運んだってわけさ。まだあれから一時間も経たってないよ」

　窓の外を見ると、確かに夜空はまだ群ぐん青じように近い。星が瞬まばたきはじめたばかりって頃ころ合あいだ。

　そういえばあの時とき告発をやり切って、先せん輩ぱいの笑顔を見て安心して、それ以降の記き憶おくが曖あい昧まいだったんだよな。すぐに倒れちゃってたのか……。

　……安心して気が抜けて倒れるとか、俺ってつくづく小しよう心しん者もので格かつ好こがつかないな。

　女の子を助けに来たヒーローならば、抱きかかえて華か麗れいに走り去るところまでやってこそって感じだろうけど……やっぱり、そこまでうまくはいかなかったみたいだ。

　まあ、なによりもひとまずは……だ。

　目の前にいる彼女には、礼を言わなければ。

「世せ話わになったよ。本当に、すごく助かった」

　俺は礼を簡かん潔けつに述べて、続けた。

「スザク………………ちゃん」

「なんだいそれは」

　おかしそうに笑う。

「須す藤どうでもスザクでも、好きな方で呼び捨てればいい」

「あ、そう……」

　いや、さすがに白桜台……いや日本のトップアイドルを呼び捨てっつーのは、気が引けるっていうかなんつーかさ……。

「今いま更さら優馬君にちゃん付けなんかされても、気き味みが悪いだけだからね」

　鼻で笑うようにスザク。

　……相変わらず、偉そうで上から目め線せんなんだから。まあ正しよう体たいが分かったからって中身が変わるわけはないだろうけどさ。

「なにが須藤だよ。お前はスザクだろ？　あん時は俺に偽ぎ名めいなんて教えやがって……俺相手だからいいけど、年上をバカにするのはほどほどに───────」

「須す藤どう柘榴ざくろ」

　そこで、俺おれの言葉を遮さえぎるようにしてスザクは一つの単語を口にした。

「私、本名は須藤柘榴っていうの。略してスザクって芸げい名めいにしてるんだ」

「へ？」

「だから……君にあの時とき教えたのは、私の本名だよ」

　そう言って、スザクは今度はイタズラっぽく軽やかに笑った。

　うわあ！　サングラスないと美び少女過すぎてやべーなこいつ！　あ、なんだろう。使し織おりに突とつ進しんされた箇か所しよとは違う部分の胸がなんか熱くなってきた……。

「天てん道どう君」

　そこで、病室の扉とびらがノックされる。

　同時に聞こえたのは清せい冽れつな声。聞き間違えるわけがない。

　麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいだ。

「どうぞ」

　俺が声をかけると、ゆっくりと扉を引いて先輩が姿すがたを現した。さすがに破れた制服は破は棄きしたのか、上下学がつ校こう指定のジャージ姿だ。

　先輩はスザクを見つけると、まずそちらへと向かっていった。

「今回は助かったわ。スザクちゃん」

「いいえ。私が候補生せいの時、先輩にはお世せ話わになりましたから。これくらいは」

「でも……竜たつ魅みちゃんは、怒るんじゃ？」

「彼女は鳳ほう凰おう院いん派はですからね。でもまあ、なんとか言いくるめてみますよ」

　話を聞くに、この二人は先輩がアイドル科にいた時に知り合ったって事か。まあ関わりがあるとしたらやっぱりそこだろうしな。

「さて、私はそろそろお暇いとましようと思います。明日あしたも仕事があるので」

　スザクはちらっと腕うで時計を見て、先輩にそう告げた。

「そう。みんなによろしくね」

「ええ、承しよう知ちしました」

　頷うなずいて、扉へと歩を進めていく。

「優ゆう馬ま君、お大事に」

　そして去り際、肩かた越ごしにひらひらと俺に手を振りながら扉の向こう側へと姿を消した。

「………………」

　これで、この病室には俺と先輩の二人だけが残されたことになる。

「あ、どうぞ座ってください」

　気を遣つかって、右手で先輩に丸まる椅い子すを勧すすめた。

「ありがとう」

　先せん輩ぱいはそこに腰こし掛かけながら、心配そうに視線を向けてくれた。

「身体からだ、不ふ自然な部分とかある？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ。このあと精せい密みつ検査するらしいですけど……別におかしなところはなんもないです」

「そう、よかった」

　俺おれの答えを聞き、先輩は胸をなでおろす。助けに行ったはずの俺が、助けるべき先輩に心配されちゃってるなんて、なんだかトンチンカンな話だ。

「まさか、天てん道どう君があんな無む茶ちやをするなんてね……」

　そして先輩は苦く笑しようした。

「青春革かく命めい部ぶとしての名乗り文もん句くをあげて、しかも堂どう々どうと顔を出して生徒会役やく員いんを告こく発はつするだなんて……大だい胆たん不ふ敵てきっていうか、無茶よ」

「あー……」

　そういえば先輩も俺も青春革命部に所しよ属ぞくしているのは、公こう然ぜんの秘密だったんだ。公こう式しき的には一応確かく定ていはしてないはずなんだよな。証しよう拠こもないし。

　それなのに俺、思いっきり顔かお出して名乗りを上げちゃったな……。

「まあでもただの名乗りだけで捕つかまえられるものでもないし、今まで私が青春革命部としてやってきた活動と天道君が直接繫つながるような物ぶつ的てき証拠があるわけじゃないから、平へい気きだけどね……ただ無茶には変わりないわ」

　先輩はイタズラした子どもを軽くたしなめるように、視線を向けてきた。

「でも、今回は……その無茶に助けられちゃったな……」

　そして、俺の右手をぎゅっと包むようにして握ってきた。

「本当に……本当にありがとう。私は正直、今回ばかりは助からないと思った。志こころざし半なかばで倒れるとは……なんて覚かく悟ごもしたくらい。だから、お礼はいくら言っても足りないほど」

　先輩はそこで言葉を区切って……

「ただ……」

　申し訳わけなさそうに、うつむいて続けた。

「ただ、天道君がもう引き返せなくなってしまったけれど……」

「………………」

　やっぱりこの人は、出来るだけ人を巻き込もうとはしない人なんだ。

　優しくて、見み捨すてておけずに、ずっと一人で抱えて、孤こ独どくながら立ち向かって……

　そんなのを隣となりで見ているだけなんて、もう嫌いやだ。

　だからこそ、俺は動いたんだから。

　微び力りよくでも側そばにいたい。

　力になれるのならば、支えていたい。

　俺おれは先せん輩ぱいの手の上に、自分の左掌てのひらを重ねた。

「それはもう、気にしなくて大だい丈じよう夫ぶですよ。俺、自分で決めて動いたんですから」

　先輩を真ま正しよう面めんから見つめながら、俺は言葉を継ぐ。

「あの時、仲間って言ってもらって……すごく嬉うれしかったから」

　あの時の言葉は、ただ本意でないその場の流れかもしれない。

　生徒会長が言ってたように、先輩が得とく意いとする言葉遊あそびの延長にあるだけの。

　ただそれでも俺は───────

　先輩に仲間って言ってもらって、すごく嬉しかった。体中に電流が走るくらいに。

　俺が失しつ神しんしたのは気が抜けて安心したとか、緊きん張ちようがとけてとかじゃなくて、先輩のその言葉のせいなんじゃないかって思ってるほどなんだから。

「天てん道どう君……」

　困ったように笑った後に、先輩は一つ咳せき払ばらいをした。

　そして、正面から俺を見み据すえてくる。

「あのね、もう一度聞きくから……今度はちゃんと答えを聞かせてほしい……」

　見つめあう先輩の唇くちびるから漏もれた言葉は、俺が待ち望んでいた言葉だった。

「私と青春革かく命めい、はじめましょう？」
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　あとがき




　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。広ひろ沢さわサカキです。どちらの方でもまず拙せつ著ちよを手にとっていただいたこと、心より嬉うれしく思います。

　さてさてデビュー作に続き、今回も可愛かわいい女の子の代だい名めい詞しである「アイドル」のラノベを書かせていただきました。しかし同じ題だい材ざいを取り扱っていながら、作品の方向性はそれぞれ全くと言っていいほどに別べつ物ものです。

　前作『アイドライジング！』（好こう評ひよう続ぞく刊かん中）を美び少女が戦う熱い王おう道どう直球スポ根こんだとするのならば、今こん作さくは主人公こうがトラブルに巻き込まれ美少女に翻ほん弄ろうされる王道直球ラブコメ。

　ラブコメのなんたるかなど知らないまま筆ふでの進むまま書いてみたところ、意い外がいにちゃんとラブっとコメってくれたように感じます。

　これはメインヒロインである麒き麟りん堂どう奏かな子このおかげと言えるでしょう。

　彼女はかなりの曲くせ者ものです。なんと言うのでしょうか……作者である僕ぼく自身、彼女の魅み力りよくをうまく形けい容よう出来ないのです。暴ぼう力りよく系けいヒロインではないし、ツンデレというわけでもない。ヘタレＳや誘いＭといった点に近しいアンビバレンツさはあるものの、また少し違う。

　ソフトＳってやつかな。いやサドじゃなくて、サービスのほう……でも、ソフトサービスっていうとなんかＳＥみたいですよね。

　……まあともかく！　読む際は主人公になった気分で、彼女の魅力とストーリーを楽しんでいただければと思います！

　行ぎよう数すうも稼かせげたところで、以下謝しや辞じでございます。

　担当の和わ田ださま、土つち屋やさま。毎回的てき確かくなアドバイスをありがとうございます。今回はお二人のアイデアで乗りきれた部分が大きく、まこと感謝の念に絶えません。電でん撃げきラブコメ作品の父たる和田さんのご指導により、今作の質をぐんと高めていきたいと思います！

　そして『アイドライジング！』に引き続きイラストを担当して下さったＣＵＴＥＧさま。拙せつ作さくにはもったいないほどの腕うで前まえの絵え師しさんであるにも関わらず、まさか二作品目も担当してもらえるなんて僕は三さん国ごく一の幸せ者です。強力なお力添ぞえ、心から感謝です！

　そして今回の出版に関わった校こう閲えつさん、編集部および出版社の皆様にもこの場を借りてお礼を申もうし上げたいと思います。原稿遅おくれてすいませんでした。

　そして読者様に関しましては、今作を楽しんでいただけましたらデビュー作『アイドライジング！』の方も手にとっていただけると嬉しいなーと思います（宣伝）。

　では、また紙面で皆様に会える日を楽しみにしております。





広沢サカキ
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広ひろ沢さわサカキ

１９８４年の神奈川県生まれ。

第17回電撃小説大賞〈金賞〉を受賞して『アイドライジング！』でデビュー。生まれたてのラノベ作家です。

前作に引き続きまたもやアイドルものです。

自分でも驚いていますが、楽しんで頂けると幸いです。

[image: ]




ＣＵＴＥＧカム

美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレーター。よく間違えられますが、カムと読みます。ゲームやアニメ、ライトノベルの挿絵に加え、連載マンガも始まり大活躍中！

HP：*Strawberry Pink*（http://cuteg.exblog.jp/）
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私わたしとあなたの青せい春しゆん革かく命めい。








広ひろ沢さわサカキ
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